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　それまで存在すら知らなかった従妹いとこと対面したあの日のことを、枢すう昱いくは五年の月日が経過した今でもはっきりと思い出すことができる。そしてその時に抱いた鮮せん烈れつな想いもまた、少しも色あせることなく枢昱の胸の内にとどまり続けていた。




「は？　うちに？」

　名門柳りゆう家の一家郎党が殺されたことも、唯ゆい一いつ娘が生き残っていることも、その娘が自分の従妹に当たることも枢昱は当然のことながら知っていた。しかし祖父が「うちで引き取って育てる」と家人たちを前にして有う無むを言わさぬ口く調ちようで宣言した際、最初に頭に浮かんだ言葉は「まあ、俺には関係ないだろう」だった。

　念願の近衛このえ武ぶ官かんとして出仕を始めたばかり。武の名門趙ちよう家の名や祖父の名声を背負っていた枢昱は、常に周囲に見られている立場にあったし、同どう輩はいからの羨せん望ぼうの眼まな差ざしや上官からのやっかみも少なからずあったので、気を張りながらとにかく仕事に打ち込んでいた。国賊である黒こく竜りゆう賊ぞくに関することをはじめ仕事は山ほどあり、大変ではあったが日々は文もん句くのつけようがないほど充実していた。

　朝早くに出かけ、夜は上官に付き合って酒を嗜たしなむことも少なくない。家にいる時はいる時で門下の者と共に鍛たん練れんを欠かさず行っている。そんな状況において、新たな家族と多くの接点が持てるとは思えなかったし、女の、それもかなり歳としの離れた小娘とわざわざ仲良くなる必要性も感じなかった。

　──食事の時とか、気まずくならなきゃいいけどな。

　少女との接し方など分からない。というか、図ず太ぶとくむさくるしい男ばかりが出入りするこの家に、家族を失った傷心の少女を気き遣づかえるような者が果たしているのか怪あやしいものだ。柳家といえば古くからの名門。他にもかなりの家格を持った親族はいるし、女によ官かんとして後こう宮きゆうに入れてしまったっていい。なのになぜこの趙家で、と疑念を抱くと共に迷めい惑わくにすら思った。

　件くだんの少女が屋敷に迎むかえられるという日の夕刻。仲ちゆう毅きからの命めいで早目に帰き路ろについた枢昱を待っていたのは戸と惑まどいに揺ゆれる空気で、それが更さらに枢昱を憂ゆう鬱うつにさせた。従妹がどこにいるのかと家人に問えば用意した部屋だというので、軍装も解かないままそちらに足を向ける。泣きじゃくっている姿を想像するだけでため息が出そうになるが、それを押しとどめて仕方なく頭の中であたりさわりのない挨あい拶さつと慰なぐさめの言葉をまとめた。

「あー、いるのか？」

　声をかけながら、閉ざされた扉とびらの向こうの気配を探さぐる。しかし扉が開けられることはおろか、中にいるはずの人物が声に反応して動く様子も感じられなかった。

　少女一人の気配が探れないはずがない。ついてきた家人に視線を移すが、中にいるはずです、と困こん惑わくの表情を返されるだけだった。

「いるんだよな？　入るぞ」

　祖父からは、気を遣うようにときつく言われている。なので努つとめて優しい声を出し、そっと扉を押し開けた。

「──っ！」

　その瞬間、枢昱の目に飛び込んできたのは一面の朱色だった。身近なはずの、それでいて見慣れぬ色に一瞬身体からだを強こわ張ばらせた枢昱は、すぐに気を取り直すように首を振る。

　──何を考えてるんだ、俺は。

　部屋は射し込んでくる夕日によって鮮あざやかに染そめ上げられているだけだ。──それを、血に染まっていると思うなど、どうかしている。

　仕事のしすぎかとも思ったが、すぐに違う、と自分で自分を否ひ定ていした。部屋の中に漂ただよう殺さつ伐ばつとした空気がそのように連想させたのだ、と思い至いたる。

「……誰、ですか」

　細かい備品は新たな住人の意見を聞いた上で揃そろえたいとのことで、急ごしらえの部屋には驚おどろくほど物がない。そんな寂さびしい部屋の窓際で、ぼんやりと面おも白しろくもない庭を眺ながめていた少女は、立ちすくむ枢昱を不思議に思ったのかようやくゆっくりと振り返った。

　軍装に目を留とめ、数すう拍はくののちに「ああ」と小さく口が動く。おそらく事前に枢昱について聞いていたのだろう。

　少女は身体ごとこちらに向き直る。──しかし一方で、枢昱はまだ反応ができずにいた。

　泣きはらした顔をしているのだろうと、疑うことなくそう思っていた。しかしこちらをじっと見上げてくる白い顔に涙の跡あとはない。そして、すとんと何かが抜け落ちたかのように感情までも見られなかった。

　無言がいたたまれなくて、慌あわてて名を紡つむぐ。

「趙枢昱。──お前の……驪り珠しゆの、従兄いとこだ」

　それまで何回か頭の中で繰り返していた挨拶の言葉は、すでに彼方かなたへと吹っ飛んでいた。

「枢昱さま？」

「そんな他た人にん行ぎよう儀ぎに呼ばなくていい」

　軽く小首を傾かしげる様さまは可愛かわいらしいが、儚はかなさを通り越して危あやうげな雰ふん囲い気きが少女を取り巻いていた。気け圧おされるような形で、言うつもりなど更々なかった言葉がつい口をつく。

「従妹とはいえ、お前は今日から俺の妹になるんだから」

「いもうと」

　少女が口の中で呟つぶやいて、もう一度こちらに顔を向けた時、枢昱は柄がらにもなくほっとした。先ほどまで玻は璃りのように何も映していなかった黒い瞳に、今度はきちんと枢昱の姿が映し出されているように思った。

「なら、兄さまですね」

　言われ慣れない「兄」という単語にどきりとする。それは、思っていた以上に甘かん美びな響きを有していた。

　──兄さま、か。悪くない。

　しかしそう呼びかける少女は口くち許もとに笑えみをのせているものの、それは少女らしからぬどこか引いた笑みだ。勿もつ体たいない、と思う。もっと屈くつ託たくのない笑みを浮かべた顔で、楽しそうな声こわ音ねで、その言葉を聞きたかった。

　そして、そんな表情を引き出すのは兄である自分の役目だ。──そう、強く思った。










「枢昱さま？　どう、か──」

　昼間は文官武官を問わず人が慌ただしく行き来する王宮内も、夜半は別世界のようにしんと静まり返っている。ゆらめく篝かがり火びの脇わきで、一人睡すい魔まと闘たたかい欠伸あくびを嚙かみ殺していた見張りの兵士は、この時間にいるはずのない上官の姿を認め驚きの声を上げた後、いつになく険けわしい表情を目にして言葉を途中でつまらせた。

「火急の用だ」

　枢昱は短くそう告げると、固まっている兵の横をすり抜ける。

　いつものようにねぎらいの声をかける余裕も、表情を取り繕つくろう余裕も、この時の枢昱にはなかった。ただ行き場をなくした焦しよう燥そう感かんだけが身を支配している。

　──小しよう弓きゆう姫き。

　かつて武官として同じ釜かまの飯を食い、そして自分たちとは道を違たがえた敬けい達たつは、驪珠にそう呼びかけた。

　最愛の従妹は、それを否定せず、あまつさえ彼について行った。──そう、ついて行ったのだ。連れ去られるわけでもなく、自分の意思で。

　追いかける。

　帰ってきてから問いつめる。

　祖父を叩たたき起こして指示を仰あおぐ──。

　これからどうするべきか、我に返った後に選択肢しはいくつも脳のう裏りを駆かけ巡めぐったが、気がついたら枢昱はここに──自みずからの手で拘こう束そくした友のもとへと足を運んでいた。

「……蒼そう天てん」

　かつては敬達も収しゆう監かんされていた地下牢ろうに降り立つと、枢昱は深呼吸をしてから口を開く。獄ごく中ちゆうにいる彼のもとへ赴おもむくのはこれが初めてではなかったが、声をかける前にこれほど緊張したことはなかった。

「起きろ、蒼天」

「……枢昱？」

　再度呼びかけると、鉄てつ格ごう子しの向こう側から怪け訝げんそうな声が返ってくる。重そうに身を起こすと同時に、鎖くさりがじゃらりと耳みみ障ざわりな音を立てた。

「もう朝かい？　ここは光が射ささないから、どうも時間の感覚がなくてね」

「心配しなくてもまだ真夜中だ」

「何だ。……まさか脱だつ獄ごくの手引きでもしてくれようっていうのかい？　気持ちは嬉うれしいけど、君じゃすぐに顔に出るよ」

　座り直しながらくすりと笑う蒼天は、呆あきれるくらい枢昱のよく知る彼のままだった。劣れつ悪あくな環境に長期にわたり身を置いていることも、起き抜けであることもまるで感じさせない。まるで、蒼天の方が格子の外側にいるかのような錯さつ覚かくすら生じさせる余裕を身に纏まとっていた。──こちらに余裕がないから、余計にそう思うのかもしれないが。
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「……お前、黒こく竜りゆう賊ぞくの女を何のために敬達に会わせた？」

　どう言おうか悩なやみ、ようやく口をついて出てきたのは、彼を捕ほ縛ばくした後、散々問いかけた疑問だった。いつもはぐらかすように笑って流される涼すずしい顔に、尋じん問もんに当たった武官が何人、腹を立てたか分からない。

　だから枢昱は、蒼天が口を開く前に重ねて言い募つのった。

「黒竜賊の女は、不思議な術を使うよな。──それを使って、敬達に何をしようとした？」

　単刀直入に用件を問うことのできない女め々めしい自分に嫌いや気けがさす。敬達の話題から切りだしたのは、ここに来る途中、以前聞いた言葉を思い返していたからだった。

『大事な大事な驪珠ちゃんが本当はどんな女かも知らないで、暢のん気きなものだな』

　手合わせとは違う真剣勝負の最中、嘲ちよう笑しようすら浮かべながら敬達はそう言った。

『教えてやろうか？　お前の従妹は──』

　従妹の話になれば枢昱は食いついてくる。少なくとも多少の隙すきができる。そう考えた敬達の浅はかな時間稼かせぎとしか、あの時は思わなかった。そもそも彼が驪珠に刃やいばを向けていたことに激げつ昂こうしていて、聞く耳すら持っていなかった。

　しかし、今から思うと敬達はあの時点ですでに知っていたのだろう。驪珠が──。

　ただならぬ枢昱の様子をじっと見ていた蒼天は、何かを悟さとったように口の端はしに小さく笑みをのせた。

「……そうだよ。小弓姫に関する記憶を消そうとした。まあ、情けないことに見事に嵌はめられてこの通りだけどね」

「……っ！」

　今まで続けていた黙もく秘ひが噓うそのように、さらりと蒼天は告げた。予想通りの答えのはずなのに、予想以上の衝しよう撃げきが枢昱を襲おそう。

　問い返す声が、かすれた。

「お前は、いつから」

「最初からだよ。君の屋敷に驪珠どのが引き取られる際、手を回したのは私だ。おかげで、仲毅どのには随ずい分ぶんと便べん宜ぎを図っていただいた。──それで」

　戸惑う枢昱に向かう蒼天の目は、実に冷ややかだった。

「どうして今になって分かったのかは後で聞かせてもらうとして、君はこれからどうしたいんだい？　私や小弓姫──いや、驪珠どのを」

「俺、は……」

　枢昱はごくりと生なま唾つばを飲み込む。

『俺が守ってやるから』

『臥が竜りゆうも小弓姫も、俺が絶対に捕まえてやるから安心しろ』

　実行できるものと信じ、かつて力強く交かわした数々の約束が、胸の中に浮かんでは消えていった。
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　どこか遠いところで自分を呼ぶ声がしたような気がして、驪り珠しゆはゆるゆると目を開ける。だが、窓から差し込んできた陽光が顔を照らしていて、咄とつ嗟さにその光から逃のがれるように目め許もとを腕で隠かくした。

　最近は、はっきりと感じられるほど日の出が遅おそく日の入りが早い。それなのにこんなに部屋が明るいということは、普段に比べ大分寝過ごしているのだろう。

「大丈夫。──今、起きるから」

　起き上がるよりも先に、部屋の外から聞こえてくる使用人の声に返事をする。今にも中に踏ふみ込んできそうな焦あせりに満ちた声は、明らかな安あん堵どのものへと変わり、小こ言ごとと共に遠ざかっていった。

　見上げている天井も、部屋の外で慌ただしく使用人が行き交う様子も、外から男たちの掛け声や剣がぶつかり合う音が聞こえてくるのも、すべてが普段通りだ。その中で、ただ驪珠の気持ちだけが重い。頭の奥が鈍にぶく痛んでいるのは、眠り足りないからだけではないだろう。

　──夢ならよかったのに。

　昨夜の出来事が、すべて夢だったら。それなら悪夢として片付けることができるのに、現実なのだと頰ほおに走るじくじくとした痛みがはっきりと告げていた。起き上がりながらそっと指を滑すべらせる。手に血こそつかなかったが、みみず腫ばれのような感触があり、切れた弦つるによりできたこれをどうやって誤ご魔ま化かそうかと驪珠はため息をついた。

　──化け粧しようで隠かくせるかしら。

　回らない頭で考えながら驪珠はずるりと寝台を下り、引き取られて間もない頃、枢すう昱いくの強い勧すすめで購入した鏡台に向かう。青白い顔が磨みがかれた鏡に映り込んだ。

　一度目を閉じ、一呼吸してから無理やり顔の筋肉を動かし笑顔を形作る。ぴり、と頰の傷が痛んだが、構うことはなかった。──今の驪珠は、幸せそうに笑っている必要があるのだ。

　──そうよ、もうすぐ私は。

　王族に──蔡さい妃ひの息子、永えい皓こうに嫁とつぐ。

　その際にはにこやかな顔をしていろと告げたのは、昨夜驪珠の目の前に現れた、軍の頂点に立つ男だった。










「昼ぶりか。柳りゆう家のご令れい嬢じよう」

　特に親しみが込められているわけでも、悪意が込められているわけでもない。そんな淡たん泊ぱくな声に返す言葉を、驪珠は持っていなかった。

　品定めするような視線がじっと注そそがれている。敵意はないが、枢昱が敵に向けるものよりもずっと鋭するどかった。幾いく度ども死線をくぐってきたことを感じさせるそれは、祖父が険けわしい顔をしている時のものに通じていて、逸そらすことはできない。

「っ……」

　何か喋しやべろうと思うのに、言葉は何も出てこなかった。どうして、と考えたところで完全に思考が止まっている。それが現れた人物が蔡妃ではなかったことへの驚おどろきから来ているのか、それとも物事がどんどん自分の手の届かないところへ転がり込んでいることへの恐怖から来ているのかは、驪珠自身にもよく分からなかった。

「小しよう弓きゆう姫き、と呼んだ方がよいか」

　驪珠の沈ちん黙もくをどう受け取ったのか、男は強こわ面もてにわずかな笑えみを浮かべて言う。昼──黎れい華かや玄げん奏そうと共に会って弓の話題になった際に向けられた、不ふ審しんに満ちた声ではない。確信に満ちた声こわ音ねだった。

　──そうだ、さっき。

　視界の端はしに、弦を切った衝しよう撃げきで取り落としたままの弓が映る。

　敬けい達たつに挑いどまれる形で弓を扱った。真剣勝負のつもりだったし、彼自身、伝説に挑みたいと思った気持ちに噓うそはないのだろう。けれど勝負はすべて、この男に驪珠の弓の腕を見せるため仕組まれたにすぎなかったのだ。

　そして彼はおそらく一部始終を見届けた。黎華によるわずかな指導しか受けていないはずの小娘が、弓を得え手てとする武官と渡りあった様さまを。──自分で自分が小弓姫だと証明する様を。

　驪珠の視線に気づいたのか、男が数歩動くと弓を拾い上げしげしげと眺ながめ始める。金の装飾がなされた桃色のそれはいかにも女性用で、厳いかめしい男にはひどく不似合いだった。

「驪珠ちゃん、大丈夫か？　この人が誰か分かってるよな？」

「大将軍。──董とう、孟もう先せん」

　あまりに続く沈黙に耐たえられなくなったのか、敬達が驪珠の肩を軽く叩たたきながら口を挟はさむ。明るい声音はわざとらしくもあったが、驪珠を硬直から解放するには十分だった。

「どうして、こんなところに」

　やっと口から出てきた声は少しかすれていたが、それでも驪珠は徐々に平静を取り戻しつつあった。ぴたりと止まっていた思考が動き出す。それと同時に彼について知っている決して多くはない情報が頭の中を駆かけ巡めぐっていった。

「蔡妃は主しゆ上じようの御み代よにおける不ふ穏おん分ぶん子し。私が直じき々じきに警備──見張りをしている。見回っていて何か問題があるのならお聞かせ願いたいものだが」

「見張って、ね……」

　敬達に連れられこの離り宮きゆうの門をくぐる時、兵士の姿がまったく見えないことが不思議だったのを思い出す。そういうことか、と汗ばんだ手を袖そでの中で握にぎりしめた。

　改めて眼前の敵を認識した驪珠は、きっ、とその姿を睨にらみ上げる。ほお、と孟先の目が細まった。

　猛もう禽きん類るいを思わせる捕食者の目だ、と驪珠は思った。

「……私に、何の用があるんですか？　こんな所まで呼び出して」

　問いただしたいことはいくつもあったが、ありすぎて形にならない。わずかな逡しゆん巡じゆんの後、驪珠は最初の質問にこれを選んだ。

「私を使って、黒こく竜りゆう党とうの残党狩りでもやろうと？」

　ちらり、と脇わきを見れば、意識を失い、ぐったりと微び瑛えいに抱きかかえられている飛ひ龍りゆうの姿が目に入る。黒竜党の跡あと取とりである飛龍と、守護神小弓姫である驪珠。二人を使えばあちこちに散らばる党員たちを集め、一いち網もう打だ尽じんにするのはそう難しいことではないだろう。

　いくら趙ちよう家で黒竜党の話が禁句といえど、武官たちがどれほど黒竜党の残党に手を焼いてきたかは分かっている。だから軍の頂に立つこの男の狙ねらいもそれかと踏んだのだが、孟先はくつくつと笑うだけだった。

「青せい蒼そう天てんと同じことをするつもりは毛もう頭とうない」

「じゃあ、何を──」

「──悪い話ではない。永皓さまに嫁いでもらいたいだけだ」

「それ、は」

　驪珠はひゅっと息を飲み、さっと敬達を振り仰あおぐ。それは以前彼にも言われたことだ。

　そう言われることを予想しなかったわけではない。しかし微瑛の姿がその可能性を否ひ定ていしていた。

　敬達から微瑛へと視線をずらす。驪珠の視線に気づき、彼女は赤い唇くちびるで弧こを描えがいた。

「さっさと嫁いじまいな。飛龍さまの手の届かないところにね。──あんたがいると、飛龍さまはいつまでもあんたを追いかける」

「微瑛も、蔡妃さまの下にいたの？　だって蔡妃さまは……」

『わたくし、黒こく竜りゆう賊ぞくは大嫌いなのよ』

　穏おだやかな蔡妃が見せた豹ひよう変へん。そして、胸に走った鋭い痛み。

　それらを忘れられるはずがなかったし、黎華も裏付けることを言っていた。だから驪珠は、微瑛までもが蔡妃に与くみしている図がどうしても浮かばずにいたのだ。

　──あの憎ぞう悪おは、噓だったの？

「蔡妃さまは、微瑛どころか俺が孟先さまの下にいることも知らないぜ」

　驪珠の疑問に答えるように、敬達が歌うように告げた。

「あの人は驪珠ちゃんと違って生きつ粋すいの箱入りのお姫さまだ。腹芸なんてできやしねえよ。多分、俺や微瑛を逃がしたのは蒼天の野郎だと今でも本気で信じてる。──ついでに、孟先さまが味方してくれるのも純粋に好意からだと思ってるんじゃないか？」

「じゃあ、蔡妃さまは……」

　ああ、と驪珠は息を吐はき出した。

「……何も、知らないのね」

　ただひたすらに息子が王位につけばいいと願う彼女が、孟先から王位継けい承しようの話を持ちかけられて頷うなずかないはずがない。二、三永皓についての素す晴ばらしさを語り、玄奏よりよほど王位に向いている、協力したいと告げられたら、彼女は頰を染め、胸の前で手を合わせ、「分かってくれてとっても嬉うれしいわ」と疑うこともなく微ほほ笑えむのだろう。

　王位についた後も孟先が如じよ才さいなく手助けをしてくれるとただひたすらに信じていて、その過程で彼が何をしているかまでは、考えが及んでいないに違いない。──最も忌いみ嫌う黒竜賊の女と手を結んでいるとも、小弓姫が義娘むすめになるとも知らず、彼女は孟先が夢を実現させてくれるのをただ待っているのだ。

　驪珠は再度、孟先の顔を仰ぎ見た。べらべらと喋ることは敬達に任まかせているのか、彼は口を閉ざしたまま、これといって感情が浮かばない目で驪珠を見下ろしている。

「今の何が、不満なの……」

　思わず言葉がこぼれ落ちる。

　大将軍という地位は、武の名門と謳うたわれる趙家当主である祖父ですら届かなかった地位だ。黒竜党の騒動を経て軍の影響力は一いつ層そう増し、その力は絶大なもののはずだ。

　──だって、昼間、あんなに。

　重臣の中で、蔡妃の処しよ遇ぐうについて一番厳しい意見を述べたのが彼だったと聞いている。昼間だって玄奏を案じるようなことを言っていたし、玄奏も「信頼している」と言っていた。彼が信頼していない人間を探す方が難しいような気もするが、それでもあの無む邪じや気きな笑みに対し、孟先だって満まん更ざらではなさそうな反応を示していたのに。

　──全部、上うわ辺べだけ。

　蔡妃についてどんなに厳しい意見を述べたところで、黎華はともかくあの玄奏が極きよつ刑けいの採決に印いんを押すとは思えない。つまり、それを見越した上での言動だったということだ。

「常つねに向上心を持って生きることにしている」

　返ってきたのは叩き上げの武人らしい言葉だった。

　蔡妃に手を貸し、永皓を王位につけたい孟先の思おも惑わくは驪珠にも分かる。永皓は聡明だと言うがまだ若年で、後うしろ盾だてとなるべき蔡妃もあれだけ世間知らずなのだ。傀く儡ぐつとするのはたやすいだろう。

　──傀儡になるのは私もだわ。

　柳家の娘が永皓に嫁ぐ。それだけで王宮の勢力図は代わり、玄奏を廃はいそうとする動きは強まることになる。そしていざ王位についてからも「小弓姫」の一言で驪珠はすべての動きを孟先によって制限される。后きさきやその親族はうるさいものだと古来より相場は決まっているが、それすらも思い通りにできるのだ。

「決して、悪くない話だと思うのだが」

「……それでも嫌いやだ、と言ったら？」

　飲まれてはいけない。そう必死に言い聞かせ声の震ふるえを押し隠し、驪珠は精一杯の虚勢を張った。

「小弓姫だと、知られてしまってもいい。蔡妃さまに洗いざらい喋って、黎華さまや、主上にも話して、そうして貴方あなたたちも道連れに──」

「──できないさ」

　言い終わるよりも先に首を振ったのは敬達だった。その顔には微び苦く笑しようが浮かんでいる。唇を嚙かみしめる驪珠に対し、聞き分けのない子供をなだめるように彼はゆっくりと続けた。

「蒼天の身柄は軍が握ってる。孟先さまの胸先一つでどうにでもなる状態だってことを忘れちゃいけないぜ。それに趙家はどうすんだ。驪珠ちゃんが小弓姫だってばれたらただじゃすまないぞ。お師匠はもう歳としだからまあいいが、枢昱の未来は間違いなく潰つぶれるぜ」

「…………」

「なあ驪珠ちゃん、年長者からの忠告だ。賢かしこく生きた方がいい。名門のお嬢さまは生まれた時から嫁ぎ先が決まってるのが普通なんだから」

　俯うつむいた驪珠の頭を、ぽんぽんと敬達が叩く。

「いい嫁ぎ先だぜ？　特典たっぷりで。──なあ、孟先さま」

「こちらの言うことに従っていれば、枢昱が更さらに出世街道を駆け上がることは確かだ」

「兄さまは実力でのし上がるわ」

　反射的に返すと、孟先が微かすかに笑った気配がした。

「では青蒼天についても、拘こう束そくを解くことを約束しよう」

「──ほん、とう？」

　弾はじかれたように驪珠は顔を上げた。篝かがり火びに照らされた浅黒い顔を、食い入るように見つめる。疑念の視線が入り混じってはいるものの予想以上の食いつきを見せたせいか、孟先はわずかに片かた眉まゆを上げた。

「本当に、蒼天さまを解放してくれるの？」

　言いながら、これでは相手の思う壺つぼだと自じ嘲ちようする。孟先の示した手札に見事に反応し、要求を飲もうとしている自分がいた。

　──分かってるの、驪珠。ここで頷いたら。

　冷静になれ、とぎゅっと目を閉じる。あの自由奔ほん放ぽうに生きている黎華ですら、王宮の中からはほとんど出てこないのだ。永皓に嫁いだら本当に一生、狭い箱庭の中で飼かい殺しにされるのだろう。

　家族である枢昱とだって頻ひん繁ぱんに顔を合わせられなくなるかもしれない。──朱しゆ明めいとは尚更だ。

　──むしろ会えない方がいいのかもしれない。

　人のものとなったのに顔を合わせたら、きっと物もの凄すごく辛つらい。想像するだけで驪珠は胸が苦しくなった。

　そもそも、朱明はどう思うだろうか。──自分と同じように思ってくれれば切ないけれど嬉しいと、驪珠は心から祈いのるように思った。

　──いっそ、敬達さまが言うように最初から嫁ぎ先が決まっていればよかったのに。

　黒竜党にいた時は、幼かったせいもあるが飛龍に嫁ぐことに何も疑問を抱いていなかった。そうやって婚約者が決められ、幼少時から言い聞かせられた状態で、はじめから柳驪珠として育っていたら──。

　こんな仮定の話は考えるだけ無む駄だだと分かっている。けれど、もしそうならこんなに苦しい思いはしなかったと思うと、ついつい恨うらめしく思ってしまうのは止められなかった。

　──でも、ここで首を横に振っても。

　頷きたくはない。──でも、頷くしかない。

　冷静になればなるほど、道は一つしかないのだと思い知らされる。そして背を押すように孟先が低い声で続けた。

「今すぐは無理だが、早いうちに。──とりあえず地下牢ろうからはすぐに出そう。面会も許す」

　隣となりで敬達が「あそこは居い心ごこ地ちがすこぶる悪い」とぼやき、微瑛に同意を求めている。記憶にあるよりもやつれた二人を前にしていると、あの風流人をそんな所に入れてしまったことが申し訳なくて仕方がなかった。

　それに。

　──蒼天さまさえ外に出られれば。

　朱明も自由に動けるようになるし、枢昱の苦悩に満ちた顔だって見なくてすむ。その上頭の回る蒼天のことだ。すぐに驪珠が置かれている状況について悟さとるだろう。

　ここでじたばたするよりも、今は蒼天を外に出すことに全力を注ぐのが、自分にできる最善のように思えた。

「……飛龍さまも、解放してくれるの？」

　微瑛がいるなら害されることはない。そうは思うものの、相手は武官の頂点に立つ男で、先ほどまでは飛龍の身柄を賭かける形で弓の勝負をしていたのだ。念のためにと確認すれば、艶あでやかな女がふんと鼻で笑う。

「別に支配下にあるわけじゃない。こっちは協力してやってるだけさ。──あたしを誰だと思ってるんだい。あんたは気にせず、さっさと嫁いじまいな」

「そうそう。利害の一いつ致ちにつき協力していただいてるんだよ」

　未いまだ血の気のない顔をしている飛龍の頰を愛おしそうになでる微瑛の姿を見て、敬達が苦笑しながら肩をすくめた。微瑛の術の厄やつ介かいさは彼も──そして長年黒竜党に手を焼いてきた孟先もよく分かっているのだろう。手元に置き続けることはできないという諦あきらめにも似た空気が漂ただよっていた。

「──言ったはずだ。悪い話ではないと」

「……そうですね」

　腕を組み、満足だろうと言わんばかりに見下ろしてくる相手に対し、驪珠は頷かざるをえなかった。脳のう裏りに諦めの二文字が浮かぶが、すぐにそれを打ち消して、嫁いだ後どうなるのか、何をすべきなのかに考えを切り替えようと試みる。

「明日。──いや、今日にも仲ちゆう毅きどののもとに使者を出す」

　驪珠の沈黙を諾だくと受け取ったのだろう。孟先は淡たん々たんと話を進めにかかる。

「そこまで愚おろかではないと思っているが、余計なことは言うな。もう一度言っておくが、青蒼天を自由にするのも処刑場に送るのも私しだいだ。返事は」

「はい」

　家に出入りする武官たちの、打てば響くような返事に慣れているせいだろうか。驪珠は反射的にこくりと首を縦に振る。

「誰に強制されたわけではなく、柳驪珠自身が蔡妃を選んだ。そう周囲に思わせる必要がある。公こう主しゆのお気に入りで、王との縁えん談だんも囁ささやかれている。そんな今二人のもとを去れば絶大な効果が得られるだろう。──分かるな？」

「──はい」

　これに対する返事が一拍分遅れたのは、黎華の美しい顔を思い出してしまったからだった。

　──二人は、どう思うだろう。

　蔡妃と永皓は二人の政敵だ。おまけに叛はん意いありとみなされ離宮に流されている。──そんなところに嫁いで、今までと同様の関係が保たもてるわけがない。

　玄奏は「これで親族になったのう」とか「次こそわしの番だ」とでも言って手放しで喜んでくれそうだが、問題は黎華だ。彼女が向けてくるであろう苛か烈れつな視線に耐えられる自信がなかった。

　──どうして、黎華さまと仲良くすることが許されないんだろう。

　小弓姫と公主。これだけでも本来相あい容いれない存在だというのに、とうとう政敵となってしまう。そういう運命なのだろうかと、知らないうちに嘲ちよう笑しようが漏もれた。

「公主から使者が来ても今後一切応じるな。縁を切ったと見せつけることだ。あとはにこやかに浮かれたふりでもしながら過ごしていればすぐに蔡妃側に風向きは変わるだろう。幸い趙家は人の出入りが激しいからな」

　言いたいことは言い終わったのか、今度は返事を待たずに敬達に向き直る。ぼんやりと二人の会話を聞き流していると、やがて孟先から驪珠の弓矢を受け取ったらしい敬達が「帰るぜ」と手を引いた。










　屋敷に戻ったのは明け方近くだったはずだ。夏だったらとっくに日が出ている時間なのか、通りがかる民家によっては人が動いている気配がした。敬達と何を話して別れたのかは曖あい昧まいだが、とりあえず行きと同じように庭を通って部屋に入り、無む造ぞう作さに服や弓矢を投げ出して隠れるように布ふ団とんに潜もぐり込み、すぐに意識を手放したことだけは覚えている。

「早く片付けないと……」

　普段着に袖を通し簡単に髪を結ゆうことで身み支じ度たくを調ととのえると、驪珠は鏡台に視線を落とした。そこには簪かんざしなど、昨日身を飾かざっていたものが散らばったままになっている。

　──よっぽど気が動転してたんだわ。

　その有あり様さまを見て、驪珠は改めてそう思った。年に数回、明け方に帰ってきた枢昱がひどく酔よっ払ぱらって片付けも早々に撃げき沈ちんしていることがあるのだが、まるでその時のようだった。

　──誰かに見られなくてよかった。

　起きるのがもう少し遅ければ、心配して踏み込んできた使用人に見み咎とがめられていただろう。よかった、と安堵の息をつきながら宝飾品を片付けようと手を伸ばす。──そして、驪珠は凍こおりついた。

「あ、れ……？」

　最初に手を伸ばしたのは華きや奢しやな金細工の耳みみ環わだ。驪珠も気に入っている、蔡妃から贈おくられた、花の形をしたそれ。

　一つは今、驪珠の手の中にある。けれどももう一つが、台の端から端まで舐なめるように見回しても目に入らないのだ。

　──そんなっ。

　屈かがんで鏡台の下を覗のぞき込んでみても、どこかに引っかかっているのではないかと一いち縷るの望みをかけて折せつ角かく畳たたんだ昨夜の服を広げてみても、金色の煌きらめきは見つけられない。

　──まさか、落とした？

　どんどん高くなるその可能性と共に、驪珠は己おのれの顔が色をなくしていくのを感じていた。どうしよう、と部屋の中央で立ち尽つくす。

「昨日、は」

　額ひたいに手を当て、必死に記き憶おくを手た繰ぐり寄せながらどこで落としたかを考えてみる。敬達と出かける前までは確かに両耳にあった。落としたのは間違いなくその後だ。

　──だとしたら、馬の上で？

　敬達は結構な速さで馬を駆った。顔に風はびんびんと当たっていたし振動もあった。おまけにあのような暗がりでは、小物一つ落としたところで気づかないだろう。

　──でも、もしかしたら。

　無意識のうちに頰にできた傷きず痕あとをなぞる。傷つけたのは右頰で、なくしたのは右側の耳環だった。

　あの時に走った鋭い痛みを思い出し、再び傷がじくじくと熱を持ったように痛みだしてその存在を主張する。かなりの衝撃があった。それこそ、耳環が外れてもまったく不思議ではないほどの。

　──そうだったら、最悪だわ。

　驪珠は頭を抱えて呻うめいた。できることなら過去に戻って、あんな格かつ好こうでふらふらと出歩いた自分を全力で引きとめたい。

　落としたのが、趙家から離宮までの道端ならいいのだ。運のいい誰かが拾って、売り払うか捨てるかするだけだろう。

　でももし、あの離宮の中で落としたのだとしたら。

　それを、誰かが見つけてしまったら。

　かつて蔡妃が驪珠に贈ったものだと気づいてしまったら。

　そうしたら驪珠が、あの離宮に足を踏み入れたことがばれてしまう。

「どう、しよう……」

　話は当然、なぜ離宮に行ったのか、誰に連れて来られたのか、というところに及ぶだろう。──もし、孟先と会っていたことを勘かんづかれでもしたら。

　──違う、その前に。

　孟先と会っていた。その事実に拾い主が辿たどりつくよりも先に、孟先の耳に入るだろう。それを聞いた時、彼は何と思うだろうか。──彼の手中にある蒼天は、どうなるのだろうか。

　──蒼天さまを助けるつもりだったのに……！

　自分ができる最善の策だと思ったのに、どうしてこう上う手まくいかないのだろうと泣きたくなった。

　今すぐにでも部屋を飛び出し誰かの手に渡る前に探しに行きたい気分だが、それは叶かなわない。ただ人目につかないところに転がっていることを祈るばかりだ。

　──代わりを用意する？

　もし誰かが拾ったとしても、驪珠が品物を持ってさえいれば「それは自分のものではない」と言い張れる。そもそも蔡妃の膝ひざ元もとに嫁ぐのに、彼女からの初めての贈り物を失くしたとは言いづらい。

　──でも、どうやって。

　幸いにも片側は残っている。店に持っていけば何とかならないことはないだろう。だが誰に何と言って頼たのめばいいのだ。誰にも知られず、自分だけで頼みに行く方法はないものか──。

「……何を、やってるんだ？」

「──っ！」

　あれこれと考え込んでいた驪珠は、急に背後からかけられた声に大げさなほど肩を揺ゆらして振り返った。その驚きっぷりが予想以上だったらしい。声の主である枢昱もまた、ひどく驚いた顔をして驪珠の視線を受け止めた。

「兄、さま？　いつの間に」

「いや、戸を開ける前に何度も声をかけたんだぞ？　別に驪珠の着替えを覗こうとしたとか、そんなんじゃないからな！」

「そんなことは誰も疑ってないわよ！」

　枢昱のあたふたとした言い訳に呆あきれながら、驪珠は一瞬唇を嚙んだ。

　声をかけられても気づかないほど、思いつめていたらしい。昨日の衝撃を、今日もまだ引きずっているようだった。

　──こんなんじゃ駄だ目めだわ。

　気を取り直すように頭を緩ゆるく振る驪珠を、一通り言い訳を並べ終わった枢昱が扉にもたれかかりながら腕を組んで見ている。

「で、どうしたんだ。そんな部屋のど真ん中で立ち尽くして」

「……ちょっと物思いにふけりたい気分だったのよ」

「起きてるって話だったのに動いてる気配がないから焦ったぞ。──また、部屋にいないのかと」

「え？」

「いや。──何を考えてたんだ？　言ってみろ。お兄ちゃんが何でも相談に乗ってやるぞ」

　この従兄いとこが部屋に踏み込んでくることはほとんどない。それが分かっているから、驪珠は自分から枢昱のもとへと歩み寄った。

　最初に起こされてからかなりの時間が経たってしまっている。枢昱を適当にあしらいながら部屋を出て、やきもきしているであろう家人たちに顔を見せなければと頭の中で算段を立てていた驪珠は、何気なく見上げた精せい悍かんな顔に常とは違う色を見つけ、驚いて再び足を止めた。

「寝てないの？」

　顔色の悪さにそう問いかけるが、違う、と自分でも思った。夜勤があったりと不規則な勤務が多い枢昱は、二日くらい寝ていなくても平然としている。

　──この顔は。

　寝ていない、とか、そういう顔ではない。

　敬達や蒼天が捕まった時に見た、憔しよう悴すいを隠しきれない顔だ。

　まさか蒼天に何かあったのだろうかと口を開きかけるが、枢昱の取り繕つくろった笑顔がそれを封ふうじた。

「いや、ちょっと仕事が立て込んでてな。後で昼寝でもするさ。驪珠もあんまり顔色が良くないな。なんなら一緒に寝るか？　小さい頃よく『兄さま、一人じゃ眠れないの』って俺の袖を摑つかんで──」

「──記憶を捏ねつ造ぞうしないでよ」

　げっそりとため息をつきながらも、驪珠はなお枢昱の様子を窺うかがっていた。いつもどおりの妄もう想そうが炸さく裂れつした応おう酬しゆうだったが、どうも違い和わ感かんが拭ぬぐえない。口だけが上うわ滑すべりしているような、そんな感じがした。

　枢昱はいつも驪珠のことを見ていて、驚くほどその些さ細さいな変化に気がついてきた。──けれど同じだけ、驪珠だって枢昱を見てきたのだ。

「昼寝するなら膝枕も捨てがたいな。──いや、そうじゃない。俺のことはどうでもいいんだ。危あやうく話を逸そらされるところだった」

　へらへらしていた顔が、急に真ま面じ目めな顔にすり替わる。いつ見ても見事な変化だと思いながらぼんやりと続く言葉を待っていると、がっしりと両肩を摑まれ驪珠は目を瞬しばたたかせた。

「兄、さま……？」

「何を考えてたんだ？　──俺には言えないことなのか？」

「それ、は」

　思った以上に真しん摯しな声が降ってくる。悩なやんでいるなら打ち明けてほしいと、切実な願いが込められた声だ。

「その……」

　まさかこれほどまでに真剣に問われるとは思っていなかった。従兄が向けてくれる心配が嬉しくて、けれど言えないことが心苦しくて、驪珠は目を泳がせるしかない。

　昨夜のことは伏ふせて、ただ「蔡妃に貰もらった耳環が見当たらず、どこで落としたのかを考えていた」と簡単な事実だけを述べればよかったのだと気づいたのはその後だ。舌打ちをしたくなるが、今さら告げるには場を支配する沈黙が重すぎた。

「まさか……」

　枢昱の声が震える。身体からだもわなわなと震えているのが、肩に置かれた手を通して伝わってきた。何か悟られたのだろうかと心臓が早はや鐘がねを打つ。

　暫しばらくぱくぱくと口だけを動かしていた従兄の顔は、赤くなったり青くなったりしていた。

「男か？　男なのか？　こんな朝っぱらから周りの声も聞こえなくなるくらい想いを馳はせるほどの相手がいるのか？」

「へ」

　思ってもいなかったことをまくし立てられ、驪珠はつい間抜けな声を上げる。しかしその反応を何と思ったのか、枢昱は更に怒ど濤とうの勢いで喋り続けた。

「ま、まだ早い。早いぞ。誰だ、言ってみろ。ああ、だから王宮に行かせるなんて狼おおかみの群れの中に羊をぶち込むみたいで反対だったんだ。黎華さまが横にべったりくっついていれば並の男じゃ手出しできないと踏んでたのに……。誰だ、言ってみろ。俺が本当にお前に相応ふさわしい相手かどうか見極めてやるから！」

　男の名前さえ聞き出せばすぐさま飛び出して切り殺しに行きそうな姿に、驪珠は脱力し、無意識のうちに苦笑を浮かべていた。緊張して損した、と思うが、この斜め上な思考を持つのが趙枢昱という男だ。

　すっかりいつもの調子を取り戻した従兄に少しだけ安心する。今まであれほど辟へき易えきしてきたというのに、もうすぐこんな会話ができなくなるのだと思うと一いち抹まつの寂しさが胸をよぎった。

　──そう、もうできないんだから。

　いつもなら失笑と共に黙もく殺さつして終わる。けれどそのまま終了させてしまうのがひどく勿もつ体たいないような気がして、驪珠はつい話に乗った。

「……じゃあ兄さまは、どんな相手なら私を嫁がせてもいいと思うの？」

　するりと口をついて出てきた問いに、枢昱が一瞬、虚きよを衝つかれた気配がした。硬かたい顔をして彼はまじまじと驪珠を見下ろす。

「たとえば主上に嫁ぐって言ったら、兄さまはどうする？　──相応しいか、見極める？」

「……俺が相応しくない、と言ったら、驪珠は結婚しないのか？」

　わずかな沈黙の後、目を逸らされて言われたその言葉に、今度は驪珠が虚を衝かれた。「もしも」の話をするにはあまりに重い声音に、思わず息をつめる。

「兄さ──」

「──やめろと言えば、永皓さまとの縁談は蹴けるのか？」

　一瞬、何を言われたのかが分からなかった。完全に凍りついている驪珠をちらりと見てから視線を落とした枢昱は、覇は気きのない声で淡々と告げる。

「王宮から使いが来てる。──驪珠にはすでに話がいっていて、返事を貰っていると言っていた」

「…………」

「柳家はもともと永皓さまを後見していた家だ。そういう動きがずっとあるにはあった。でも、どうして急に。永皓さまに嫁ぐ意味が、分からないお前じゃないだろう。──何が、あった？」

「私、は……」

　枢昱の両手はまだ驪珠の肩に置かれたままで、動くことができない。自分のもとを急に離れることが納得できず、引き止めようとしているだけではないことは、すぐに分かった。

「なあ、言ってくれないか」

　左手が肩から離れ、頰を滑る。意を決したように向けられた瞳は、これまでに見たことがないほどの不安と焦しよう燥そうに染そまっていた。

　──なんで、そんなに苦しそうな顔しているの。

　嫁ぐと知られた時、よい顔はされないだろうとは思っていた。しかし公主宮に行くと決めた時のように苦にが虫むしを嚙み潰したような顔をされ、さんざん考え直すように説得されることを予想していたのだ。

　こんなに静かな激情を向けてくる枢昱など、驪珠は知らない。

　──踏み込まれている。

　趙家に来てからの五年間、どんなに距離が近づいても、決して崩くずれなかった透明な壁。気づいていたのにあえて見て見ぬふりをしてきたのだろう彼が、初めて切り込んできたことを悟った。

「お前が言ってくれれば、俺は──」

「──兄さま」

　驪珠は従兄の手の甲に自分の手を被かぶせる。ずっと剣を握ってきた手はごつごつして筋張っていたが、大きくて逞たくましくて、そして温かかった。

「ありがとう。でもね」

　温もりを惜おしく思いながら驪珠はそっとその手を外はずす。柔やわらかな拒きよ絶ぜつだった。

　枢昱の目に一瞬だけ傷ついたような色が走り、自分の胸にもぴりっと鋭い痛みが走るが、驪珠はそれに気づかないふりをして微笑んでみせる。きちんと笑えているだろうかと、他ひ人と事ごとのように思った。

「私が、望んだのよ」

　言い聞かせるような声音になったのは、果たして枢昱のためなのか、驪珠自身のためなのか。

「……そう、か」

　沈黙は永遠のようで、短かった。ふっと笑った枢昱が、まだ肩にのせたままだった右手をどける。それは突き離す仕し草ぐさに似ていて、驪珠は瞳が揺れたことが気づかれないようにそっと目を伏せた。

「とにかく王宮から使いが来てるんだ。お前もすぐに呼ばれると思うから、準備を整えておけよ。相手してる爺じいさんがそろそろ爆発しそうだから、俺は先に様子を見に戻る」

　早く来いよとだけ言い置いて、枢昱は驪珠に背を向けた。一緒に行こうとも、支度を手伝うとも、待っているとも言わずに、その背は遠ざかっていく。いつもは一定の音を刻きざむ足音が、少しだけ速かった。──まるで、悟られまいとしながらも、一刻も早く驪珠のもとから離れたいとでもいうように。

「あ……」

　咄嗟に伸ばした手が宙ちゆうを切り、驪珠は胸元で手を握りしめた。

　触ふれられた右頰にはまだ枢昱の熱が残っている。頭や頰をこうしてなでられたことなど数え切れないほどあるが、安堵ではなくこんなにも胸が締しめ付けられるような気持ちになるのは初めてだった。

　残った熱を確かめるように自分の頰に手を添え直す。その時掌てのひらに得た普段とは異なる感触に、驪珠はぎくりと身体を強こわ張ばらせた。

　──何も、言われなかった。

　弦によって切ってしまった傷痕がある。日を置けば綺き麗れいに消えるだろうが、今はまだはっきりと残っているのを鏡で見て確認した。

　化粧で隠してもいないのに、あんな至近距離で顔を見て、気づかないはずがない。むしろ枢昱ならどんなに遠く離れていたって目ざとく見つけだして、駆け寄ってきて、どうしたんだとしつこく理由を聞き出して、医者だ薬だと騒さわぎたてて、原因を撲ぼく滅めつしてくれるといきり立つだろうに。

　──兄さま、何が。

　永皓との縁談話。枢昱がいつもと違う理由がそれだけではないのは、もはや火を見るより明らかだった。

『言ってくれないか』

　必死な声が耳元で木こ霊だまする。

　──何を、聞きたかったんだろう。

　何と返せば、枢昱はあんなふうに驪珠のもとを去らなかったのだろうか。

　──何を、知られてしまったんだろう。

　一つしかない答えに辿りつくことは、本能が拒否していた。

　それから痺しびれを切らした使用人が再度呼びにくるまで、驪珠は呆ぼう然ぜんと枢昱が消えていった方を見つめていた。










　どこか霞かすみがかった思考のまま、少し前からしとしとと雨が降り始めた庭を眺める。開けっ放しの窓からは冷気が入り込んでくるので風か邪ぜを恐れた使用人たちはいい顔をしなかったが、驪珠はかたくなに窓を閉めることを拒こばんだ。

　何の変へん哲てつもない庭だ。家の格式を思えば、ろくに手入れされていないのが不思議なほど乱雑な庭だった。五年間、この窓から外を眺めて面おも白しろいと思ったことも美しいと思ったこともない。けれど、もう見み納おさめだと思うと愛おしさが生まれた。

　蔡妃の──といっても裏では孟先が動いているに違いない使者が来たのが十日前のことだ。激怒した仲毅との永遠に続くのではないかと思えた応おう酬しゆうと、家の者たちの蜂はちの巣すをつついたような大騒ぎと、その他思い出したくもない諸もろ々もろの事柄を経て、数日後に驪珠の輿こし入いれは正式に決定していた。

　使者の姿が大勢に目撃されていたこと、そして何より仲毅の怒声が大きすぎて会話が外にまで丸聞こえだったため、その内容は趙家門下の武人たちを通じてあっという間に広がったらしい。王宮も上を下への大騒ぎの状態だと、大きな贈り物を抱えて祝しゆく辞じを述べにきた誰かが言っていた。

　そういう人たちへの応対に追われて、あの日以来枢昱とはろくに言葉を交わしていない。彼は彼で、毎晩驪珠の結婚を肴さかなに酒に付き合わされているらしかった。そうやって毎夜誰かと盃さかずきを酌くみ交わすことを枢昱が望んでいるのか、それとも従妹いとこを避さけるための口実にすぎないのかは、驪珠に知る術すべはない。

「……さむっ」

　夜の帳とばりはとうの昔に下りている。ぞくりと背中を這はい上がった寒気に、いつの間にか鳥とり肌はだが立っていた腕をさすった。

　薄うすら寒い笑みを貼り付けて来客に応じる以外の時間を、驪珠はたいてい、こんなふうにぼんやりと過ごしている。はじめは心配されたものの、年とし嵩かさの使用人が「嫁ぐっていうのは嬉しい反面、誰でも不安に思うもんなんですよ」としたり顔で言い放ってくれてからは、誰も何も言わなくなった。

　ただぼんやりと窓の外に目をやる行為に何の意味があるのか、驪珠にも明確な答えはなかった。ただ気がつくと視線が外に向いている。何かをじっくり考えたいのか、それともすべての思考を放ほう棄きしたいからなのかも分からずにいた。

　大多数の家人はすでに眠りに入ったのか、家の中はとても静かだった。ただ遠えん慮りよがちに降り注ぐ雨の音だけが耳に届いている。

　自分も寝ようと重い腰こしを上げ、窓を閉めるために手を伸ばす。しかし冷たい雨だれが手にかかり反射的に引っ込めた時、雨とは異なる音を驪珠は拾い上げた。

　ひたひたという音は草葉に雨が落ちたものではない、人為的なものだ。無意識のうちに視線がそちらに吸い寄せられる。

　こうやって闇やみに乗じて尋たずねてくる人を一人知っている。月明かりが綺麗な晩、彼は二度、こうして窓辺に佇たたずんでいる時に何の前触れもなくふらりとやって来て驪珠の心を乱していった。

　けれど──。

「──朱明」

　姿を見る前から驪珠の口はそう動いていた。何の迷いもなくこぼれ落ちた言葉に、驪珠自身が戸と惑まどいを感じたほどだ。

　大きくもない声は雨の中、吸い込まれるように消えていくが、来訪者の耳には届いたらしい。驚いたかのように足音が一度やんだ。

　けれどもすぐにまた歩み寄る音が聞こえてきて、闇と雨に霞かすんだ世界の向こうに厚い雲に隠れた月を思わせる銀色が浮かび上がる。

「……驪珠」

　少しかすれたその声を聞いて、驪珠は息を吐き出した。──ずっと外を見ていたのは彼の訪れを待っていたからなのだと、今さらながら思い至いたる。

　軒のき下したに入り驪珠の正面に佇たたずんだ朱明は、雨で全身がびしょ濡ぬれになっていた。顔に張りついている銀の髪は、濡れているせいかいつもと違った輝かがやきを放っている。

「びしょ濡れじゃない。待ってて、今何か拭ふくものを──」

「──構わない」

　はっと我に返って簞たん笥すに向かおうとした手首を、朱明が摑んで引き戻した。ひやりとした感触と予想以上に強い力に、驪珠はその場でたたらを踏んで振り返る。

「長居をするつもりはないから」

「でも、とりあえず部屋に」

「あがるつもりはない」

　きっぱりとした拒絶の言葉に困こん惑わくの目を向けると、朱明は冷えて血の気を失った顔に薄く笑みを浮かべた。

「何か境界がないと、手を放せそうにないんだ。このままどこかに連れ去ってしまう気がする。──初めてあいつの気持ちがよく分かった」

　朱明の言うことは、そのまま驪珠にも当てはまった。部屋の中と外。その境界が、縋すがってしまいたくなる自分を押しとどめ、理性を保つ砦とりでとなっている。

　何も返事が返せないまま目を伏せると、朱明はそっと摑んでいた手を放した。

「……出歩いていいの？」

　蒼天が捕縛されてから、朱明も自宅に待機することを余よ儀ぎなくされていた。夜とはいえ彼の姿は目立つ。しかし案じる驪珠に、朱明は首を振った。

「誰かさんのおかげで周りの目が緩んだ。永皓さまに嫁ぐらしいな。──いいのか？」

「…………」

　いいのか悪いのか、と問われたら、そんなのよくないに決まっている。いいのよ、と偽いつわりの答えを即答できるほど、驪珠はすっぱりと割り切れてなどいない。

　──嫁ぎたくなんて、ない。

　自分の秘密を守るためには、大切な人を守るためには、そうするしか道はないのだと自分で決めて話を受けた。だけど孟先と別れてからも、正式に嫁ぐことが決まってからも、いつだって心はそう叫さけんでいる。

　もう数え切れないほど、自分で自分に言い聞かせてきた。そろそろ諦めがついてきたとも思っていた。──でも朱明を前にした今また少しぐらつき、それでも出歩けるようになったという現実に、己の選択は間違っていなかったのだと安堵する。

　──いいのよ、これで。

　よくないとまだ悲鳴を上げる心に蓋ふたをして、驪珠はゆっくりと頷いた。

「……いいの。三日後に家を出るわ」

「そう、か……。婚こん姻いんの儀はいつ？」

　歯切れの悪い朱明に対し、驪珠はあえて明るい声音を作ってみせる。

「それはまだ。吉日を選んで後日決めるんですって。だから暫しばらくは婚約状態ね」

　女によ官かんから召めし上げる場合や側そく妾しようとして招き入れる時ならともかく、正妻となると色々とやらなければならないことがあるらしい。いわゆる王族のしきたりというやつだ。王宮からやってきた人間が懇こん切せつ丁てい寧ねいに流れを説明してくれたのだが、右耳から入った言葉はそのまま左耳から抜けていったので未だによく分かっていない。

　花嫁は数々の下準備を経て、盛大な婚儀を行ってから王宮に足を踏み入れるのが本来のあり方だ。蔡妃もそのようにして時の第一王子に嫁いだらしいのだが、驪珠はそれよりも先に離宮に滞たい在ざいするよう、当日が待ちきれない蔡妃から言われていた。

　──全然急がなくていいのに。

　心からそう思っていた驪珠は、はじめは嫁ぐまでは一般人だと言い張って断ろうとした。しかし黎華に招かれ公主宮に滞在していたことを引き合いに出され、頷くしかなくなったのだ。

　婚儀まではいつでも趙家に戻ってよいとは言われたが、戻る暇ひまなどないだろう。第一、蔡妃の背後で常に見張っているらしい孟先が、そうすることを許さないだろうと思った。

「おかげで、主上の周りは大慌てだぞ」

　雫しずくが滴したたり落ちる髪をかきあげながら朱明が大おお仰ぎようにため息をつく。まるで見てきたような言葉に驪珠は首を傾かしげた。

「王宮に行ったの？」

「兄上への面会が許された」

「地下牢じゃなかった？」

「……いや、違うが？」

　よかった、と驪珠は胸をなでおろす。枢昱に尋ねるわけにもいかずやきもきしていたのだが、とりあえず孟先は約束を守ってくれたらしい。

　──やっぱり、これでいいのよ。

　驪珠は再度、自分に言い聞かせるように胸の内で呟つぶやく。しかし微かに緩んだ表情に何かを察した朱明が、硬い顔で口を開いた。

「なあ、驪珠」

「どうしたの？」

　呼びかけながらも、朱明は思ったことを口に出すかどうか迷っているようだった。鳶とび色の瞳は驪珠を捉とらえず低いところを彷徨さまよっている。

「朱明……？」

　どうしたの、と身を乗り出すと、朱明が意を決したように顔を上げた。予想以上に近いところで目と目がかちあう。驚いたが、彼の目に浮かぶ思いつめた色が視線を逸らすことを躊躇ためらわせた。

「何かあったことは分かってる。それに今回の婚姻話が決まったことも、驪珠が私や兄上のためにその道を選んだことも。──でも、それでも、私は驪珠に嫁いでほしくない」

　朱明はひたすら、まっすぐに驪珠を見ていた。心が震えるのが分かる。嬉しかった。祖父にも同じことを言われたが、告げる人が違うだけでこんなにも気持ちの揺れ動き方が違うのか、と思った。

　──言ってほしかったんだ。

　他でもない、朱明にこう言われることを、驪珠は心のどこかでずっと待っていた。

「驪珠が嫁がなくても、蔡妃のことはこちらで何とかする。今からでも遅くは──」

「──それでも、行くわ」

　被せるように告げると、朱明は血の気の失せた唇を引き結んだ。無理な願いだと分かっていながら、子供が駄だ々だをこねるように思わず口にしてしまった後こう悔かいが見てとれて、驪珠は柔らかな声で続ける。

「そう言ってくれて嬉しい。──でも私だって同じくらい、いえ、それ以上に朱明を失いたくないと思ってるから」

　首を横に振ったら、蒼天の命がどうなるか分からない。そしてそれは、妹である朱明にも同じことが言えた。

　生きていれば、時間さえつなげば希望はついえない。今ではなく未来に夢を見たいと驪珠は思った。

「……あのね、話しておきたいことがあるの。蒼天さまにも伝えてほしいことが」

「何を……？」

「蔡妃さまの背後に、大将軍がいるのよ」

「大将軍？　董孟先どのか」

　あの日の昼に、と言いかけ、自分があの男と会話を交わしたあの場に朱明はいなかったことを思い出した。存在は知っていても顔が浮かばず眉を寄せる彼に、驪珠は事の顚てん末まつをできるだけ詳しく話し始める。

「──だから微瑛や敬達を逃がして、蒼天さまを陥おとしいれたのもあの人。そう、蒼天さまにも伝えて」

　そのように結んで、驪珠は朱明が苦々しい顔で情報を整理している様を眺めた。

　──蒼天さまに伝わりさえすれば。

　彼ならどんなことでも何とか切り抜けてしまう。そんなふうに、ずっと思っていた。

　先日の捕縛の時にその幻想は打うち砕くだかれたはずなのに、今もまだこう考えてしまうのが不思議で仕方がない。

　──とにかく、朱明が来てくれてよかった。

　会って伝えなければと思っていたが、驪珠には常に監視の目が光っている状態でとても青家に行けるような状況にはなかったのだ。家人が見ているだけではない。王族に嫁ぐことが決まった大事な身体だからという建たて前まえで、孟先の息がかかっていると思われる武人が、入れ替わり立ち替わり驪珠の周囲をうろついていたので、うかつなことができなかった。

　だから出しゆつ立たつの前に仲毅に手紙を託たくして行こうと考えていたのだが、他者に漏れる可能性を考えると、直接話す方がずっといい。

「──分かった。伝えておく」

　暫くの沈黙の後、朱明が深く頷いた。ありがとう、と驪珠は軽く笑んでそれに応える。

「他には何かあるか？」

「特には。──あ、王宮の様子は？」

「主上の周りは大慌てだ、とさっき言っただろう」

　若じやつ干かんうんざりとした口く調ちように、あくまで大慌てなのは「主上の周り」で、玄奏自身はまったく慌てていないのだという状況を言外に感じとった驪珠は苦笑した。重臣たちが話し合いを紛ふん糾きゆうさせてもどこ吹く風で、今日も亀かめの散歩に勤いそしんでいるのだろう。

「……ただでさえ驪珠を主上の妻に、という動きがあったのに横取りされたような状況で、しかも相手は離宮に追いやられた若年の公子だからな」

　朱明は顎あごに手をあて、難しい顔をしている。

「蔡妃や大将軍にとって大切なのは驪珠を引き入れたという事実だし、正式に婚礼の儀を上げるのは大分先になるかもしれないな」

「主上は、まだ朱明を──」

「──『まだ』どころか、いつまででも、来世でも想い続けてみせると、この間熱烈な手紙をいただいた」

　げっそりとした声には切実な響きが混じっていた。蒼天への措そ置ちが緩んだ今、朱明への求婚問題が再燃し始めているのかもしれない。

「ああ、そういえば主上は驪珠に感謝していたぞ」

「……何を？」

「勿もち論ろん、驪珠が永皓さまに嫁ぐことを」

「…………どうして？」

「『わしとの縁談が持ち上がっていることを知った驪珠は、このままではわしとおぬしの仲を裂さいてしまうからと慮おもんぱかって、永皓のもとへ嫁ぐ決意をしたのであろう。今度会う時に礼を言わねばならんのう。婚儀の祝いは盛大に贈らねば』と言っていた」

　その瞬間、聞かなければよかった、と驪珠は心の底から思った。大慌てな王の周りの人間が不ふ憫びんすぎる。

「とにかくだ」

　朱明は朱明で、言われた時のことを思い出してしまったのか顔を引きつらせている。誰か周囲にいたのか知らないが、さぞや空気が凍ったことだろう。

　ごほん、と朱明が気を取り直すように咳せき払ばらいをした。

「……正直、正妻にと望まれることはもうないと思う。ただ側室でもいいからとにかく女官にならないかと周囲からも言われるようになってきた」

「どうして？」

「とりあえず私を手元に置きさえすれば主上も満足して他の妻を──正妻となりえる良家の娘を迎むかえ入れる気になるだろう、と思っているらしい。さすがの主上も『妻は生しよう涯がいにただ一人』とは言わないだろうからな」

　寵ちよう愛あいが誰に向いているかはともかく、正妻の地位には名門の娘がいることが重要なのだ。永皓の妻、驪珠に勝まさるとも劣おとらない血筋の娘が。

「だから無理やり後こう宮きゆう入り、という可能性も出てきて。──いや、今は私のことなどどうでもいいんだ」

　口ではそう言いながらも疲れた様子を見せる朱明は、全身濡れ鼠ねずみのせいかとても儚はかなげに見える。次々と地面に吸い込まれていく雨水と共に今にも消えてしまうような錯さつ覚かくに陥おちいり、驪珠は思わず手を伸ばしていた。

　冷たい驪珠の手より更に冷たい白い頰に触れる。少し瘦やせたな、と思った。

「……黎華さまはお元気だった？」

　話題を変えよう、と思って逡しゆん巡じゆんした後、口をついて出てきたのはずっと気になっていた名前だった。

　公主宮からの使者は、蔡妃からの使者が来た次の日には趙家の門を叩いた。孟先に言われた通り門前払いにしているが、黎華は毎日使いを寄よ越こしてきている。

　手ぶらで帰れば黎華の鉄てつ槌ついが待っているからか、どの使者もひどく怯おびえているらしい。あまりに不憫だから顔くらい出してはどうかと応対に出た使用人に言われたこともあった。

　それに加え、先日は手紙も受け取った。──けれども恐ろしくて、まだ開けられずにいる。

「それはもうお元気だ。顔を合わせるなり何か知らないかと鬼気迫る表情で胸むな倉ぐらを摑まれた」

「ええっ」

「知らない、こちらが聞きたいくらいだと返したら、今度は役立たずと突き飛ばされた。──弓を嗜たしなむだけある。なかなかの腕力でいらっしゃった」

　容易に想像できる光景に、驪珠は眉を寄せて項うな垂だれた。罵ののしられるわけでなく心配されているのが、とても辛い。

「……ごめんなさい」

「それを言うべきは私じゃないだろう。黎華さまだ」

　耳元で諭さとすように優しく告げた朱明が、頰に添そえられたままだった驪珠の手に自分の手を重ね、そっと外した。

　──あ。

　人と触れあう感触がなくなり、驪珠は思わず息を飲んだ。記憶が蘇よみがえる。──朱明の仕草は、十日前に自分が枢昱に対してしたことと酷こく似じしているように思えた。

「すまない。すっかり冷えてしまったな。早く布団に入るなりして温まった方がいい。私も、今日は帰る。さすがにこのままだと風邪を引きそうだ」

　冷え切った身体が、これ以上驪珠から体温を奪うばうことがないように。そういう優しさが込められた行動なのだと思う。

　しかし頭では理解していても、感情がついていかなかった。

　おやすみ、と囁いてから向けられた背が、自分を置いて去っていく枢昱のものと重なる。

「──待って」

　気づけばそう口走り、驪珠は窓から身を乗り出して朱明のぐっしょり濡れた服を摑んでいた。

　──届いた。

　あの時、枢昱に伸ばした手は届かず宙を切った。だから服の端でも、手の中にあることに安堵する。

「どうした？」

　尋じん常じようでない様子に朱明が目を見開く。そして伸ばし切った手が軒先を越えて雨に打たれているのを目にし、慌てて軒下へと舞い戻った。

「おい、驪珠？」

　少し焦ったように名前を呼ばれ、驪珠ははっと我に返って手を放した。特に用があるわけではない。ただ摑まなければ、という衝動に突き動かされた結果だった。

　──違う。

　遠ざかっていく背を見送るのが嫌だったのだ。行ってほしくない。まだ側にいてほしい。明日からはきちんと気持ちを切り替えるから今日だけは──。そんな子供じみた感情が、驪珠の胸の内にあった。

「ご、ごめん。何でもない。どうかしてたわ。──おやすみ。気をつけて」

　気づいた途端に恥ずかしくなり、驪珠は口早に告げて自分から背を向け、部屋の中へ逃げ出そうとする。

　しかし今度は朱明が腕を摑んで驪珠の動きを封じた。予想以上の力に驚いて固まっているうちにぐっと引き寄せられる。最終的には両肩を摑まれる形で、驪珠は強制的に、再び朱明の方を向くことになった。

　一度軒の外に出たせいで新しい水が髪から滴り落ち、顔を濡らしている。鬱うつ陶とうしくて一刻も早くぬぐいたいはずだった。それでも朱明の手が驪珠から離れることはない。

　驪珠はただ、魅み入いられたように朱明の鳶色の瞳を見つめる。瞳の中に、映り込む自分の姿があった。

「何でも言ってくれ。遠慮はいらないと言ったはずだ」

　肩を摑む力が少しだけ強められる。痛いとか、冷たいとか、そういうことは不思議と一切浮かんでこなかった。
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　──何でも。

　これもまた、枢昱の時と同じだ。彼も驪珠が何かを告げることを求めていた。

　何を言えば、と食い入るような眼差しを見ながら考える。

「何だっていい。助けになってみせるから」

　震える声が耳じ朶だを打った。

　──助け。

　助けを求めていいのだろうか。

『何か境界がないと、手を放せそうにないんだ。そのままどこかに連れ去ってしまう気がする』

　ここに訪れた時、朱明は困ったように言った。ならば驪珠が頼めば、すべてを捨ててさらってくれるのかもしれない。──むしろ、そうしてしまいたいのではないだろうか。

　ふっと笑みがこぼれる。

　それもいいかもしれない。けれど、ここで朱明に縋って逃げるのならば、とっくに飛龍に誘さそわれた時にその手をとっている。

　どんな事情があれ、永皓に嫁ぐと決めたのは驪珠だ。今さら嫁がずにすむようにしてほしいなんて言うつもりはない。だから代わりの言葉を、驪珠は音に乗せた。

「──迎えに来て」

「え……？」

　濡れた顔が戸惑いに歪ゆがむ様子を見て、驪珠は自分でも驚くほど柔らかな笑みを浮かべた。

「蒼天さまや主上や黎華さまを守って、大将軍や敬達さまを捕とらえて。そうしてまた穏やかな日常が戻ってきたら、私を迎えに来て。──信じて待ってるから」

　永皓はまだ幼おさない。婚姻を結んだとしても、あと数年は形だけの妻のはずだ。だからできればそれまでに、と続けると、ふいに朱明の顔が近づいた。

　──あっ……。

　了りよう承しようの意を込めた、触れるだけの優しい口づけの温もりに気づいたのは、間抜けにも朱明の微かに赤くなった顔が遠のいた後で。

「──約束する」

　耳元で短く囁くと、朱明は身体を離し今度こそ雨と闇の中に消えていった。










「蔡妃さま。本当に、本当によかったですね！」

「ふふっ。ありがとう」

　回かい廊ろうでのすれ違いざま、女官の一人が喜色を浮かべながら祝いの言葉を述べる。一礼して去っていくその足取りは、心なしか軽いように思われた。

　──ああ、夢じゃないのね。

　息子である永皓と、驪珠が婚約をする。その正式な決定がなされてから今日のわずか三日の間に、喜びの言葉も、贈り物も、驚くほど沢たく山さん受け取ることになった。公子宮からこの離宮に移される際、ついてきてくれた女官や武官たちからだけではない。自身が面識のあるそれなりに高位の者から、まったく知らない官かん吏りまで、ある者は自ら足を運び、ある者は使者をたてるという形でこぞって蔡妃に祝意を示してきた。

『おめでとうございます』

　そう告げる笑顔の裏には、驚きよう愕がくが隠されていることくらい、蔡妃にも分かる。

　王族の婚姻が早いとはいっても永皓はまだ若年であるし、こうして外の離宮に追いやられるほど力のない存在だ。それなのに、相手はあの柳家の生き残り──柳、驪珠。

　かつて柳家が蔡妃や永皓の後見をしていたのは周知のことだが、今となっては驪珠が玄奏の妻となってもまったくおかしくはない状況だった。事実、青朱明の婚姻話が頓とん挫ざしてから、彼女は後宮を統すべる者の有力候補と目されていた。同時に彼女を寵愛している黎華が、いずれは公主宮の女官にするのだろうという見方も、まだ色いろ濃こく残っていた。

　にもかかわらず、驪珠が永皓の妻になることが決まった。長年、ひっそりと願い続けてきたこととはいえ、蔡妃自身が夢のようだと感じている。そして朝、目が覚めるたび、誰かに祝われるたび、これが現実なのだと認識し胸が熱くなるのだ。

　──幸せだわ。

　数人の供を連れ、庭園を散歩しながら蔡妃はうっとりとため息を漏らした。自分が今は亡き夫と結婚した時。そして永皓を授さずかった時。そんな、幸せの絶頂期と比べても遜そん色しよくないくらい、幸せな気分だった。

　──そう、とっても似ているし。

　それらの時も、皆がお祝いに駆けつけてくれた。祝いの品に、身につける気がまるで起きない、おのれの好みとはかけ離れた華か美びで豪ごう奢しやな装身具が多かったのも今とそっくりだ。

　そして、そんな些さ細さいなことなど気にならないほど、胸が幸せでいっぱいなのも同じだった。

「……あら？」

　ふと、視界の端で何かが光ったような気がして蔡妃は足を止めた。

「どうなさいました？」

　異変を察さつ知ちし、一歩下がってつき従っていた女官がすかさず問いかけてくる。

「今、何か光らなかったかしら？」

「水が陽光に反射したのではありませんか？」

「いえ、そうではなくて……」

　園林を抜けた所に広がる湖。後宮内の、玄奏が好んで亀の甲こう羅ら干ぼしに使う池とはまったく規模が違う、広々としたこの場所が好きで、蔡妃はこの離宮に越してきてから数日に一度は散歩がてら足を向けていた。

　空は蔡妃の心を写し取ったかのような文もん句くなしの晴天で、女官の言う通り水みな面もは日の光を受けてきらきらと輝いている。──しかし、蔡妃が言いたいのはそれではないのだ。

「蔡妃さま！　裾すそが汚れます……！」

　口で説明するよりも自分で確かめる方が早いと感じ、蔡妃はすっと水辺に近づくと腰を落とした。長い服の裾や袖口が濡れることを懸け念ねんした女官の焦った声が背後から聞こえてくるが、大丈夫よ、とふんわりと笑って駆け寄ってくる女官の動きを制す。

　そして気になっていたものをそっと拾い上げた蔡妃は、思わず声を上げた。

「これは……」

　華奢な金細工が蔡妃の掌で光っている。花の形をした──耳環だ。

「まあ。誰が落としたのでしょうね。後であたってみましょう」

　一人がやんわりと言い、他の女官たちも口ぐちに誰のものかと予想を立て始める。しかし蔡妃は首をひねり、頰に指を滑らせた。

　──おかしいわ。だってこれは、驪珠さんの……。

　あまり装飾品に興味がないとはいえ、見間違えるとは思えなかった。こぞって豪奢なものをと口を出してきた女官たちを諌いさめ、これを注文したのは蔡妃自身だ。勿論出来あいのものではなく特注品。同じものは二つとないと、完成品を持ってきた出入りの商人は自じ慢まんげに胸を張った。

　受け取る際に蔡妃もよく確認をしたし、これを身につけた驪珠と、じゃらじゃらしたものは好ましくないと話をしたのも記憶に新しい。

　それなのに──。

　──同じものを、女官の誰かがこっそり作らせたのかしら？

　ありえない話ではない。少なくとも、思いついたもう一つの可能性よりは、よほど現実味がある。

　──だって、驪珠さんがわたくしに内ない緒しよでここに来る理由なんて……。

　出入りの管理はすべて武官が取り仕切っている。驪珠が訪れたというのなら、誰かが知っているはずだ。

　蔡妃は女官から受け取った絹きぬの布地に耳環をそっと包み込みながら、後で己の心強い協力者である孟先に声をかけてみよう、と思った。
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　出しゆつ立たつの時間が迫せまっている。

　厚い雲が空を覆おおい隠かくし、気がつくと小雨がぱらついているような日々が続いていたのが噓うそのように、その日は朝から快晴だった。心がけが良いからですよ、と皆は笑い、驪り珠しゆもつられるように笑えみを返す。いつになく気合いの入った厚い化け粧しようが、天気に反して晴れない心を綺き麗れいに隠した。

　袖そでで目め尻じりを押さえる使用人に促うながされて表に出ると、門の前には決して少なくはない使用人と門下生がずらりと待ち構えていた。更さらに遠巻きにする形で近所の人も顔を覗のぞかせている。長く続く名家が軒のきを揃そろえるこの一帯では、驪珠のことを知らない人間も、その動向に関心を払わぬ人間もいないに等しかった。

　婚儀前の非公式な滞たい在ざいとはいえ、公こう主しゆ宮きゆうに遊びに行く時のような気軽な雰ふん囲い気きはない。最初に公主宮に送り出された時とは比べ物にならないほど緊張した雰囲気に場は包まれていたし、離り宮きゆうから遣つかわされた馬車の、趣味が悪いほどこてこてに施ほどこされた装飾と恭うやうやしく頭を下げてきた従者の人数に圧あつ倒とうされる形で、重苦しさは一いつ層そう増しているようだった。

　長い裾を、まだ乾ききっていない地面につけて濡ぬらさないように注意しながら歩を進めた驪珠は、ぐるりと頭を巡めぐらせて野や次じ馬うまたちに視線を走らせる。ひそひそとあることないことを囁ささやいている人々の中に目を引く銀色は見つけられず、少しだけ落らく胆たんした。

「──枢すう昱いくさま、よほど気を落とされているんでしょうねえ」

　若い使用人の一人が、別の使用人に向かってため息と共にぼやいた声に、つい聞き耳を立てる。周囲のざわめきなど何も気にならなくなるくらい、気づけば驪珠は続く会話を懸けん命めいに拾おうとしていた。

「驪珠さまの晴れ姿だというのに、お見送りもなさらないなんて」

　幾いく重えにも重ねられた長い袖の下で驪珠は手を握にぎりしめる。この日のために切ることを禁じられ、いつもより長めに整えられた爪つめが、柔やわらかな掌てのひらに食い込んだ。

「抜けられないお仕事があるからって、昨夜から帰っていらっしゃらないのでしょう？」

「あの枢昱さまがねえ。たとえ主しゆ上じようが暗殺されたって、驪珠さまに変事ありと聞けば飛んで帰ってきそうな方なのに」

「ちょっと、不ふ謹きん慎しんよ。──でもねえ、ここ数日、あまり驪珠さまとご一緒のところを見かけなかったわよね。枢昱さまのことだから、嫁になんて行ってくれるなと部屋に閉じ込めるくらいなさるかと思ったわ。公主さまにお呼ばれするのとは似ているようでまったく違うのだし」

　冗じよう談だんと本気が半々に入り混じった言葉が、会話に入れずただ聞いているしかない驪珠を追い立てる。

　あの日以来、明らかな距離を置かれているのは分かっていた。避さけられていた、と思う。

　でも今日だけは顔を見せてくれるのではないかと期待していたのだ。

　──兄さま。

　服を褒ほめそやすのでもいい。行くなと騒さわぎたてるのでも、これからのことを小こ姑じゆうとのように口うるさく言い含ふくめるのでもいい。

　止まらない水の流れのように次々と口から飛び出してくる従兄いとこのうるさい、けれども優しい声がとてつもなく恋しかった。

「服だって一から十まで指示を出されるかと思ったのに」

「あたしは使者の方に向かって『やっぱり驪珠はやれない』と喧けん嘩かを売るかと」

「本当にねえ。聞けば職場の方でもまったく驪珠さまの自じ慢まん話をなさらなくなったのだとか」

「あらあら、話すことの半分は従妹いとこ自慢という方だったのに。──ああ、驪珠さま。そんな顔をなさらないでくださいまし」

　驪珠の視線に気づいた女が慌あわてて話を打ち切って、屈かがむようにしながら顔を覗き込んできた。

　どんな顔をしていたのだろうか。はっとして表情を取り繕つくろおうとすると、いいんですよと別の者が寄ってきて目尻に笑い皺じわを刻きざむ。

「お気持ちは分かります。──でも、枢昱さまはどんな顔をして接したらいいのか分からずに戸と惑まどっていらっしゃるだけですよ。あるいは急に王族の方に取られてしまってすねていらっしゃるとか」

「武官の枢昱さまにとっては完全に目上の方になってしまいますしね。これまでの調子で溺でき愛あいしては不ふ敬けいになってしまうとか、色々と考えてしまうのでしょう」

「今日いらっしゃらないのだって、顔を見たら泣いて縋すがってしまうから自制しているとか、そんな理由に違いありませんわ。殿との方がたとは面めん倒どうな生き物なんです」

「……そうだといいけど」

　投げやりに呟つぶやく驪珠に、その心境など知るよしもない皆は一様に「そうですよ」と力強く頷うなずいた。

「枢昱さまが驪珠さまをどれだけ大切にされていたかは、驪珠さまが一番よくお分かりでしょう？」

「…………」

　分かっている。そう答える代わりに目を逸そらした。──いっそ、分かっていない方がよかったのかもしれない。それならばおそらく、今、こんなにも胸が締しめ付けられるような苦しい思いをしなくてすむはずだ。

「大丈夫です。驪珠さまがどのようなお立場になろうと、驪珠さまが枢昱さまの大切な従妹であることに変わりはないのですから。こんなことで揺ゆらぐような愛だとは、私には到とう底てい思えませんよ」

　ふわりと笑いかけられたその時、話が一段落ついたことを察したのか迎むかえの武官がそろそろ、と遠えん慮りよがちに声をかけてきた。慌てて女たちに礼を言い、家の者たちに改めて向き直る。

　──爺じいさま。

　喜んだり寂さびしがったりしている人々の中で、一人難しい顔をしている仲ちゆう毅きはとても浮いていた。

　事情をすべて話した後、なぜもっと早く言わなかったのかとひどく怒られた以外は、祖父がこの縁えん談だんについて自分の意見を述べたことはなかった。けれども驪珠は、彼のため息の数が圧倒的に増えたことを知っている。

　こんな顔で送り出されたくはなかった。──そして、こんな顔しかさせられないことが、とても申し訳なかった。

　昨夜のうちに驪珠を送り出す宴席を無ぶ礼れい講こうで行っていたため、一人一人と別れの言葉を交かわす必要はない。驪珠はただ祖父だけを見て深々と頭を下げると、馬車に乗り込むため踏ふみ台に足をかけた。

「……実は枢昱どのがいつ離宮への転属願いを出すか、武官の間で賭かけてるんですよ」

　言われるままに馬車に乗り込むため踏み台に足をかける。手を貸してくれた武官が、耳元でこっそりとそう告げてきたのはその時だった。

　え、と振り返るものの彼はすぐに離れていってしまう。

「来て、くれるのかな……」

　ふかふかの敷しき布ふの上に居い心ごご地ち悪く座りながら呟いた言ことの葉はは、動き出した車輪の音にかき消され、驪珠の耳にも届くことはなかった。










　離宮への二度目の行程は、一度目に比べると欠伸あくびが出そうなほどゆったりとしたものになった。敬けい達たつと夜の街を駆かけ抜けた時を思い返しながら、この速度なら昼過ぎに着くことを予定しているのだろうとあたりをつける。

　はじめは活気溢あふれる街並みを見ながら時間を潰つぶそうと考えていたのだが、大通りに出てすぐに驪珠はその考えを捨てた。誰もがぎょっとした顔で馬車を、そして窓から顔を覗かせた驪珠を見るのだ。

　確かに馬車は度が過ぎた装飾だし、よくよく見れば王家の所有であることを示す印も刻まれている。年とし恰かつ好こうから通行人たちに公主黎れい華かと間違えられているような気すらしてしまい、驪珠は窓に取りつけられていた紗しやを引いて早々に奥へと退散した。

　その紗をめくり、再びこっそりと外を窺うかがい見たのは、決して速くはなかった馬車の速度が一段と遅おそくなった時だった。目に飛び込んできた景色に見覚えはなかったが、すぐに以前は通らなかった離宮の正門を前にしているのだと気づく。

　──人が、いる。

　きちんと門番がいる。

　それが当たり前だと頭では分かっていながら、驚おどろかずにはいられなかった。次いで、誰の気配も感じられなかったあの夜の異常性を改めて認識する。

　──その状況が作れるっていうことは。

　この離宮の警備のすべてを任まかされているという孟もう先せん。彼がこの離宮内においてどれだけの力があるのかを目まの当たりにした気分だった。今の驪珠など彼からすれば、籠かごの中の鳥と同じなのだろう。

　門を通り抜けても止まることのなかった馬車がようやく停止する。時を同じくしてにわかに外が騒がしくなるのに気づいた。

　武官の焦あせったような声と共に馬車の扉とびらが開かれ、午後の温かく明るい日差しが驪珠の顔に降り注そそぐ。

「会いたかったわ、驪珠さん」

「──蔡さい妃ひ、さま？」

　本来武官が担になうべき役目を見事に横から奪うばい去った蔡妃が、化粧っ気のない顔に文もん句くなしの微笑を浮かべて、日の光を背負いながら驪珠の前に立っていた。

「さあさあ、降りて降りて」

　よほど待ち焦こがれていたのか、蔡妃が袖を引きながら弾はずんだ声で急せかす。子供のようだ、と驪珠は曖あい昧まいに笑った。

　しかし馬車から降りてずらりと並んで頭を下げている女によ官かんたちの中心に本物の子供の姿を見つけ、無意識のうちに目を泳がせる。

　愛くるしい子供だった。

　くりっとした大きな目が特徴の幼いながらに整った顔立ちは、あまり日に焼けていない白い肌はだとふっくらした柔らかな頰ほおが手伝い少女めいて見える。短く切られた髪は優しい栗色で、蔡妃ゆずりなのか少し癖くせがあった。

　華きや奢しやな身体からだを包むのは蔡妃の意向なのか派手さとは程遠い動きやすそうな服だが、その飾らなさが逆に自身の輝かがやきを引き立てている。

　──未来の夫、か。

　十歳くらい歳としの離れた婚こん姻いんなど別に珍めずらしくもなんともない。もしこうして対面するのが十年後だったとしたら、抱く感情は違ったものになっていたかもしれない。

　しかし泣いても笑っても、相手は今、八歳なのだ。

　基本的に年上に囲まれて育った驪珠は、年下の人間と話す機会があまりなかった。公主宮で世話役にとつけられた少し年下の芳ほう春しゆんに対してですら最初は戸惑ったのだ。今年八つを数えたばかりの少年など、十六歳の驪珠にとっては未知の生物に等しい。

　蔡妃に連れられ会ったのは一回だけ。その一回も、息子をべた褒めする蔡妃に相あい槌づちを打つことに終始し、会話らしい会話はしなかった。

　──何て言おう。

　王族として敬うやまえばいいのか、子供として親しく話しかければいいのか。無言で見つめあった後、口火を切ったのは少年の方だった。

「驪珠、久しぶり」

　子供独特の拙つたなさが残る口く調ちようではあったが、見上げてくる眼まな差ざしは驚くほどしっかりしている。そこからは彼の気き性しようが窺え、蔡妃の自慢は決して親の贔屓ひいき目めだけから来るものではないのだと、驪珠は初対面の時とまったく同じ印象を持った。

「お久しぶりです。──これから、よろしくお願いしますね」

　にっこりと返せば、永えい皓こうは明らかな安堵の表情をあどけない顔にのせる。
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「こっちこそ、仲良くしてね」

　──ああ、この子も。

　緊張していたのだと、当たり前のことに思い至いたる。

　いきなり年上の、下へ手たをしたら女官よりも年上の、彼から見たら十分に大人に分類される女を「奥さんになる人だ」と言われ、困らないわけがないだろう。蔡妃に、きちんと満足のいく説明ができたかも怪あやしい。

「──さあ驪珠さん、こっちにいらして。お腹なかがすいたでしょ？」

　私も構って、と言わんばかりに蔡妃が驪珠の腕をとり、もう片方の手で永皓の小さな掌を握る。

「母上、驪珠が困ってるよ。駄だ目めだよ」

「まあ、叱しかられちゃったわ」

　ころころと無む邪じや気きに笑う蔡妃を見て、驪珠は子供は必ずしも親に似るわけではないのだなと感心した。

　──むしろ反面教師なのかしら。

　ふわふわとした母親。不安定な立場。それらが永皓に人よりもずっと早く大人の階段を上らせているのかもしれない。

　彼を王位に、という声が絶たえないのも頷ける。玄げん奏そうよりもよほど──否いな、黎華や蔡妃を含めた驪珠の知る王族の中で、間違いなくこの少年が一番常識を知っているようにみえる。

「とにかくいらして。ご馳ち走そうを沢たく山さん用意させたのよ？　驪珠さんは何か好き嫌いがあって？　わたくしは嫌いなものが多いのだけれど、永皓は──」

　上機嫌に話し続ける蔡妃にぐいぐいと手を引かれる形で、驪珠はこれから自分の住まいとなる建物の中に足を踏み入れた。

　湖があるくらいだ。離宮全体の敷地は王宮内に存在する公主宮や公子宮よりも広いが、寝食に使う基本的な建物にそれほどの規模はない。

　ここよ、とまず案内されたのは驪珠のために用意された部屋だった。驪珠が置かれている中途半端な状況を考慮してか、蔡妃の部屋とは近く永皓の部屋とは少し離れた場所に位置するそれは、趙ちよう家での部屋が三つは入りそうなほど広い。

「驪珠さんの好きなように模も様よう替がえしてね」

　見回すと部屋の隅すみに箱や包みが積み上がっているのが見えた。今回のことを受けた自分へのご機嫌とりの献けん上じよう品ひんの類たぐいだとすぐに気がつく。

　──とりあえずあれを何とかしよう。絶対しよう。

　そう固く心に誓ちかいながら、驪珠は部屋を出る蔡妃に続いた。

「本当に、とっても静かで素敵な場所なのよ。気に入ってもらえるとよいのだけれど」

　案内したい場所を指折り数え上げながら、蔡妃は食事が用意されている広間に向かう。

「お腹、すきましたか？」

「うん。──僕」

　手を引かれながら嬉うれしそうに後に続いていた永皓に問いかけてみると、彼は元気のよい返事の後、言葉を切ってはにかんだ。

「母上以外の人とご飯を食べることってあんまりないから、ちょっと楽しみだったんだ」

　ね、母上、という声と同時に到着した広間には、大きな卓の上に所狭しと皿が並んでいる。珍しい光景なのだろう、永皓は子供らしい歓声を上げた。










「女官が人を呼んで盛大に歓迎会をするべきだと言うのだけれど……」

　互いの距離を測るような会話が続いた後、全員の箸はしが完全に止まった頃に、皿を片付け始める女官を尻目に蔡妃が少し困ったように切り出した。

「女官だけでなくて、お祝いに来てくれた官かん吏りからも何度か提案されたのだけれど、どうかしら？」

「ええ、と……」

　──どうかしら、と言われても。

　蔡妃の目は期待にきらきら輝いている。食事の途中で、彼女がかつて第一王子に嫁いだ時に催もよおされた宴うたげの素す晴ばらしさについて熱く語られた場面があった。もしかしたら、それを再現したいのかもしれない。

　──でも、それだけじゃなくて。

　驪珠が嫁ぐことになった経けい緯いを孟先がどう説明したのかは分からないが、とにかく蔡妃は熱烈に驪珠のことを歓迎してくれている。

『驪珠さんが永皓のお嫁さんになってくださればいいのに』

　まだ彼女が離宮に追いやられる前──王城で最初に会った時に告げられた想いは、彼女の心からの願いだった。しかし黎華や玄奏と親しくしている驪珠が、敬達の起こした事件の巻まき添ぞえを食らう形で王宮から追い出されることが決まっていた蔡妃方につくことはまずありえないと、諦めているところもあったのだと思う。

　その驪珠が、こうして手元にいるのだから喜びもひとしおで──永皓を王にするために新たな支持者を獲得したいなど策さく略りやく的てきなことはまるで頭になく、ただただ見せびらかしたいという欲求から言い出しているように感じた。

　しかし。

　──蔡妃さま、状況を分かっているのかしら。

　婚約者として乗り込んだ驪珠が言えた義理ではないが、「離宮に追いやられている」という身の上を考えると、あまり派手なことをするのは良くないだろう。ただでさえ焦りを感じ始めている玄奏派を悪いた戯ずらに刺激する必要はない。

「母上、もう忘れたの？　孟先に怒られるよ」

　大人しくしていろとすでに注意を受けているのか、永皓が蔡妃の袖を引く。本当によくできた子だ。驪珠は一連のやりとりを見て自然と浮かんできた苦笑を隠すように、湯気を立ち上のぼらせているお茶に手を伸ばした。

「あ、そうね。王宮に戻るまでは色々と我が慢まんするんだったわね」

　納なつ得とくはしても未練は残っているのだろう。残念そうな顔をしながら永皓の頭をなでた蔡妃は、ふとその手を止めて細い顎あごに人差し指を当てた。

「そうそう、孟先で思い出したわ。驪珠さんに訊きこうと思っていたことがあったのよ」

「何ですか？」

「──ここに来るの、今日が初めてよね？」

「──っ！」

　お茶が気管に入り咳せき込みそうになる。それでもぐっとこらえた驪珠は、とりあえず惨さん事じになる前に茶器を卓に戻した。

　けれども手が小刻みに震ふるえて、かたかたと小さな音が鳴る。その音が蔡妃の耳まで届かないことをひたすら祈りながら、慌てて離した手を膝の上で握り込んだ。

「母上？」

　話がつかめない永皓は、床ゆかにつかない足をぶらつかせながらただ不思議そうに母親を見ている。そして蔡妃も不思議そうに驪珠を見ていた。やっぱり親子らしい似に通かよった表情だなどと、どうでもいいことを頭の片隅で思う。

　──どういうこと？

　できるだけ動揺を悟さとられないように、驪珠は一度ゆっくりと細く長く息を吐はき出した。

　そう、蔡妃の顔は不思議そうなのだ。驪珠に対して何か疑念を抱いているとか、そういう類の表情ではない。

「勿もち論ろん、そうですけど……」

　声が裏返っていないか不安だった。心臓が、二人にも聞こえてしまうのではないかと思うほど音を立てている。背筋には冷たい汗が流れるが、「まさか」と冷静に思っている自分がどこかにいることも確かだった。

「そうよねえ」

　驪珠の返事を疑う様子など微み塵じんも見せず、蔡妃は自らの頰に指を滑すべらせる。

「孟先も知らないって言っていたし」

「蔡妃さま、何が」

「耳みみ環わを拾ったのよ。湖で──ああ、後で案内するから、楽しみにしていてね。一日だって時間が潰せちゃう素敵な場所だから」

　──最悪、だ。

　瞬間、目の前が暗くなる。

　今すぐ頭を抱えてうずくまってしまいたい気分だった。

　──やっぱり、あの時だったんだ。

　弦つるを切ったあの時、驪珠は耳環を落とした。そして運悪く蔡妃が──よりによって女官でも武官でもなく、蔡妃その人が拾ってしまった。装飾品にはあまり関心がないと公言している彼女だが、さすがに自分が贈おくったものを忘れるほど抜けてはいないらしい。

　気づいてしまったのだ。拾ったそれが、自分が驪珠に与えた耳環の片割れであると。

　しかもすでに孟先に尋たずねた後だという。蔡妃の言によれば彼は白しらを切ったようだが、その腹の中で何と思ったことか。

　ぞくり、と冷や汗で冷えた背筋に寒気が走る。蔡妃は視線を彷徨さまよわせ、何か考えているようだった。

　いっそはっきり言ってくれればいいのだ。噓をつくな、何を隠しているのだ──と。

「その拾った耳環が、わたくしが驪珠さんに贈ったものにそっくりでね」

「……なくしました。右側、です」

　真綿で首を絞められるような感覚に、驪珠は白旗を揚あげた。

　蔡妃がどんな顔をしているのか見るのが怖こわくて顔を伏ふせ、膝ひざの上で服をぎゅっと握りしめる。花嫁役すら満足にこなせないのかと自じ嘲ちようの笑みがこぼれた。

「探したんですけれど、どこでなくしたのかも分からなくて……」

　それでもまだ言い訳じみた言葉を続けたのは、ひたと自分を見み据すえる孟先や、武官に拘こう束そくされた時の蒼そう天てんの姿が脳裏をよぎったからだ。

　どうして一度ここに来たのか。どうやって来たのか。孟先の名を出さず、蒼天を更に追いつめる結果にならない何かを考えるための時間を稼かせぎたかった。

「でも、驪珠さんはここには来たことがないのでしょう？」

　けれど、何一つ思い浮かべることのできない驪珠に蔡妃が追い打ちをかける。

　一瞬、息を吸うことを忘れた。

　こんなふうに理詰めで問いつめられる人だとは、夢にも思っていなかった。

「──ごめんなさい。蔡妃さま、私っ……！」

　ついに耐たえきれなくなりばっと顔を上げて再び視界に入れた蔡妃の顔はしかし、拍ひよう子し抜ぬけするほど普段通りだった。そこには怒いかりも嫌けん悪おも疑惑も存在していない。

　──え？

　泣いてしまいそうだった。けれど張った水の膜まくがそのまま流れていかなかったのは、蔡妃が首を傾かしげながら唐とう突とつに、「烏からすじゃないかしら？」と耳を疑うようなことをのたまったからだ。

「え、あの」

「だって驪珠さんはここに来てないんだもの。だから、驪珠さんがどこかで落としたものを烏が運んで、落としていったのじゃないかしら？」

「……どうして、烏なんですか」

「烏は光りものが好きなんだよ！」

　ようやく話に入ってくることができた永皓が得意げに胸を張って知識を披ひ露ろうする。昔、女官が簪かんざしをかすめ取られたことがあるのだと、彼は熱を帯びた口調で続けた。

「そうね。──それにしても凄すごい偶ぐう然ぜんね。きっと、きちんと驪珠さんの手元に戻るように神さまが取り計はからってくださったんだわ。素敵だと思わない？」

　蔡妃がふんわりと笑う。砂糖菓子よりも甘い笑みには、裏など欠片かけらもないのだろう。ここに敬達がいたら「腹芸なんてできやしねえって言っただろ」と呆あきれたように笑うに違いない。

　言葉が出せずにいる驪珠に、彼女は殊こと更さら優しく話しかけてくる。

「いいのよ、戻ってきたのだから気にしないで。大体、耳環って落とした時に気づかなくて嫌になるのよね。ああ、だから皆、あんなにかさばって重いものをつけているのかしら？　あれなら確かに落としてもすぐに気がつきそ──」

　話が途中で途切れたのは、ばたん、という大きな音が静かな部屋に響き渡ったからだ。最後に続くはずだった言葉を小さな悲鳴に変えた蔡妃が、落ち着かせるように心臓に手を置いた後、空あいた手で永皓の片手を握る。

　それは重い扉を思い切り開閉する音で、けれどもよほどの有事でなければ女官が立てることのない音だった。緊張を顔に走らせ、三人は揃って出入口へと顔を向ける。

「黎華さま……!?」

　どどん、という効果音が聞こえてきそうなほど威い風ふう堂どう々どうと部屋に乱入してきたのは公主黎華で、驪珠は悲鳴に近い声を出しながら腰こしを浮かす。永皓はひたすら驚き、今にも大きな目がこぼれ落ちてしまいそうだった。

　そして。

「あら、黎華さんじゃないの。いらっしゃい。よく来てくれたわね。一体どうなさったの？」

　離宮の主あるじは場に走った緊張にそぐわない、明るくたおやかな声で言って、きょとんと小首を傾げた。

「わらわがここにおっては何か問題があるのか？」

　高圧的な物言いは、驪珠たちにというより黎華を止めようと追いすがってきた女官に向けられている。

「下がっておれ」

　冷ややかな声は玄奏を邪じや険けんに扱あつかう時のものとも違う。彼女の虫の居所が悪いだけでなく、相手にしているのが自分が選えりすぐった公主宮の女官たちではないことも影響しているのだろう。

　凍いてついた青せい灰かい色しよくの瞳に射抜かれ、可か哀わい想そうなほど怯おびえた女官が震えながら引き下がる。

「本当にどうなさったの？　黎華さんが公主宮を出られるなんて珍しい」

　まるで吹雪ふぶきが吹き荒れるような空気を背負う彼女に対し、世間話の延長のようにごく普通に問える蔡妃を、驪珠は色々な意味で凄いと思った。

「驪珠が今日、この宮に入ると聞いてな。祝いに来てやったのじゃ。盛大に感謝するがいい」

「まあ。黎華さんにそう言っていただけるなんて嬉しいわ。──よかったわね、驪珠さん、永皓」

　座って頂ちよう戴だい、と椅い子すを勧すすめる蔡妃に、黎華のこめかみが早くも青筋を立てる。それでもぐっとこらえつかつかとこちらに歩み寄ってくる彼女は、いつになく迫はく力りよくがあった。──けれど、強い色を湛たたえた瞳はまだ一度も驪珠のことを捉とらえてはいない。

　空いている隣となりの椅子に黎華が腰を下ろした時その事実に気がついた驪珠は、そっと下した唇くちびるを嚙かんだ。

　目が合ったら合ったで苦しいはずだった。気まずさのあまり反射的に逸らしてしまっていたかもしれない。今だって心は部屋から逃げ出してしまいたいと悲鳴を上げている。

　会いたかった。──けれど、合わせる顔なんてなかった。

　何の前まえ触ぶれもなく政敵との婚姻を決めた。折角差し向けてくれた使者はすべて顔も見せずに追い返したし、手紙だって返さなかった。正確に言うと手紙は開くのが恐ろしくて未み開かい封ふうのまま持参した荷の奥底に沈しずんでいる状態なので、返さなかったというよりは返せなかったのだが──とにかく驪珠は彼女の想いをすべて裏切ったのだ。

　胸がぎゅうぎゅうと締め付けられているようだった。こうして裏切るような真ま似ねをしていることも、再三の使者を突っぱねたことも、すべて謝って許しを請こいたい衝しよう動どうを必死の思いで抑おさえ込む。それでも努力の甲か斐いなく後から後から「もう一度あの公主宮に行きたい」という願いが溢れてくるほどに、公主宮で黎華と過ごした時間は楽しいものだった。

　けれども「にこやかに」という孟先の指示が呪じゆ縛ばくのように耳にこびりついている。ここで縋るような素そ振ぶりを見せたらこれまでのすべてが無む駄だになってしまうことくらい、驪珠にも分かっていた。

　──ごめんなさい。

　だから、心の中で語りかけるにとどめた。たった一言すら紡つむぐことができない己おのれの不自由な立場が悲しくもどかしい。口にすればのしかかっている後ろめたさが解消されるなどとは露つゆほども思っていないが、それでもこれが、黎華に対して最も言わねばならないことのはずだった。

　その言葉を抜きに彼女に話しかけることはひどく躊躇ためらわれて、結局何も言えぬまま、気づけば再び黎華が喋しやべり始めていた。

「そなたらは王宮へ簡単に出入りできぬ身の上となったが、よく考えたらわらわはどこに行くのも自由じゃからな。正式な儀はまだ先とはいえ身内の慶けい事じ。祝わぬ道理はあるまい」

　蔡妃とは違う、華のある絶対的な美しさを誇ほこる顔にうっすらと笑みが浮かぶ。居い丈たけ高だかな口調と態度はいつものことだが、今回に限っては余裕と格の違いを見せつけるためのものにも思えた。

「愚ぐ弟ていも喜んでおったぞ。祝いの品を預かったから、その辺の女官に押しつけておいた」

「まあ、主上が？　一体何かしら？」

　はしゃぐような蔡妃の声を聞き流しながら、朱明が言っていたことを思い出す。玄奏の「喜び」は、間違いなく本心からのものだ。

「とてもめでたいことだから、今まで自分が贈られて一番嬉しかったものを用意したと言っておったぞ。縁えん起ぎものだし丁ちよう度どいいと胸を張っておったな」

「あら、それは──」

「──亀かめじゃ」

　苦々しく息を吐き出す今の黎華は、玄奏にうんざりする、驪珠のよく見知った彼女だった。少しだけ彼女の纏まとう刺とげ々とげしい雰囲気が柔らかくなる。

「まあ食べるなり鼈べつ甲こうにするなり湖に放すなり送り返すなり好きにするがよかろう」

　この話は終わりだ、と言わんばかりに黎華はひらひらと手を振って、長い足を優ゆう雅がに組んだ。行儀がいいとは言えない行為だが、ひどく様になっていて、不思議とはしたないとも思えない。

「あの」

　落ちた短い沈ちん黙もくを、子供らしい高い声が破る。黎華の正面に座る永皓が、あどけない顔を綻ほころばせた。

「叔お母ば上うえ、ありがとう！　叔お父じ上うえの〝黎華〟のように立派に育ててみせるよ！」

　──う、わあ……。

　瞬間、部屋の温度が間違いなく下がった。冬の足音が聞こえ始めていた日々が、一足とびに真冬になってしまったかのようだ。

　──永皓さまってば、黎華さまにとっての禁句を二つ同時に。

　粟あわ立だった肌をこっそりとさすりながら、驪珠はなんだか泣きたくなってきた。

　「叔母」と称されること。

　亀の名前を口にすること。

　この二つを、黎華はひどく毛嫌いしている。

　永皓だって知らないはずはないのではないか。──なのに当然のように口にするのは、受け継いでいないようでしっかりと受け継がれている蔡妃の天てん真しん爛らん漫まんな血なのか、はたまた教育の賜たま物ものなのか。

「──ああ、そうよね。叔母になるのよね」

　二人と、なぜか驪珠のことを交互に見ながら、すべての元げん凶きようである蔡妃が胸の前でぽんと手を合わせる。何を今さらと不機嫌を隠しもせずに顔をしかめる黎華に、彼女は違うのよ、とゆるく首を振った。

「驪珠さんのことよ。永皓のお嫁さんになったら、驪珠さんは黎華さんの義理の姪めいになるわけでしょう？　だから黎華さんは驪珠さんの──」

「──なるほど。確かにそうじゃな」

　最後までは言わせず、けれども怒って否ひ定ていすることはしなかった。むしろ黎華はそれを聞いていいことを思いついたと言わんばかりに、猫ねこのようにつった目を細める。

「では、わらわは新たな姪めいと親交を深めることにしよう。少しの間借りるぞ」

　すっと黎華は音もなく立ち上がると、座ったまま身体を強こわ張ばらせている驪珠に黒髪を揺らしながら近づき、逃がさないと言わんばかりに肩を摑つかんだ。

　そのまま部屋から連れ出され、近場の別の部屋に押し込まれる。黎華は自分の背で扉を塞ふさぎ、退路を断ってから腕を組んで驪珠に向き直った。

　今日初めて、黎華の瞳に驪珠の姿が映り込む。──驪珠だけを、ただひたすら見つめている。

　心の中に澱おりのように沈んでいる気まずさが消え去ったわけではないが、視線が交まじわらないよりは不思議と気分が楽だった。ああ、と息を吐く。

　──どうせいつかはこうやって話さなくちゃいけないんだ。

　王族である永皓に嫁とつぐ以上、こうして黎華と向かい合うことを避さけては通れないことははじめから分かっていたことだ。

　逃げ出したい、とはもう思わなかった。一度ぎゅっと目を瞑つむってから、驪珠は昂こう然ぜんと頭を上げ黎華の視線を受け止める。けじめをつけるべきなのだと、どんな叱しつ責せきも受け止める覚かく悟ごを決めた。──理由がなんであれ、それだけのことをしたのだ。

　──それに嫁ぐことは、ひいては黎華さまのためになるはず。

　永皓が王位を得ようとする過程で、玄奏や黎華がどうなるかは分からない。彼らを守ってもらうためには蒼天や朱明が貶おとしめられず自由であることが必要で、そのために驪珠は大人しく永皓の婚約者という役目に徹するべきなのだ。

「……最初そなたを公主宮に呼んだ時、時が来れば女官に召めし上げようと思っていた」

　永遠に続くかと思われた沈黙を破ったのは、黎華の独ひとり言ごとのような声だった。きつい叱責や苛か烈れつな眼差しを想像していた驪珠ができたのは、ただ目を瞠みはることだけだ。

「だが、そなたと主従の関係を結びたいとは思わなかったから、そのままにしていた。──だが、叔母と姪になるくらいなら、無理やりにでもそなたを女官にして、誰も触れることができぬように囲ってしまうべきだったかもしれんな」

「……怒って、ないんですか」

「怒っておるぞ」

　恐る恐る口を開けば即答される。わずかにたじろいだ驪珠を見て、「ようやく喋ったな」と言った黎華は腕を組んだまま人差し指をとんとんと動かした。

　眉み間けんに力が込もり、皺が刻まれている。絶ぜつ世せいの美女と謳うたわれる美しい顔を歪ゆがめさせているのが自分だと思うといたたまれなかった。

「急にそなたが永皓に嫁ぐという話が駆け巡るし、差し向けた使者はすべて突っ返されるし、怒らぬ方がおかしかろう。何度直接家に乗り込んでやろうと思ったか。──だが」

　一度息を吸い込んだ黎華は、初めて驪珠から目を逸らした。

「それ以上に自分や愚弟に腹が立っておる」

「え……？」

「そなたが何らかの事情で勢力争いに巻き込まれているのは分かっておる。大方さっきの『烏』が関係しておるのであろう」

「……聞いてたんですね」

　話しぶりからして早いうちから扉の外にいたのだろう。烏のせいだと自分が口走ったわけでもないのに、恥はずかしさが込み上げてくる。

　黎華がうんざりとした様子で額ひたいに手を乗せた。

「よくもまあ、あんなことを考えついて、あまつさえ信じ切れるものじゃ。根本的にわらわとは頭の作りが違うとしか思えん」

　玄奏なら信じるだろうな、と驪珠は思ったが、それをここで告げる勇気は持ち合わせていなかった。

「とにかく、そもそもはあの愚弟が亀にかまけてきちんと王をやっておらぬからこういう事態を引き起こすのじゃ。九割九分九厘りんはあやつの責じゃが、わらわにも多少はあろう。──だから、腹が立っておる」

　声には確かに自分を責める色がある。反省という二文字からは、国で最も遠いところで生きてきた人のはずなのに。

　──その、黎華さまが。

　呆ぼう然ぜんとしていると、苛いら立だちと焦しよう燥そうに駆られた青灰色の瞳が再度こちらに向けられた。

　息がつまる。

　壁に縫ぬいとめられるのではないか。そんな恐怖すら呼び覚ますほどの苛烈な視線の持ち主が、一歩、また一歩と距離をつめてくる。もともとさほど開いていなかった距離は、あっという間に無きに等しいものとなった。

　ぞっとするほど美しい顔が近づく。生なま唾つばを飲み込んだ自分の喉のどが、上下に動くのが分かった。

「──驪珠」

　耳元で囁ささやかれた名は、確かに呼ばれ慣れている己の名のはずなのに、まったく知らない音のような気がした。

「わらわは、今まで欲しいと願って手に入れられなかったものなど皆無に等しい。──もっとも、出来の良い弟は手に入らなかったが」

　公主時代は父に唯ゆい一いつの娘として溺愛され、長公主となってからは弟を尻に敷いて好き勝手にやってきた黎華。

「無論、何かを横取りされたこともない。そんな気き骨こつのある輩やからなどいなかったからな」

　すべてが揃った環境にいるはずの彼女にこうまでして求められているという事実に、表に出すことはできない胸の内は歓喜に震えていた。

「略りやく奪だつ返しとはまた燃える。わらわのお気に入りに手を出したこと、心底後こう悔かいさせてくれるわ」

「黎華、さま」

「これだけは言っておく」

　驪珠の唇を人差し指で封ふうじ、彼女は口の端はしをつり上げた。

「わらわは、そなたと叔母と姪の関係になるつもりなど微み塵じんもない。──『叔母さま』などと口走ったら最後、絶交じゃ。よく覚えておくがいい」

　驪珠は何かに魅み入いられたように、ただこっくりと一度、首を上下に動かした。
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　その後、両手を使っても数えきれない日々が経過したが、新しい生活に慣れるので精一杯で、日々がめまぐるしく過ぎ去っていく……ということにはならなかった。

　感覚としては公主宮に滞在した時の最初の数日に似ていた。あの時の黎華のように蔡妃が四六時中話しかけ、連れ出し、笑っている。ただ玄奏の即位後、公子宮でひそやかに生きてきた彼女には公主ほどの行動力と強引さはなく、ゆったりと何でもない日々をただ過ごすことに慣れ親しんでいたので、それに付き合う驪珠が感じる時の流れも驚くほど緩ゆるやかなものだった。

「もっと永皓さまと親しく」

　そんな日々に少しばかり気を抜いていたのは事実だ。だから庭園に面した回かい廊ろうの一角で、すれ違いざまに低い声で囁かれたのは、驪珠にとって青せい天てんの霹へき靂れき以外の何ものでもなかった。

　相手は武官だった。

　公主宮には門の所くらいにしか彼らの姿は存在しない。それは公主宮が後こう宮きゆうにつながる場所であることと、女官たちの園であることが理由ではあったが、実際守り固められた王城の中に位置しているので必要もなかったのだ。

　同じ離宮といっても、都みやこの外はずれにぽつんと存在しているここでは話が違ってくる。門は当然のことながら、建物の中でも普通に兵士とすれ違うのだ。当たり前のように同じ空間にいる男女に、はじめとても驚いたのを覚えている。

　武官や兵士が女官と話しているところは幾いく度どとなく見たし、驪珠も挨あい拶さつついでに軽く言葉を交わした。枢昱の話などで少しばかり盛り上がったこともある。

　けれど、今回は明らかにそれらの延長ではない。

「え──？」

　思わず足を止め振り返るが、話しかけてきたと思われる武官は兵士たちと一緒に逆方向へすでに歩き始めていた。呼びとめるわけにもいかず、遠ざかる背をただ食い入るように見送る。視線に気づき振り返らないかと待っていたが、彼らはじきに角を曲がって見えなくなった。

「驪珠さま、どうか……？」

　つき従っていた女官が困こん惑わくの目を向けている。一人ではなかったことを思い出し、驪珠は慌てて首を振った。

「何でもないわ。どこかで見たことがあるような気がしただけ。王宮か、趙家じゃないかしら」

「驪珠さまは武官に顔が広くていらっしゃいますからね。今度、誰か素敵な方を紹介してくださいまし」

「あら、そんなことを言っていいの？」

　軽口を叩たたきながらも、考えているのは告げられた言葉だ。

　──永皓さまと。

　ここへ来てすぐに気づいたことだが、暇ひまな時間をもてあましている蔡妃に対し、永皓は割と忙いそがしくしている。あまり姿を見かけないのだ。

　そもそも息子を溺愛している蔡妃が彼を側におかず、驪珠にばかり構ってくるのもおかしい。そう思って尋ねてみると、彼女は「永皓は今、お勉強中なのよ」と至し極ごくあっさりと言った。

『永皓はとっても頭がいいのよ。文字だってすぐに覚えて。今は女官が色々なことを教えているわ。──でも、そろそろ外からどなたかを招かなくちゃね』

　王族ともなれば、王になる、ならないは関係なく学ばなければならない教養は山ほどあるのだろう。──あの玄奏だって、ある程度のことは学んだはずだ。

　武官について剣の稽けい古こもしているらしい。どれも真ま面じ目めに取り組んでいることは、彼の性格からも、蔡妃や女官の話からも窺えた。

　──親しくって、言われても。

　そんな永皓だから、あまり接する機会がない。彼が空いている時間は蔡妃も会いたがるので、三人で過ごすのが常つねだった。たとえ命令されたとしても、二人きりで過ごす時間を作り出すのは難しい。

　──困ったわ。

　こうして離宮に住み、誰もが驪珠を永皓の妻として遇ぐうし始めているが、祝しゆう言げんの日取りも決まっていない今、自分はただの内定者にすぎない。仮に婚儀を執とり行ったとしても永皓の年齢を考えれば、実質的な夫婦になるのはまだまだ先の話でもあった。

　そんな不安定な状況では、王宮で焦っている現王派の官たちにつけいる隙すきを与えかねない。だから驪珠と永皓をもっと親しくさせて、「黎華たちを捨てて蔡妃のもとに走った」という行動が上うわ辺べだけのものではないことを見せつけることで、勢力をより確かつ固こたるものにしたいのだろう、とぼんやりと考える。

　どうしようもない。──だけど、見られている。

　──さっきの武官、顔を見ておけばよかったわ。

　考えるまでもなく、孟先の息がかかった者なのだろう。大将軍がこの離宮を訪れたのは数回で、職務の忙しさもあり滞在時間はごくわずかだった。しかもそのうちのほとんどが、武官たちとの打ち合わせに費ついやされて、驪珠や蔡妃とは軽い挨拶を交わすにとどまっている。

　だから当然二人きりになったこともなく、驪珠は蔡妃の耳環の件について話したいと思っているのだが、叶かなう見込みは果てしなく低い状況が続いていた。

　しかし一方で、何も言ってこず好きなように過ごさせているということは、今は特に自分のすべきことはないのだろうとも思っていた。

　──なのに、これ。

　手足となる者は山ほどいて、一挙一動を見張っているのだと釘くぎを刺さされたような気がして、驪珠は冷水を浴びせられたような気分に陥おちいった。

　もしこのままの状況が続けば更なる警告が来て、それでも変わらなかった時はどうなるか分かったものではない。

「──ねえ」

　子供だけあって永皓は驚くほど早くに就しゆう寝しんする。ならば、昼間に接触するしかない。

「永皓さまって、今はどちらにいらっしゃるの？」

　歓迎されることはなくても、問答無用で追い払われたりはしないだろうと思いながら、驪珠は女官に尋ねてみた。

　この時間なら、と思い出すように宙ちゆうに視線を彷徨さまよわせた女官が導みちびき出した答えは「外」だった。昼寝がしたくなるようなこの時間。玄奏なら〝黎華〟の散歩に勤いそしんでいそうだが、永皓にとっては武芸を嗜たしなむ時間らしい。

　案内されながらからりと晴れた空の下を歩く。王宮とは違いそれ専用の場所がないためか、中庭の一画──よく踏みならされた黒土の上に少年の姿はあった。

　刃の潰れた訓練用の剣を手に、構えを武官に直されていた少年は、突然の来訪者に目をぱちくりとさせた。空気はひんやりと冷たいが、永皓は運動の途中だからか健康そうな頰を上気させ、癖のある髪を額にはりつかせている。

「驪珠？」

「永皓さま、休きゆう憩けいにいたしましょう」

　すかさず告げられた武官の提案に、永皓はきょとんと彼の顔を振り仰あおいだ。

「いいの？」

「はい。──きちんと汗あせは拭ふいてくださいね」

　武官が笑んで永皓の背を押す。嫌いやな顔をされなかったのは、婚約者という立場だけでなく、彼が趙家の門人だ、というのも影響しているのだろう。子供が気づくよりも先にこちらに気づいていた彼は、軽く目もく礼れいをしていた。

「驪珠！」

　ととと、と永皓がこちらに駆けてくる。少し離れた所ですべてを見守っていた女官が、すかさず手ぬぐいを持って寄ってきて永皓の額に浮かぶ汗をぬぐった。駆けてくる様子も、嫌がって女官の手から逃のがれようとする様子もまるで小動物のようで、驪珠の口からは自然と笑いが漏もれた。

「どうしたの？」

　声は不思議そうだったが、見上げてくる顔はうきうきと弾んでいた。

　──やっぱり、蔡妃さまに似てる。

　驪珠は膝を折って永皓に視線を合わせる。

「何をなさっているのかなと思って。──お邪じや魔ましてごめんなさい」

「ううん、全然いいよ！」

　永皓はぶんぶんと力強く首を振った。

　──これは。

　会えたことではなく、訓練を中断できたことを喜んでいるのだと気づき、驪珠は苦笑する。考えていることが分かったのか、後から近づいてきた武官が頭をかいた。

「一生懸命取り組んではくださるんですけどね」

　あまり武芸の方面に秀ひいでてはいないらしい。驪珠も、利り発はつで華奢なこの少年の手には、剣よりも筆が似合うと思った。

　──飛ひ龍りゆうさまもこうだったわ。

　もっとも、驪珠の記憶に残っている幼い飛龍はすでにおそろしく武芸に向いていないことを自覚していて、「人には向き不向きがあるんです」と真面目な顔で周囲を説得していた。黒こく竜りゆう党とうの十八番ともいえる幻術にしてもそうだ。いつの間にか、皆が飛龍にそれらを習得させることを諦あきらめていた。

　しかし王族となると開き直るわけにもいかないらしい。あの玄奏ですらある程度の剣は使えるのだと、いつだったか黎華が言っていたのを思い出した。

「女の人はいいよね。やらなくていいんだから」

「やらなくてもいいですが、驪珠どのは剣を使えますよ」

「え、強いの？」

「少なくとも、永皓さまよりは」

　ぎょっとした永皓に、真顔で武官が頷く。女官たちもまた驚きを露あらわにした。

「武の名門、趙家でお育ちですからね。多少、嗜まれていましたよ」

「へえ……」

　探さぐるように顔を見られ、驪珠も首を縦に振った。仲毅が少しでも弓の印象から遠ざけようと他の武芸を推すい奨しようしたので、型は一通り身についている。趙家に出入りする武人たちには周知の事実だ。

「……そうなんだ」

　永皓がしゅんと項うな垂だれる。子供ながらに矜きよう持じが傷つけられたらしい。

「上う手まくなったら、勝負しましょうね」

　そんな少年が可愛かわいくて、頭を優しくなでながら驪珠はにっこりと提案した。え、と女官が口を挟はさみかけるがそれは視線で制す。

「楽しみにしてますから、頑がん張ばってください」

「うん」

「──剣だけ頑張っても駄目ですよ」

　子供用の剣を握り直した永皓に、武官が穏おだやかな声で釘くぎを刺さした。

「驪珠どのは、弓だってできるんですよ」

「えええ」

　さらりと言われ、一瞬顔が強張った。

　──知っている？

　彼もまた孟先の麾き下かなのかと疑心に駆られて武官の顔を見るが、特に含みもない表情にすぐに黎華とのことを言われているのだと気づく。上手く扱えるというよりは、使うことができる、ということだ。

「黎華さまに習ったんです。──弓も、いただいて」

「叔母上に？」

「とてもお上手なんですよ。多分、主上よりも」

　まるで嵐のように来て去っていった黎華は、その後一度も驪珠に接触してきていない。だからだろうか。いつの間にか「二人は決別した」と女官たちの間でみなされていた。

　そのように思われた方がよいだろうと、驪珠も無言を通している。名前を出すことも避けていたので、その名を声に出すのは久しぶりだった。

　弓は弦つるを張り直して、趙家を出る際荷物の中に加えたため、今は離宮の驪珠の部屋の中にひっそりと立てかけられている。黎華からの贈り物だと知っている人は知っているので迷いはしたが、どうしても置いて出る気にはなれなかった。

「へええ」

　驪珠がわずかに瞳を翳かげらせている間にも、永皓はひたすら感心の声を上げている。

　蝶ちようよ花よと育ち、食器より重いものを持ったことがないのではと疑ってしまうような蔡妃と、洗せん練れんされた女官たち。彼女らが永皓の女性像のすべてなのだから、彼の目に驪珠はさぞや奇き異いなものとして映っていることだろう。

　永皓は少し考え込んだ後、おもむろに武官の服の裾を引っ張った。

「続きやろう」

「はい」

「見ててね」

　永皓は元気よく駆けだし振り返りざま叫ぶ。頷いて、ついでに手も振ると少年は花が綻ぶように笑った。










　それから永皓は驪珠によく懐なつくようになった。

「まあ、とっても仲良しさんになったのね。でもなんだか仲間外れにされてるみたいで悔くやしいわ」

　蔡妃がすねたように頰を膨ふくらませて言うくらいだから、誰から見ても二人の距離が縮ちぢまったように見えているはずだ。この進歩に満足したのか、武官を介して孟先が更なる要求を伝えてくることもなかった。

　そして、それと同時に女官たちとの距離も縮まった。それまでは歓迎しながらも品定めをしているような節ふしがあったが、永皓を懐かせたことで合格したらしい。また、今まではどこに行く時も一人で動こうとすればすかさず女官が青い顔をして飛んできたがそれもなくなった。驪珠が離宮に慣れたというのもあるが、蔡妃とは違い、あまり世話を焼かれることを好まないのだと悟った女官なりの気遣いなのだろう。

「──こんな所で一生を過ごすなんて真まっ平ぴらだと思ってたけど、運が向いてきたわね」

　聞こえてきた声に思わず足を止めたのは、眠ってしまった永皓の部屋を出て自室に向かっていた夜だった。わずかに開いた扉の隙間から、灯あかりと声が漏れている。

「もしかすると、もしかするかもしれないわね」

　気配を消して音を立てないように最善の注意を払いながら、そっと扉に顔を近づけ隙間から中を覗き込む。額が扉に当たり思った以上の冷たさが伝わってきたが、顔を離したくなる衝動を気持ちで抑え込んだ。

　そこは女官の部屋だった。高位ではないのか相部屋で、夜よ着ぎに着替えた状態の女が四人、寝台に腰かけ顔を突き合わせているのが見える。

　盗み聞きは気が咎とがめたが、周囲が自分たちをどう見ているのかを知っておきたかったので、驪珠は息を殺しながらその場に立ち続けた。

「そうよね、最初は色々と信じられなかったけど」

「でも公主さまとも完全に決別したみたいだし。──あたし、実家から『しっかり取り入っておけ』って手紙が来たわ」

「うちもしきりに『二人は仲なか睦むつまじくしてるのか』って聞いてくるのよ。まだどちらにつくか迷ってる感じだけど、今のお二人を見てると……」

「あの方がついたということは趙家がついたも同義。ということは武官たちも動くし、主上を追い落とす図が一気に現実味を帯びてくるものね」

「まだ幼くていらっしゃるのが難点といえば難点だけど……亀に現うつつを抜かすよりは、ねえ？」

　一度会話が途切れ、代わりにくすくすと笑い声が漏れる。

「まあ、冗談じゃなく永皓さまを王位にって声が高まってきてるみたいよ？　武官たちも言ってるわ。宰さい相しようさまは大慌てだって」

「でもどうやって王位に？　主上はまだまだお元気なわけだし」

「暗殺──」

　誰か一人が低い声で告げると、部屋に沈黙が落ちた。しかしそれを見越していたのかすぐに同じ声が明るく調子を変えて先を続ける。

「──なんてしなくても、主上なら喜んでご引退なさりそうよね」

　再び笑い声が響いてきたのを聞いて、驪珠はゆっくりとその場を後にした。

　──私の影響、か。

　玄奏の旗色は確実に悪くなっているのだろう。自分が及ぼす効果に──いや、自分が冠かんする名前の効果に畏い怖ふの念すら覚える。

　──皆、本当によく見てる。

　蔡妃の側につく。そう一度表明してしまいさえすれば、それで終わりなのかと思っていた。しかし孟先とはまるで関係のない女官や武官にもすべての様子を観察され、それらの情報は彼らの家族を通じて王宮に伝わり、官たちが動く際の判断材料になっているらしい。

　──皆は、どうしているんだろう。

　こちらの状況はあちらに筒抜けだというのに、驪珠の耳には驚くほど王宮の情報が入ってこない。それがひどくもどかしい。

　手紙を送ろうかと思ったこともあった。けれど何人もの手を介すそれが途中で読まれない保証はなく、結局実行できていない。不用意なことをして、取り返しのつかない事態を引き起こすことだけはしたくないのだ。

　──蒼天さまは、どうなったんだろう。

　孟先は牢ろうから出す、と言った。しかし明確な期日を示されたわけではない。もっと突きつめておけばよかったと後悔しても後の祭りで、なかなか会えないため尋ねようがない。

　──朱明も。

　玄奏に無理強じいするつもりがなくても、周囲の官に動きがあるのだと言っていた。驪珠と永皓の仲が良いという報しらせが届けば、玄奏派の官吏はより一層焦って、一刻も早く王の身を固めようと動くだろう。その動きの中で朱明は重要な位置に立たされる。

　今どこまで話が進んでいるのか。どう切り抜けていくつもりなのか。それを知る術すべはなく、驪珠にできるのはただ祈いのることだけだ。

　気がつけば辿たどりついていた自室の玻は璃り戸どから外を見上げる。空に浮かぶ月は歪いびつな形をしていたが、それでも綺き麗れいで優しい銀の光を煌こう々こうと放っていた。

　──おやすみなさい。

　瞼まぶたの裏に朱明の姿を思い浮かべながら代わりに月に呼びかけてから、驪珠は柔らかすぎる寝台に埋うもれるように横になった。










　目を閉じて、そして次に開けたのは、朝が来たからではなかった。

「…………？」

　闇やみを切り裂さくように高い音が鳴り響いている。それが有事を知らせる警けい鐘しようの音だと気づいた時、まだまどろみの中を彷徨っていた驪珠は一気に覚かく醒せいした。

　──敵襲？

　咄とつ嗟さにその二字を思い浮かべたのは、黒竜党にいた時代に一度だけ住処すみかを官軍に攻め込まれたことがあるからだ。緊迫感が身体を支配する。気づけば昔はすぐ手に届く位置に置いていた得え物ものを探し、手が空くうを切っていた。

　──弓、を。

　ふかふかの寝台に足を取られ、まどろっこしい思いをしながらひんやりとした床に足をつける。置物のように部屋の隅に立てかけてある弓を取ろうと暗がりの中を手探りに歩いたが、椅子に足の指を思い切りぶつけたことでようやく我に返った。

　──違う、今は小しよう弓きゆう姫きじゃない。

　頭を振って向かう先を窓際に変更し、とりあえず周囲の様子を確認しようと締め切っていた窓を全開にする。

「驪珠さま、驪珠さまっ……！」

　女官の一人が夜着姿で、髪を振り乱しながら駆け込んできたのはその時だ。

「火が、火事が……！」

　咳き込んで上手く言葉が紡げずにいる彼女に、驪珠はただ頷いてみせる。開けたばかりの窓からは、この季節にしては考えられないほどの温風と、煙けむりと、物の焼ける臭においが流れ込んでいた。

　明けるにはまだ早いはずの空も朝焼けかと見み紛まがうほど赤く、周囲はぼんやりと様子が窺える程度に明るい。手元が見えるようになったので驪珠は卓の上に置かれていた水差しから水を注ぐと、女官に差し出した。

　すみません、と受け取った女官がすぐさま喉を鳴らして飲み下す。落ち着いたのか、続く報告は先ほどに比べ遥はるかに滑なめらかなものとなった。

「あちこちで急に火の手が上がったようで。庭が、庭から燃え始めたらしくて気づくのも遅れて……！　西側はもう火の海だそうなので、東の門から外に逃げます。お早く！　隣の棟にはもう燃え移って……！」

　切せつ迫ぱくした女官に言われるまでもなく、逃げなければ、と考えてはいる。しかし足が動かなかった。これが現実だと、上手く飲み込めずにいる。

　そのくせ一方で、ひどく冷静にこの状況について考察している自分もいた。

　もともと短期の滞在を想定して作られた離宮なので、広い庭園に植えられているのは視覚的に楽しむことができる、秋になると色づく木ばかりだ。それらはすっかり葉を落とし、色あせた落ち葉があちこち積み上がっていたので、さぞよく燃えたことだろう。

　最近、女官が肌を気にするくらい乾燥した日が続いていたので、それも拍はく車しやをかけたのかもしれない。決して多いとはいえない女官や武官の数も、消火活動に悪影響を及ぼしているはずだ。

　──でも、どうして火が。

　あちこちで急に、と女官は口にした。自然にそんなことが起こるわけがない。──ならば、理由は一つしかないではないか。

　──でも、誰が。

　思考は女官によって中断を余よ儀ぎなくされた。どこか呆ほうけたように立ち尽つくしていた驪珠の手は、気づけばぐいと引っ張られていた。

　しかし廊下に出てまた足が止まる。火の気配こそまだないものの、充満し始めている白い煙に、けほっと咳せきが漏れた。袖で鼻と口くち許もとを覆うが、隠すことのできない目に煙がしみる。

「こちらに」

　しかし贅ぜい沢たくは言っていられず、「水を！」「荷は？」という短く慌てた声が行き交う中、手を引かれながら走り出す。建物を出て、あとはまだ火の届いていない庭園を抜けて門の外に向かうだけ、という場所で一度息を整えていた時に、悲鳴のような声が場に響き渡った。

「蔡妃さまは？」

　反射的に声の方へと顔を向けると、離宮の女官長は、一人の女官を摑みかからんばかりの勢いで問いつめていた。

「蔡妃さまはどちらに？　言ったわよね、蔡妃さまは任せるって！」

「蔡妃さまは、もう部屋をお出になってる、必要ないから行け、と」

「行けと、誰に言われたの！」

「誰に……？　でも、蔡妃さまはもうお出になっていて」

「貴女あなた、どうしたの？　どうしちゃったの？」

　薄うす暗くらがりの中見えた顔は、驪珠も知っている、蔡妃付き女官の筆ひつ頭とうだ。年の頃は蔡妃と同じほどだがしっかり者で、永皓にも懐かれていて、皆の信も篤あつい。

　そんな彼女が泣き出しそうな女官長の問いに、ただ要領を得ない回答を繰り返す姿は、おかしいの一言につきた。

　──これ、は。

　異変に気づいた女官や武官たちは、迫り来る火の恐怖で正体をなくしたのではないかと訝いぶかしんでいる。けれど驪珠は全身が粟あわ立だつのを感じながら、嚙みあわない二者の会話を食い入るように見つめた。

　──知っている。

　壊れてしまったかのように、ただ同じことを繰り返す姿を見たことがあった。──昔、黒竜党にいた頃のことだ。

　脳のう裏りにぽんと、顔が一つ浮かぶ。

　──微び瑛えい。

　人の動きを操あやつることも記き憶おくを操ることもできるのだから、暗示をかけて何かを思い込ませることなど彼女にとっては造ぞう作さもないことのはずだった。

　──いや、でも、まさか。

　彼女は今、一応蔡妃側──という名の孟先側に立っているはずだ。蔡妃を害するはずがない。そうは思うものの一方で「別に支配下にあるわけじゃない」と言い放った嘲あざけるような笑い顔も思い出してしまう。

「──誰か！　誰か手を貸してくれ！」

　様子のおかしい女官を遠巻きにして凍こおりついてしまった場を突き動かしたのは、焦って駆けてきた武官の声だった。服の袖で汗や煤すすをぬぐいながら、彼は怒ったような、泣きそうな声で近場の武官に縋りつく。

「部下の様子がおかしいんだ。いきなり油ぶちまけて松たい明まつ放り投げやがった！　宮にも火が移って……！　今ならまだ消せる。来てくれ。ついでにあいつ止めるの手伝ってくれ。一人じゃどうにもならねえ。もう、何かに操られてるみたいで！」

　武官のほとんどと女官の半分が走り出す。膠こう着ちやく状態から急に動き出した人々の動きに押される形でそれまでぎゅっと摑まれていた手が離れたので、驪珠は気配を殺しながら人の流れに乗じて皆から離れた。混乱状態と、はっきりと顔を識別するには少し暗い中途半端な明るさと、皆が似たような夜着姿で髪を下ろしているため誰が誰だか分からないその状態が離脱に一役買った。

　名を呼ばれることもなく、追いかけてくる気配もない。そのことに安あん堵どしつつ、先ほどよりも煙の濃こさが増した廊下をひた走る。

　──どうしてっ。

　火をつけた者もおそらく操られていたのだろう。

　微瑛なのか、別の誰かなのか──それとも自分が穿うがちすぎているだけなのか。

　──お願い……！

　無駄足になればいいと思う。

　空からの部屋を確認してから身を翻ひるがえし、もう一度来た道を走って、女官にこっぴどく怒られる未来を切に願った。

　蔡妃の部屋は分かっている。まだ一度も尋ねたことのない寝所の扉の前に立ち、驪珠は深呼吸をして気分を落ち着かせようとしたが、煙を吸い込み失敗したので諦めた。声をかけることなく扉に手をかけ、全力で押し開ける。

　そして。

「──小弓姫。どうして、ここに」

　閉め切っていたせいか、廊下に比べれば煙が薄い部屋の中に、予想していた黒髪の女は悠ゆう然ぜんと立っていた。けれどもその傍かたわらには思いもしなかった男も当然のように佇たたずんでいて、驪珠は驚きよう愕がくに喘あえぐ。

「飛龍、さま……？」

「早く逃げなければ危ないですよ。一応、火をつける場所は考えましたが、ここももうじき回ってくるでしょうし」

　飛龍はいつもと何も変わらない穏やかな声で驪珠の身を案じてくる。けれどそれが不ぶ気き味みでたまらなくて、思わず一歩後ずさった。

　──どうして。

　微瑛と飛龍が共にいることは、最後に別れた時の状況を思えば不思議なことではない。けれど微瑛がこういったことを起こしても、彼は絶対に加担しないと思っていた。

　それとも、これは義ぎ賊ぞく臥が竜りゆうの仕事のうちで、彼がむしろ微瑛に手伝わせているとでもいうのだろうか。

　──夢なら覚めて。

　嫌な夢だ。驪珠が見た中でも、最低最悪の夢だ。続きなど見たくもない。結末も知りたくない。だから、早く。

　そう願う驪珠を現実に引き戻したのは、震える女の声だった。

「しょう、きゅうき……？」

　熱い空気の中を駆け抜けてきたせいで赤くなっていた顔から一気に血の気が引く。

　天てん蓋がいつきの寝台。その紗が荒々しく引かれた中で、自みずからを庇かばうように布ふ団とんにくるまったまま座り込んでいる蔡妃。青くなった唇を戦慄わななかせている彼女は、当然ずっとそこにいたわけで。

「う、そ。驪珠さん、が？」

　大きく見開かれた目には、今まで見たこともない恐怖と拒絶と絶望の色がはっきりと映り込んでいた。

「あ……」

　何か言わなければ、と思う。しかし蔡妃の眼差しは、驪珠から言い訳の一切を奪った。

「あんたも余計なもの見つけたりしなけりゃもう少し長生きできたのにねえ」

　それまで沈黙を貫つらぬいていた微瑛が、蔡妃の頰に閉じた扇おうぎをぺちぺちと当てながら口の端に笑みをのせる。恐怖に凍りついていた蔡妃は、はっと我を取り戻すとその手を思い切り打ち払った。

「わたくしに触らないで！　この外げ道どう！」

　いつもの穏やかさが噓のような激しい声だ。憎ぞう悪おをむき出しにしたその顔に、蔡妃が黒竜党に抱く恨うらみの深さをありありと見せつけられる。

　その激情は微瑛だけでなく自分にも向けられているのだと思うと、驪珠は動くことができなかった。

　──もう駄目だ。

　永皓がいて蔡妃がいて、そして驪珠がいる。決して居心地は悪くなかった箱庭が、音を立てて崩くずれていくのが分かった。

「永皓はどこ？　永皓が狙いなの？」

「いえ、違いますよ。息子さんはまだ必要で──貴女だけが邪魔になった」

「何を」

「だから言ってんだろ。余計なものを見つけたからって。あんた、小弓姫の耳環をここの庭で見つけちまったんだろ？」

　訳が分からない、と蔡妃が眉まゆをひそめる。烏のせいだと心から信じ切っている彼女には、それの何が問題なのか思い当たることは何もないのだろう。

　だが驪珠には分かった。分かったが──にわかには信じられなかった。

「なに、それ。それじゃ、まるで、孟先さまが」

　拾った耳環について訊かれた孟先は、彼女が烏説で納得したことを知らない。だから、蔡妃を邪魔者として消そうとしている、とでもいうのだろうか。

　笑えない冗談だ、と思った。しかし返ってきたのは飛龍の困ったような顔と、微瑛の嘲りを含んだ笑みだった。
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「もともと用があるのはあの坊ちゃんの方だけだったみたいだしねえ。丁度いいから始末しておけってさ。どうせなら黒竜党らしいやり方でやって、世を騒がせてやろうかと思ってね。──どんな死に方がお好みだい？　火に焼かれる？　水に沈む？　気の毒だから選ばせてやるよ」

「国賊の言うことなんて誰が信じるものですかっ！　孟先が、そんな。彼は永皓のために尽じん力りよくしてくれているのよ」

「まあ、確かに尽力はしてますね。そのために黒竜党と手を組み、小弓姫すら支配下においているんですから。その分、後から甘い汁を吸う気でしょうが」

「そんな、だってわたくしは……。──孟先！」

　悲ひ愴そうだった表情が急に歓喜に変わる。振り返ると、白い煙で霞かすんだ世界に軍装の男の姿が浮かび上がっていた。

　相変わらず何を考えているのかよく分からない。重い軍装で駆けてきたはずなのに、汗一つかかず、息も乱していなかった。

「孟先。黒こく竜りゆう賊ぞくが、小弓姫が……！」

　もう大丈夫だ。そんな安堵に満ちた声だったが、縋られた孟先は顔色一つ変えずに蔡妃を一いち瞥べつしただけで、すぐに驪珠に視線を移して手を摑んだ。女官よりもずっと強い、痛みが走るほどの力にぎょっとする。

「こんな所にいたのか。女官が半狂乱になっていたぞ、世話を焼かすな。──小弓姫にはまだまだ死なれては困る」

「…………！」

　驪珠が小弓姫だとすでに知っていたと示され、蔡妃は口許を手で覆った。そんな彼女がいたたまれず、驪珠は高いところにある孟先の顔を振り仰ぐ。

「孟先さま、蔡妃さまも早く──！」

「──そうだ、早く片付けろ」

　扇を弄もてあそぶ微瑛をきつく睨にらみつけながら、孟先は蔡妃にとっても驪珠にとっても決定的な一言を放った。

　さすがの蔡妃も孟先は今の己の味方ではないと信じるしかなくなったらしい。もう何も言葉にならず、ただただ息苦しい空気の中で喘あえいでいた。

「何も知らないままならば、息子が王位につく様さまくらいは見せてやろうと思っていたがな。いいな、早くやれ。私はこの娘を連れてもう行かねばならん」

「ちょっと……！」

　大人しく、はいそうですかと従うつもりは、今回ばかりはなかった。驪珠は必死に孟先の厚い胸板を押し返す。

　──だって、このままじゃ。

　蔡妃が殺されてしまう。

　飛龍が人を殺あやめてしまう。

　そんなこと、耐えられない。

「放して。飛龍さま、飛龍さまっ……！　微瑛を止めて、お願いだから！」

　彼の声なら微瑛はどんなに不本意なものでも聞き届ける。そして自分の声なら飛龍にも届くのだと、確信にも似た思いがあった。

　──飛龍さまは、私が嫌がるようなことはしない。

　しかし驪珠の願いも虚むなしく、飛龍はただ首を振る。

「すみません、小弓姫の言う通りにしたいのは山々なんですが」

　もがく自分を、孟先が羽は交がい絞じめにする。

　体格差や力の差は歴れき然ぜんで、その手を振りほどくことなどできないと分かっていても、抵抗は止められなかった。

　まるで微瑛に操られていた女官のように、飛龍さま、とただ同じ言葉をうわごとのように叫さけび続ける。だが首に痛みが走ったと思った瞬間、目の前が暗くなった。

「すみません。今回ばかりは、貴女に死んでもらわなくてはなりません」

　遠のく意識の中で最後に聞いたのは、聞きたくもない、どこか楽しそうですらある飛龍の声だった。










　一日というのはこんなにも長いものだったか、と枢昱は最近、隠いん居きよした年寄りじみたことを考えるようになっていた。仕事に打ち込み、何も考えず城下を駆け回っている時はいいのだが、ふと手が空いた時間や、場を沈黙が支配した時の時間の流れが恐ろしく遅いものに感じられるのだ。

　それまで時を忘れるほど何をしていたか──否、何の話をしていたかは、枢昱自身が嫌というほど知っている。けれど今、その話をし始めたら自分の中で何かが決けつ壊かいし、止まらなくなり、いらぬことまで口に出してしまう気がして、自じ重ちように自重を重ねていた。

　──やっぱり、簡単には割り切れないよな。

　こんなにも、自分の心の中で大きな存在となっていたのか、と枢昱は口許を歪める。従妹のことしか考えていないのではないかとこれまで散々言われてきて、自身も否定したことはなかったが、自分が思っていた以上に彼女を軸として暮らしていたらしい。

　共に暮らしていなかった時の方が遥かに長いのに、もうそんな日々など思い出すこともできなかった。

　──驪珠は、何を考えて過ごしてきたんだろう。

　思考の海に深く沈みそうになり、枢昱は頭を振る。何だかんだで気づけば昔以上に従妹のことを考えているのだが、周囲がそう捉えていないことは分かっていた。

　兄馬鹿の二つ名を欲しいままにしてきた男の変へん貌ぼうぶりは文官武官を問わず凄い勢いで、それこそ驪珠の輿こし入いれ話を凌りよう駕がするほどの勢いで広まったようで、真しん偽ぎを確かめにわざわざ会いに来る者がいるほどの有あり様さまだ。

　枢昱は意図しないまま一いち躍やく、時の人になっていた。

「枢昱さま」

　その日、暗くなりきる前に早々と仕事を終わらせた枢昱が冷え込んでくる前に帰ろうとしていると、城門を出たところで声がかかった。名指しされて無視するわけにもいかず足を止めて振り返ると、年上だが役職は下の武官がへらへらと笑いながら走ってくるところだった。

「今、お帰りですか？　どうです一杯。いい店を知ってるんですが」

「いや、今日は」

「先約がおありで？」

「それはないが」

　反射的に答えてしまってから、しまった、と顔をしかめる。何につけ如じよ才さいなくあしらえる獄ごく中ちゆうの友と違い、枢昱はあまり物事を断ることが得意ではなかった。

　──俺も人気者になったもんだ。

　もともと、趙家に山と門人がいることも手伝って交友関係は広い方だ。酒の席に誘われることも多かったが、最近は特に増えた。

　それは驪珠の後うしろ盾だてとなる趙家の動向を知りたい者であったり、これから更に引き立てられていくことが予想される枢昱に取り入っておきたいという者であったり、面おも白しろ半分に酒の力を借りて従妹についての本心を聞き出そうとする者であったりと本当に様々で、さすがの枢昱も辟へき易えきしていたところだった。

　──それにしても、こいつ。

　枢昱は話しかけてきた男を胡う乱ろんな目で見やる。

　見かけたことくらいはあるが、正直名前も出てこない。喋ったことがあるとしても事務的な話だけだろう。

　向こうがこちらを一方的に知っているのはよくあることだが、そんな相手にここまで馴なれ馴れしく話しかけられることは珍しかった。

「じゃあ、いいじゃないですか。お願いしますよ」

　相手はなおも食い下がる。逃がさない、とばかりに手首を摑まれた。

「ちょっと待」

「ああ、二人だけで飲もうってわけじゃないですよ。もっと沢山いますから。勿論、上官も」

「あのなあ」

「酒だけじゃなくて飯めしも旨うまくて。お願いしますよ、枢昱さまがいらっしゃらないと始まらないんです」

　まったく人の話を聞く様子がない男にさすがの枢昱も苛立ってきて、摑まれた手首をひねり上げ拘束を解こうとする。けれどもう片方の空いた手でそれをそっと押さえつけた男は、身を乗り出して耳元に唇を寄せた。

「貴方あなたの、従妹さまも関わる話をしたいのです」

「──っ」

「従妹思いの貴方のことだ。王宮に戻ってきてほしいと思われているはず。我々も一公子の妻で終わるには勿体ない方だと思い……そのために、ここでするには無ぶ粋すいな話をさせていただきたいと。──是ぜ非ひ我々永皓さまをお慕したいする者にご助力ください」

　男は身体を離し、摑んでいた手首も放した。睨みつける枢昱の鋭い眼光など物ともせずに、自由になった手でくいと酒を呷あおる仕草をする。

「どうです、一杯」

「……案内しろ」

　諦めて肩の力を抜き、枢昱は男の後に続くことに決めた。

　案内されたのはよく文官が接待や密談に使っている格式のある料亭の奥まった一室で、一歩踏み込むと二十名ほどが一いつ斉せいに枢昱に目を向けてくる。

　──まったく、こういうのは俺の担当じゃないぞ。

　厄やつ介かいなことになったと、枢昱は中心の空いた席に案内されながらそっとため息をこぼした。

　こういう嫌なことがあっても今までは家に帰れば必ず癒いやされていたのに。

　脳裏を少女の姿がよぎる。──顔は、笑っていなかった。

　──驪珠、お前は今、何を考えている？

　前置きも早々に、本題を熱く語り始めた男たちを冷めた目で見ながら、枢昱は思考を飛ばす。

　──俺はどうしたらいい？　どうして、ほしいんだ。

　どんなことがあっても譲ゆずれない想いがあった。だからきっと、己はこうするのだろうと漠ばく然ぜんと思ってはいる。

　それでも何か答えが欲しくて、枢昱は胸中での問いかけをやめることができなかった。
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　──どうしてこんなことになったんだろう。

　朱しゆ明めいはため息をつく。まだ人通りもまばらな朝早い時間だが、ついたため息の数はすでに両の手だけでは数え切れなくなっている。幸せが逃げるとはよく言うが、逃げていくだけの幸せがあるかも疑わしい、そんな気分だった。

「やっぱり自由が一番だね」

　隣となりでは朱明と対照的な顔をした蒼そう天てんが久しぶりの外の空気を享きよう受じゆしながら、牢ろうで凝こり固まったらしい肩をぐるぐると回している。兄が囚とらわれの身でなくなったことは嬉うれしいが、そうなった経けい緯いを思い返すとやはりため息しか出てこない。

　──どうしてこんなことになったんだろう。

　答えなど出ないこの問いも何度繰り返したか知れない。──この数日間で、朱明を取り巻く環境は驚おどろくほど急激に変化していた。










　驪り珠しゆが離り宮きゆうに行ったのを境に扱あつかいが改善された兄に、着替えやら差し入れやらを届けた帰りのことだった。無む駄だに増えた王宮での顔見知りの誰にも会わないようにさっさと帰ろうとしていたのに、蒼天が収しゆう監かんされている建物の入口にはその場に似合わぬ派手な女が待ち構えていた。

　気づかないふりをして通り過ぎるにはあまりに目立っていたし、何より彼女の鋭するどい視線は朱明が外に出た瞬間からまっすぐ刺さってきている。

「遅おそい」

　それに加え待ち合わせに遅刻してきた恋人を詰なじるような調子でぴしゃりと言われる。この間胸むな倉ぐらを摑つかまれ凄すごい剣けん幕まくで詰め寄られたことを思い出し、朱明は自然と及び腰ごしになった。

「驪珠のことなら何も知りませんよ」

　むしろ自分が知りたいと言って咄とつ嗟さに逃げを打ったが、珍めずらしいことに、そしてありがたくないことに、尊そん大だいな公こう主しゆさまは今回ばかりは朱明自身に用事があったらしい。不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめた彼女は無言のままぐいと朱明の腕を摑み、問答無用で公主宮へと連行した。

　ほっとしたような、嬉しそうな、それでいて複雑そうな顔をした女によ官かんたちに迎むかえられながら押し込まれた見知った部屋には、最も顔を合わせたくなかった人物がかちこちに固まった状態で座っている。

　──見合いだ。

　その姿が目に入った瞬間、朱明は今度こそ逃げ道を失ったのだと察した。前門の王、後こう門もんの公主といったところか。虎とらと狼おおかみの方がまだ何とかなる気がした。

　王と向かい合う形で座らされてからも、暫しばらく息苦しい沈ちん黙もくが続く。それを地を這はうような声で打ち破ったのは、やはりというか黎れい華かだった。

「──で、そなたらどうなのじゃ」

　当然のような顔で上かみ座ざに陣じん取どっている彼女は、この上なくいらついている。腕を組んで胸を反そらし、縮ちぢこまっている二人を見下すように睥へい睨げいした。

「わしはいつも通り元気ですぞ、姉上」

「誰がそなたの体調の話をしている。──朱明」

「……ええと、その」

　何が「どう」なのか、勿もち論ろん正確に理解している朱明は目を逸そらすしかない。言い淀よどみ一向に進もうとしない展開に、黎華は聞こえよがしにため息をついた。

　──意外だ。

　ひたすら磨みがかれた卓の面に視線を落としていた朱明は、目だけを上げて、顔にかかった長い前髪の隙すき間まから公主の姿を盗ぬすみ見る。

　本能で何かを感じ取っているのか、彼女が自分を気に食わないと感じていることはよく分かっていたし、同時に玄げん奏そうの恋路を真剣に応援するほど弟思いでないこともよく知っていた。

　これまでも手を回されて二人きりにさせられたことはある。けれどもそれは、「気に食わない朱明」が困り果てている様さまを見たいなどという単純な彼女の欲求によるものだった。

　それなのに今、彼女は本来自分の宮に入れることすら嫌いやがっていた二人を招き、面おも白しろがるのとは真逆の難しい顔をして、間を取り持つような真似をしているのだ。本気で二人の未来を案じているといった行動には、驚くしかなかった。

「別にわらわは、そなたらがどうなろうと構わん。そなたが王の身でありながら盛大に振られようが、朱明が別の男に嫁とつごうが、女官との愛に走ろうとな。──まあ、相手がわらわの宮の女官でなければの話じゃが」

　朱明の抱いた疑問に答えるように、黎華は唐とう突とつに、滑なめらかに口を開いた。

「姉上はわしを信頼してすべてを任まかせてくださっているのか。やはりわししだい。頑がん張ばらねばならんのう」

　玄奏は膝ひざの上にのせ心を落ち着かせるように甲こう羅らをなでていた亀かめに向かって、感かん極きわまった声こわ音ねで語りかけた。朱明を後こう宮きゆうに入れてしまえという声があるのも確かだが、反対の声も同じくらいある。両者を散々聞いてきた王にとっては、強制をしない黎華の態度は輝かがやいて見えるのかもしれない。

　勿論、その根底にあるのが「どうでもいい」という気持ちであることなど彼は微み塵じんも考えていないし、姉の示した未来の中に「朱明と結ばれる」という可能性が一つもなかったことについては、気づいてもいないだろう。

「だがとっとと結論は出せ。でないと高官どもがわらわに泣きついて『間を取り持て』だの逆に『裂さいてしまえ』だのとうるさくてかなわん。まったく、馬に蹴け飛とばされればいいものを」

「ああ、だからこんな場を……」

「何か言ったか？」

「いえ」

　永えい皓こうが柳りゆう家の娘を手中に収めたため、玄奏のもとで甘い汁を吸ってきた者たちは王の基盤固めに必死となっている。太い関係を築くには婚こん姻いんが一番簡単で、玄奏なら上手くすれば娘を通じて王を操作できるかもしれないという野心を人々に抱かせるらしい。流れが永皓派に傾かたむきつつある今もなお、どちらにもつかずに様子を見ている家は少なくはなかった。

　しかし当の玄奏が朱明以外眼中にないのが現状で──とりあえず側そく妾しようとして後宮に入れと、蒼天の釈しやく放ほうなどをちらつかせて朱明に告げてくる官は多く、最近は良い話なのになぜ頷うなずかないのかと家人の目も冷たいほどだ。

　とにかく朱明が首を縦に振らない。命じれば事がすむのに、玄奏もただ待っている。

　動く気配すらない両者に痺しびれを切らした官かん吏りたちが、自分たちの言うことは聞かなくとも姉公主の言うことはさすがの王も耳を貸すだろうと泣きつき、それに黎華が折れた、というよりは切れてこの場を設もうけたのだろう。

　それまでぼうっと黎華を見ていた玄奏が、今にも射殺されそうなほどの鋭い視線を受け、おずおずと話しかけてくる。

「のう、朱明」

「は、はい」

　声を裏返しながらも返事をして顔を上げた朱明は、こちらに向けられた顔を正面から見てしまったことを後こう悔かいした。──迷まい子ごの子供のような顔で、自分がひどく悪者に思えてくる。

　──いや、実際悪者か。

　こんなにも一いち途ずに王に思われながら、曖あい昧まいな態度ではぐらかす自分は周りから見ればさぞや悪女に見えるに違いない。

　いっそこの悪女っぷりに愛あい想そを尽つかしてくれればいいものの、その望みが叶かなう可能性は残念なことに限りなく薄うすいと分かった。

「何を戸と惑まどっておるのか、教えてはくれんかのう。わしも朱明が嫌だというのなら、無理強じいはしたくないのだ。そう、たとえば他に好きな男がおるというのならば、わしは……」

　あの庭で求婚された時よりももっと不安そうな顔と消え入りそうな声で玄奏は問うてくる。〝黎華〟をなでる手が少しだけ速まり、黎華は亀に不快そうな視線を送っていた。床ゆかに放していないのは、亀が公主に蹴飛ばされることを案じ、女官の誰かが進言したのかもしれない。

「……わしは、応援するぞ。おぬしがそれで幸せになるのなら。そうだ、誰だか教えてくれれば命じて──」

「──いえ、大丈夫です。そういうことではなくて」

　誰かの名前を適当に挙あげて逃げようとすれば、本気で王命でもって結婚させられそうだ。

　開き直って男より女が好きだと言ってみることも切せつ羽ぱつまった頭の中で候補には上がったものの、それはそれで「姉上と一緒か！」と喜ばれ、尚なお更さら女の園である後宮に入ることを勧すすめられそうだ。

　──どうする。

　苦悩する朱明の横で、王命の使いどころを思い切り間違っている弟を、黎華が救いようのない馬ば鹿かを見るような蔑さげすんだ目で見ている。

　これまで公主として上から命じる形で幾いく人にんもの美少女を自身の女官に任じてきた彼女は、自身もやがては政略でもって嫁とつぐのだと割り切っているようだ。だから余計に、もたついている玄奏の行動が理解できないのかもしれない。

「……兄のことがありますし、やはり私が嫁ぐと主しゆ上じようのお立場が」

「わしのことを案じてくれるのか、朱明！　むむ、やはりわしが頼りないから……」

「どこの馬の骨とも分からぬ者が後宮に入るのはよくあることじゃ」

　感動したり悔くやしがったりと忙いそがしい弟を冷たく一いち瞥べつし、黎華が朱明に視線を向ける。陳ちん腐ぷな言い訳は見苦しいだけだと、青せい灰かい色しよくの瞳に告げられている気がした。

「非常に残念かつ不本意だが、今はこの愚ぐ弟ていが王じゃ。そなたの兄の件を持ち出して反対する者がおるのは否ひ定ていせんが、官は結局のところ、後宮のことに口は出せん」

「…………」

「それに、これだけ広く知れ渡っておる時点で、そなたに断るなどという選択肢はない。そなただってそれが分かっておるから首を縦にも横にも振らぬのじゃろう」

「──姉上、何度も言っておるように、わしは無理強いしたいわけではなくてですな」

「そなたはちょっと黙だまっておれ」

　玄奏が慌あわてて口を挟はさみとりなそうとするが、黎華は気持ちが良いほどすっぱりと切り捨てた。

　──無理強いをしたいわけではない、か。

　玄奏はいつだって朱明の意志を尊そん重ちようしようとしてくれる。しかしどんなに彼がそう思おうと、彼が想いを口にした時点でほとんど強制になっていることを、おそらく気づいていない。

　男である自分が王に嫁ぐなどありえない。

　けれど単純に断ることもできなかった。相手は王だ。好きではないからと断れる相手ではない。

　──もし断ったら。

　玄奏は親に捨てられた子供のような顔をしてしゅんと項うな垂だれ、それ以上説得を重ねることはしないだろう。「気が変わったら声をかけてくれると嬉しいのう」とでも言うのが精一杯のはずだ。

　けれど周囲がそれを許すはずはない。黎華などは王でありながら振られた弟に向かって高笑いでもしそうだが、それは例外だ。王の威い信しんが傷つけられたとか、不敬罪だとか、ただではすまないほどに二人のことは広まりすぎていた。

　──限界、か。

　王は即断を要求しなかったし、蒼天の一件で話は滞とどこおった。これ幸いと曖昧な態度で問題を先送りにしていたが、正妻ではなく側妾でという形で話が再び動き出したとあっては、もう朱明に止める術すべはない。

　完全に逃げ場を失い、肩からふっと力が抜ける。それを了りよう承しようしたととった黎華が、手間をかけおって、とぶつぶつと文もん句くをたれた。

「大体、はじめから分かっておった話であろう。なぜここまで面めん倒どうな真似をしたのじゃ。男らしいのはその姿だけか」

　結論が出たからにはさっさと二人を部屋から追い出しにかかるかと思えば、意外にも黎華は更に突っ込んでくる。ここまで手間をかけさせたのだから洗いざらい吐はいてもらおう、という気き迫はくが見えて、朱明はわずかに身を引いた。

「その……」

「つまらない理由ならどうなるか分かっておろうな」

「……身体的な理由が」

　黎華が納なつ得とくするような言い訳が咄嗟に思い浮かぶわけもなく、気け圧おされた朱明がつい口にしたのは、紛まぎれもない事実だった。

「忌いま々いましいほど健康的に見えるぞ。そもそも男装して剣まで振り回しておいて──」

　そこまで言って、ふと黎華は言葉を切る。ついで、身を乗り出して細い指先で朱明の顎あごに触ふれ、まじまじと顔を覗のぞき込んだ。

「そなた……」

　口にしてしまった以上は仕方がない。ここで目を逸らしても不ふ審しんがられるだけだと黎華の目をまっすぐ見る。彼女も朱明が冗じよう談だんを言っているわけではないと悟さとったらしい。驚いたようにつり気味の目が見開かれた。

　──ばれた。

　玄奏はまったく分かっていない様子でおろおろと姉と朱明を見ているが、黎華は完全に思い至った顔をしている。

　それでも即座に声を荒らげたりしないのは、その真実がさすがの彼女でもにわかには信じられないためか──。

「子が、成せんのか」

　しかし、しばしの逡しゆん巡じゆんののちに黎華が重々しく言ったのはこうだった。

　──いや、確かに天地がひっくり返っても子供は産めないが。

　けれどこの聞き方では、まるで朱明が──。

「まあ、小さくはない理由じゃな」

　続けられた言葉に、疑念が確信に変わる。

　結婚は──特に政略の絡からむ結婚は、子供が生まれてこそ意味を持つ。折せつ角かく王の寵ちよう愛あいを受けても子供が成せないのであれば、女官やのちに后きさきとなった者に軽かろんじられるなど、後宮で肩身の狭い思いをしかねない。

　女の視点からそんなふうに黎華は思い至ったらしいが、朱明は思わぬ展開に呆あつ気けにとられ、何も言えなくなった。しかし幸か不幸か姉弟の目にはその動揺が肯こう定ていに映ったらしい。

「そうか、だからおぬし、男装をしておるのか？」

　言葉が出ない朱明の横で、玄奏が憶おく測そくを始める。どうにでもなれ、と朱明はひどく投げやりな気分になった。もしこの場に驪珠がいたら、きっと笑いをこらえるのに必死になることだろう。

「辛つらいことを言わせてしまったのう」

　その投げやりさがまた別の心境に映ったのか、玄奏がしゅんと項垂れる。しかし次の瞬間、彼は安心させるように明るく笑いかけてきた。

「大丈夫だ。心配することはないぞ。わしは全力で朱明を守ってみせるからのう。女官たちも皆、おぬしのことを慕したっておるし、味方になってくれると思う。時がくればおぬし以外にも妻を迎えなければならぬとは思うが、子が絡まねば逆に仲良くできるのではないだろうか」

　それは前向きすぎるだろう、と朱明は顔を引きつらせる。相変わらず、彼の世界は幸せに満ちているようだ。

　めでたい奴やつめとひとりごちる黎華の傍かたわらで、大丈夫だ、と玄奏は更に繰り返す。

「わしはおぬしと共にいたいだけなのだから、子など……残念ではあるが、気にはしないぞ。そうだ、いっそ〝黎華〟がわしらの子供、ということにしてはどうであろうか」

　浮かれたようにこてんと首を傾かしげた玄奏が、膝元から「よっこいせ」というどこか抜けた掛け声と共に〝黎華〟を持ち上げ顔を朱明に向けさせる。亀のつぶらな瞳と目が合ってしまい、縋すがるように同じ名を持つ人間の方に目を向けた。

「そなたらの子供などできたら、わらわの気に食わぬ者がまた一人増えるだけではないか。──話は終わりじゃ。とっとと出て行くがいい。わらわは官に話してくる。側妾ならば特別にすべき儀式もないし、すぐに後宮に入れるであろう。楽しみにしておれ」

　玄奏ではなく明らかに朱明に対して「楽しみに」と言った彼女は、同情を向けるわけでもなく、むしろ知りたいことはすべて聞き終わって用はないと言わんばかりに、冷たくひらひらと手を振っただけだった。










「──兄上、どうする？　どうしたらいい？」

　家に帰るまで待ちきれなかった。そもそも帰宅をしたらしたで、久方ぶりの主人の帰き還かんに沸わき立ち、ゆっくりと話をする時間がないのは目に見えている。なので朱明は見送った武官の姿が見えなくなるやいなや、人ひと気けのない建物の陰かげに蒼天を引きずり込んだ。

　定められた出仕の時間にはまだ早いが、整然と敷しきつめられた石いし畳だたみの上を行き交かう人の数は意外にも多い。彼らの耳に届かないように押し殺した声は、少し震ふるえているような気すらした。

　すでに朱明の後宮入りは決定事項として動いている。妻といっても正妻でなければ、黎華の言うように面倒なしきたりなどもなく、その手順は女官と大差ない。明日にでも後宮に放り込まれそうな勢いで、事は動いているようだった。

　蒼天の解放もその一環である。驪珠の動きのおかげで彼への追及の手が緩ゆるんだ、という前提があったからこそ叶ったのかもしれないが、頼んだわけでもないのに「王が初めて妻を迎え入れる」という慶けい事じに対する恩おん赦しやという形がとられたのだ。

　──情けない。

　解放されたばかりの兄にいきなり泣きつくような真似はしたくなかったが、事態は急を要する。思った以上に動揺しているという自覚もあった。

　──私は、男なのに。

　青せい蒼天の妹として通ってはいるが、男装して普通の少年のように過ごすことが許されていたし、武官や官吏になりたいわけでもなかったので、実のところそれほど強く不自由を感じたこともなかった。いずれは男として生きるつもりで兄とも約束を交わしていたが、焦あせりを感じたこともない。

　けれど今、朱明は「自分は男だ」と声を大にして主張したかった。女と偽いつわるこの身をこれほどまでに煩わずらわしく思ったのは初めてだった。

「まさか本当に後宮に入れるつもりじゃないだろうな」

「うん、引きこもりも過ぎるとよくないね。たまには運動しろという枢すう昱いくの小こ言ごとも、今なら素直に聞ける気がするよ」

「どういうつもりか知らないが、さすがにばれると思うぞ、一日で」

「あちこちが痛くて仕方がない。出仕したら罪人の待遇について口でも挟むかな」

「ああもういっそ殺してくれ。青朱明を今すぐに。病死でも事故死でもなんでもいいから。男の戸こ籍せきももういらない。私は田舎いなかでひっそりと生きるから、頼むから死んだことに」

「それにしても皆随ずい分ぶんと慌ただしいね。こんな朝からばたばたするほど仕事熱心な人間が多かった記き憶おくがないんだが」

「話を聞け！」

　玄奏と話が嚙かみ合わず青筋をたてる黎華の気持ちがよく分かる。王は素すでやっているが、この男は意い図と的にやっているのだから余計にたちが悪い。

　──この野郎。

　ねめつけた顔にはうっすらと気に食わない笑みが浮かべられている。けれど、血色が良いとは言えなかった。軽くすくめられた肩も記憶にあるより薄く、身に纏まとっている服も、全体的に布が余っているようだ。

　面会が許された蒼天は、一応部屋と呼べる場所に囚とらわれていた。それ以前に彼がどのような場所でどのような扱いを受けていたのかは聞いていない。しかしやつれようや裾すそから覗く痣あざや傷、剝はがれた爪つめなどを見れば容易に想像できる。

　文官一筋で生きてきて、身体を鍛きたえることとは無む縁えんの生活をしてきた蒼天にとっては、凄すさまじい苦痛だったはずだ。後に残るような怪け我がはないだろうかと心配したし、それでも沈黙を貫き通した兄に尊敬の念も覚えた。

　だが。

　──もう二度と心配なんてしない。してやるものか。

　袖そでの下で拳こぶしを固く握にぎり、朱明は決意した。枢昱の小言を容いれて運動するというなら、剣で足腰が立たなくなるまで相手をしてやりたい気分だ。

「──分かっているよ」

　わなわなと震える朱明を面白そうに観察していた蒼天は、やがて満足したのか目を離し、空を仰あおいだ。千ち切ぎれた雲が風に乗って右から左へと流れていく。

「考えているから安心しなさい。さすがに私も、弟を後宮に送り込んだなんて情けない罪状であんな所に逆戻りしたいとは思わないよ」

「兄上……」

「どうせ入るならもっと大きなことをやらかしてから入った方が得だと思わないかい？」

「……兄上」

　少しでも心が動かされそうになった自分が馬鹿だった、と朱明は額ひたいを押さえた。いつもこうだ。いいように振り回される。

「でも、本当に急がないとそろそろ日取りも固まって──」

「──朱明」

　話せるうちに話してしまおうと食い下がるが、すぐに硬かための声に遮さえぎられた。不満を隠かくさず顔をしかめるものの、蒼天はこちらを見ずじっと人の流れを見ているので、朱明もつられるように視線を追う。

　二人は悪い意味で人の注目を集めると思い、人目につかぬよう朝を選んで兄を迎えに来たのだが、いつの間にか驚くほど人が増えていた。

　──何だ？

　思えば蒼天も先ほど何か言っていたなと思い返しながら、朱明は人々を観察する。いつも兄が出仕する時間を考えると官吏たちが揃そろうにはまだ早い時間のはずなのに、まるで遅刻したかのように急いでいる。中には飛び出してきたのか身み支じ度たくが不十分な者も、遠目から見ても明らかに緊張に顔を強こわ張ばらせている者もいた。

「誰かの耳に入ると冗談ではすまないからね。もともとこんな所でする話でもない」

「分かってる」

「それにしても……」

　細くなった顎に手を添そえ、蒼天が不思議そうに首を傾げる。手入れが行き届かず傷いたんでしまった髪がぱさりと肩から滑すべり落ちた。

「何かあったのかい？」

　朱明でも違い和わ感かんを覚えるくらいだ。毎日この地に足を運んでいた蒼天の目には見過ごせないほどの異常事態に映っているらしい。

「さあ……？」

　しかし問われたところで朱明に答えられるはずがなかった。

　──何かあったことは確実だと思うが。

　自惚うぬぼれるつもりはないが、この数日、後宮でも公主宮でも外朝でも話題の中心は間違いなく「青朱明」だった。玄奏の想いはすでに周知の事実だったので、驪珠が永皓の妻に決まった時ほどの衝しよう撃げきは走らなかったが、誰もが「ついに──」と口を開き、二言目には「これからどうなると思うか」と囁ささやきあっていたのだ。

　蒼天にかかっている疑惑が晴れたわけではなかったので、声高に反対を唱となえる者も、顔をしかめる者もいた。けれども全体的には静かに、まるで自分が真っ先に反応を示すことを恐れ、他者の様子を窺うかがうかのようにひそやかな空気が流れていた。

　それが、一夜にしてこの慌てようだ。朱明のことが霞かすむほどの事態が起こったのだろう。しかもそれが喜ばしいことでないことは、気配から伝わってくる。ちらりと隣を見ると、蒼天は話が聞けそうな知った顔はいないかと首を巡らせていた。

「やめておけ、蒼天」

　一歩踏ふみ出そうとした蒼天の袖を、とりあえず一度家に帰るべきだと考えた朱明は引っ張る。「皆待っているから」などと月並みなことを言っておこうと思っていたのだが、それを言うよりも先に聞き慣れた声が割り込んだ。

「お前は今、あんまり姿を見せない方がいい。悪いた戯ずらに刺激するだけだ」

「枢昱どの！」

「やあ朱明どの、久しぶりだな。──聞いたぞ、おめでとう。睦むつ言ごとのついでに、主上に俺のことを売り込んでおいてくれ」

　軽口を叩たたく男の姿を朱明はまじまじと見つめた。

　──本当に久しぶりだ。

　最後に会ったのはいつだったか、と考え、すぐに兄がまさにこの男の手で捕とらえられた時だと気づく。あの日、真実が語れずにいる蒼天を、彼は胸が締しめ付けられるほどの悲痛な顔で見ていた。

　その枢昱が今、何でもない顔をして目の前に立っている。喜ばしいことのはずなのに、無む性しように胸がざわついた。

　──何が、あった……？

「何があったんだい？」

　尋ねようと思った矢先に、蒼天に先を越されてしまう。兄もごく自然に枢昱に接していた。──もっとも、たとえ枢昱がぎくしゃくした態度をとっても、蒼天は変わらない態度を取り続ける気はするが。

「──蔡さい妃ひさまが死んだ」

　驪珠のことを語る時のでれでれとした顔が信じられないほど険けわしい表情をした枢昱は、重々しい声でそう告げた。大きな声ではない。騒さわがしくなってきた周囲の音に、かき消されてもおかしくないほどの声だった。

　だがそのたった一言が耳に届くやいなや、ぐわんと大きな衝撃が朱明を襲おそった。

「え……」

「それはまた、穏やかではないね」

　二の句が継つげずにいる朱明の横で、蒼天が驚くほど落ち着いた声で応こたえる。しかしひそめられた眉まゆと剣けん吞のんに細められた目が、彼の驚きを知らせていた。

「死因、は」

　声が上うわずる。病死でないことは雰ふん囲い気きで分かった。

　──まさか、暗殺。

　立場からしてありえない話ではない。彼女もその息子も、複雑な立場に身を置いている。

　これまでの朱明だったら、この話を聞いて驚きこそすれ、動揺はしなかったはずだ。だが今は事情が違う。──蔡妃の側そばには、驪珠がいるのだ。

　枢昱の様子から無事は窺えるが、平気ではいられなかった。

「分からない。──状況からして生きてはいないだろうというだけで、遺体はまだ見つかっていないらしい」

「生きてはいない状況って……！」

「離宮が襲撃された。おそらく黒こく竜りゆう賊ぞくが絡んでやがる」

　黒竜賊。そう言った瞬間枢昱の顔がひどく歪ゆがんだ気がしたが、それに気を留とめている場合ではなかった。ただ先を、と促うながす。当然現場にはいなかった彼は、「俺もまだよく分かっていない」とぐしゃぐしゃと頭をかいた。

「何者かに操あやつられたと思われる女官と武官が数名、夜中に離宮に油をまいて火をつけやがったらしい。全焼だ、と報告が上がってきた」

「でも蔡妃さまや永皓さまは真っ先に避ひ難なんするべき人で」

「『蔡妃さまはすでに避難した』と任されていた筆ひつ頭とう女官が言って、皆それを信じたようだ。まあそれも操られていたんだろうが」

　そんな一言で、と朱明は愕がく然ぜんとする。どれだけ場が混乱していたかを垣かい間ま見た気がした。

「それで蔡妃さまが燃える離宮に取り残されたのか？」

「庭園含めて全焼らしい。報告が来た時点じゃまだ燃えてたみたいで捜そう索さくが終わってないらしいが……自分から出てこないってことは」

　枢昱は最後まで言葉にしなかったが、朱明もそうだろう、と息を吐いた。

　朱明は蔡妃と面識はないが、驪珠から相当の箱入り娘だと聞いている。そんな女性が一人火に囲まれて、逃げ延びられるとは思えない。

「……操られた者がいたから、黒竜賊がらみだと？」

「それも、あるが」

　枢昱が言いづらそうに視線を泳がせたが、蒼天は無言で続きを促す。諦あきらめたように一度大きくため息をつくと、彼は再び友の顔を直視した。

「扇おうぎを持った長い黒髪の女が目撃されてる」

「……なるほど、それで『悪戯に刺激するだけ』ってことになるのか」

　腕を組んだ蒼天の口くち許もとが、緩やかな曲線を描えがく。朱明は兄がまた捕らえられるのではないかと身構えたが、枢昱に疑う様子は微塵もなく、逆に拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。

　──二人に何かあったのか。

　微び瑛えいを使って何をしようとしたのかを白状しないため、未いまだ、彼女を逃がしたのは蒼天であると多くの人間が腹の底で思っている。そしてその人物が自由になるという日に、こんなことがあったのだ。関与を疑わない方がどうかしているというのに、枢昱の目に疑いの二文字はない。

「分からないことが多すぎるんだ。なぜ黒竜賊が離宮を狙ったのか。蔡妃さまを狙ねらってのことだったのか、それとも永皓さまも狙ったが失敗したのか。──分からないからこそ、憶測を呼ぶ」

「そうだね、たとえば焦った主上側の誰かが黒竜賊と手を組んで、とかどうだい？」

「笑い事じゃないぞ。お前、本当に疑われてるんだからな」

「でもあの場所に逆戻り、じゃないんだろう？」

　ねめつける枢昱に蒼天が茶ちや化かすように言うと、そうだよ、と投げやりな答えが返ってくる。けれどやはり、容疑者を前にしながら捕らえることができない無念はそこに存在していなかった。

「だから他の官に突っかかられる前にさっさと帰るぞ。──ここじゃ話せないこともある」

「おや、『帰れ』じゃないのかい？」

　城門を親指で示す友人の姿に、くすりと蒼天が笑みをこぼす。隣で朱明は目を丸くした。

「怪あやしすぎるんで、見張っておけとさ」

「どうして、枢昱どのが……？」

　二人が親しいのはそれなりに知られた話だ。驪珠と朱明の関係だって、知っている者は多い。それなのにわざわざ枢昱が選ばれた理由が、朱明には分からなかった。

「枢昱が適役だからだよ」

　理由を理解しているらしい蒼天が、行くよと朱明の背中を押しながら言う。

「でも」

「俺も我ながら適役だと思うぞ。──なんせ、誰が見ても永皓さま派の俺が、これまた誰が見ても主上派のお前を見張ってるんだからな」

　とても引っかかる言い方をした枢昱は自じ嘲ちよう気ぎ味みに口の端はしを上げ、行くぞ、と先頭を切って歩き出した。










　城門前で馬車を伴ともないながら居い心ごこ地ち悪そうに待っていた家人は、朱明と蒼天の姿を認め年とし甲が斐いもなく子供のように顔を綻ほころばせたが、枢昱に目を留めると、途端に緊張を走らせた。

　枢昱はこれまで、数え切れないほど青家を訪れている。当然どの家人とも面識があるが、人当たりの良い彼は家人の受けも良かった。事実、朱明はこの家人が枢昱と軽口を交わし合っている姿を見たことがある。

　──永皓さま派と、主上派か。

　自身が驪珠といがみ合っているわけでもなく、また蒼天や枢昱があまりにもいつも通りなので考えも及ばなかったが、両者は今、友情など脆もろく崩くずれ去ったとまで思われているようだった。

　永皓に嫁ぐ驪珠の兄同然の従兄いとこと、玄奏に嫁ぐ朱明の兄。

　二人とも、それぞれの派は閥ばつの筆頭とも言える立場だ。当たり前といえば、当たり前なのかもしれなかった。

「朱明どのが主上に嫁ぐ以上、下へ手たにお前に手出しができなくなった。──それが、お前を捕らえない表向きの理由だ」

　久しぶりに帰ってきた主あるじを出迎えるため、家人たちは寒い中総出で待っていたが、やはり枢昱を見た時の反応は複雑なものだった。苦笑をもってそれらの反応を受け止めた友を家に招き入れると、蒼天はすぐに奥の一室に入り人を払う。温かな食事や酒の支度をして待っていた家人たちは口々に文句を言ったが、やがて渋しぶ々しぶ部屋を離れていった。

「本当の理由は？」

　よほど人を近づけたくなかったのか、蒼天は朱明にお茶を持ってくるように頼んだ。湯気が立つそれを美お味いしそうに飲む姿から、言葉にはしないものの獄ごく中ちゆうの生活で温かい物に飢うえていたことが察せられた。

「……永皓さまを担かつぎ上げようという動きが本格化している。勿論、穏おん便びんな手段なんかじゃない」

　あまりにも自然に告げられた言葉に、げほっと、お茶を飲みながら話に耳を傾けていた朱明はむせた。一瞬だけ二人の視線がこちらに向くが、何でもないと首を振るとすぐに元に戻る。

「我らが大将軍さまか」

「黒竜賊の輩やからが野放しなのも、関わりがありそうなお前の妹が後宮に入るのも、お前が自由になったのも、全部ひっくるめて主上に反感を抱いている武官は多い。俺たちの管かん轄かつが犯おかされてるわけだから、当然といえば当然だが」

「ただでさえ本格化していたのに、今回の離宮の襲撃。主上派がそれならこっちも、と明日にでもやらかしそうな状態というわけか」

「そうだ。──それで、そのためには主上への不信感をあおった方がやりやすい。これがお前を俺たちがあえて野放しにしてる本当の理由だ」

「……まるで傾けい国こくの美女だね」

　蒼天が謳うたうように言い、枢昱が苦笑する。朱明は再びむせそうになるのを寸前でこらえた。

　──でも、そうだ。

　たとえ蒼天を捕らえないのが軍上層の意向だとしても、事情に明るくない人間から見れば、朱明を慮って玄奏がそうさせているように見えるだろう。──そもそも蒼天が釈放されたのだって朱明の後宮入りが少なからず影響しており、快く思われていないのは明白だった。

　女に懸け想そうし、そのために政まつりごとを動かす王。

　国が傾くことを恐れ、王を廃はいし新しい王を据すえようとする官。

　まるで一つの物語のようだ、と自分のことながら朱明も思う。

「枢昱、永皓さま派が動く日取りは決まっているのかい？」

「いや、それはまだ。何かきっかけがあれば動きやすいなという話はしているが」

「それならいい日があるよ。是ぜ非ひ、提案しておいてくれ。君が言えばよほどのことじゃない限り通るだろう」

　どこか楽しそうに告げられた日を聞いて、朱明は盛大に顔を引きつらせた。

　それからもう暫しばらく情報を交換しあった後に枢昱は帰っていった。来る時は青家の馬車で一緒に来たので、帰りの足はない。

「王宮まで十分歩ける距離だし、途中で部下を捕まえてもいいからな」

　送ろうかという申し出を笑って断った枢昱は、一定の歩ほ幅はばで地面を踏み鳴らしながら青家を後にしたのだ。形ばかり見送った家人の目は、もう二度と来てくれるなと語っていた。

　──でも、いいのだろうか。

　遠ざかっていく背をぼんやりと見ながら、朱明は目を細める。

　驪珠が永皓のもとにいる以上、枢昱が玄奏につくわけがない。従妹いとこへの溺でき愛あいぶりは有名だし、誰もが無条件にそう思っている。だからこそ彼は、武力でもって永皓を担ぎ上げようとする者たちの中ちゆう枢すうに取り込まれたのだ。

　──分からない。

　枢昱は蒼天と手を組み、永皓派の叛はん乱らんを阻止する気でいる。けれどそれは、驪珠を敵に回すことになるのに。

　従妹のためなら世界すら敵に回してもおかしくないと思っているはずの男の選択が不思議でならず、しきりに首をひねっていた朱明は、何気なく今日の彼の行動を思い返し、あ、と口許を手で覆おおった。

　──噓、だろう。

　枢昱が、一度もあの鬱うつ陶とうしい従妹自じ慢まんをしていない。

　確かに、ずっと真ま面じ目めな話をしていた。長ったらしい自慢話をするような雰囲気ではなかった。それでも朱明の知る趙ちよう枢昱という男は、気を抜くと平気で脱線して、会話にさらりと驪珠自慢を織おり交まぜるような男だった。

　その枢昱が、一度も驪珠のことを語っていない。

　──それどころか。

　枢昱は、名前すら口にしなかったのだ。あれだけ驪珠にも関わる話をしていたのに、不自然なほどに。

　──知って、しまったのか？

　考えれば考えるほど血の気が引いていく。

　枢昱と蒼天の変わらない関係を見て安あん堵どしていた。──それなのに別の、何よりも強固だと思っていた関係が粉々に崩れ去っていくのを目まの当たりにしたような気がした。

　──驪珠。

　果たして彼女はこのことを知っているのだろうか。

『あの優しい兄さまに軽けい蔑べつされたらって思うと……とても、怖こわい』

　ふいに出会ったばかりの頃に聞いた、今にも泣き出しそうな声が蘇よみがえる。従兄に過去を隠すことに罪悪感を覚え、けれど知られてしまうことを何より恐れていた彼女を、自分は「それくらいで態度を変えるとは思わない」と言って慰なぐさめたのに。

　この枢昱の異変を目の当たりにした今、かける言葉は何一つ浮かんではこない。それでも不安のただ中にいるはずの彼女の側に、寄り添っていてあげたかった。

　──ああ、どうして。

　特別なことをするわけじゃない。ただ会って、同じ空間にいるだけで救えるものだってある。なのにそんな簡単なことすらできない身の上が、ひどく歯がゆかった。

「朱明」

　愕がく然ぜんと立ちすくむ朱明の肩を蒼天が叩く。振り仰ぐと兄は、少し困ったように笑っていた。










「母上は、帰ってくるよね？」

　隣に腰かけた少年の、赤く泣きはらした大きな瞳が不安そうに揺ゆれている。この三日間永皓は、何かにつけてこう問いかけてきた。

「…………」

「ねえ、驪珠」

　小さな手が袖を摑む。あんなにしっかりしていた永皓が、一人になることを恐れ、人ひと肌はだを求めるように驪珠や女官から離れない子供へと変へん貌ぼうしていた。

「蔡妃さま、は」

　永皓にはまだ「死」という単語は伝えていない。まだ遺体が見つかっていないからだ。だから彼が問いかける女官の中にはあやすように希望的な未来を口にする者もいたが、驪珠は到とう底ていそんな気になれなかった。

　──皆は、知らないから。

　部屋に一人取り残され、寝台の上で怯おびえていた彼女を。

　求められた救いを冷たくあしらって、驪珠だけを助け出した孟もう先せんを。

　薄く笑って、蔡妃のことを見下ろしていた飛ひ龍りゆうの姿を。

『すみません。今回ばかりは、貴女あなたに死んでもらわなくてはなりません』

　よく知っている声のはずなのに、聞いたこともない酷こく薄はくな響きを孕はらんだ飛龍の声が、今もまだ耳の中で反響している。信じられなかった。信じたくなかった。──でも、胸をわし摑みにされたような息苦しさが、現実なのだと無情にも告げていた。

　──飛龍さま、どうして。

　微瑛と共に、手の届かぬところへ行ってしまうのだろうか。脳のう裏りに彼と寄り添いながら勝ち誇ほこったような笑みを浮かべる女道士の姿が浮かんできて、驪珠は振り払うようにぎゅっと瞳を閉じた。

「驪珠！　聞いてる？」

　腕を引っ張る永皓が求めている言葉は分かっている。でも言ってあげられなくて、かといって残ざん酷こくな言葉を紡ぐ勇気もなく、ただ曖昧に言葉を濁にごすしかなかった。

　聡さとい少年は驪珠の困こん惑わくを敏びん感かんに感じ取り、怯えたような、傷ついたような顔をする。痛々しい顔が見ていられなくて、驪珠はそっと抱き寄せ、落ち着かせるように癖くせのある髪をすいた。

　──もう三日、か。

　孟先によって奪うばわれていた意識が戻った時、驪珠の目に入ったのはまったく知らない模も様ようが描かれた天井だった。公子宮に一時的に戻ってきたのだと説明する女官の沈ちん痛つうな面おも持もちと、部屋に置かれた長なが椅い子すで丸くなって眠る永皓の姿と、じわじわと蘇ってくる記憶で、驪珠は蔡妃の死を悟ったのだ。

　それからの時間をほぼ永皓と過ごしているため、驪珠の耳にはあまり詳しいことが入ってこない。それでも漏もれ聞いた話によると、あの湖に蔡妃の履はき物が浮かんでいるのが見つかったそうだ。──逃げ遅れ火に巻かれ、咄嗟に逃げ込んだものの泳げるわけもなく……というのが今最も有力な説で、兵士総出で湖の底をさらっているらしい。

　──永皓さまだって、本当は分かってるはずだわ。

　髪をなでていた手をずらし、そっと背中を叩いてみる。手の中でわずかに永皓が身じろいだ。

　かたくなに「帰ってくるよね？」と問い続けている彼は今、八年の人生の中で最も人を困らせているに違いない。人の死が理解できないほど幼くはないはずなのに、それを受け入れようとしない姿に、少なからず困惑を示している女官もいる。

　けれど認めたくない気持ちが、驪珠にはとてもよく分かった。この限られた空間でひっそりと暮らしてきた永皓にとって蔡妃は母親である以上に、世界のすべてだったのだろう。側にいない現実が受け入れられないほどに、大きな存在だったのだ。

　ああ、と驪珠は息を吐く。

　だからこそ、やりきれない。驪珠は現場に居合わせながら何もできず、蔡妃を見殺しにしたようなものなのだから。

　──違う。私が殺したんだわ。

　驪珠が耳環を落としたりしなければ、こんなことにはならなかったはずだ。孟先だって言っていた。「何も知らないままならば、息子が王位につく様くらいは見せてやろうと思っていた」と。

　永皓の横にいるのは、自分のしてしまったことを見せつけられているようで辛い。しかし少しでも彼を慰めたい。側にいることが望まれているのなら、そうしてあげたい。

　相あい反はんする思いのせいで鉛なまりを飲み込んだかのように心が重かった。どこで間違ってしまったのだろうと、そればかりを考える。

「黒竜賊なんて、許さない」

　追い打ちをかけるように、永皓がくぐもった声で呪じゆ詛そを吐いた。まるで蔡妃の怨えん嗟さの声だと驪珠は泣きたくなる。

『黒竜、賊です』

　事情を聞きにきた武官たちを前に、そう断じたのは他ならぬ驪珠だった。

『あの女は、微瑛です。──間違いありません』

　小しよう弓きゆう姫きではない柳驪珠も、微瑛の容よう貌ぼうを知っている。微瑛が捕ほ縛ばくされた時、青蒼天の別邸で過ごしていた驪珠が事件に巻き込まれたことは、きちんと記録として残っていることだ。そして、それを利用するかのように孟先に証言を促され、その発言が決定打となり襲撃は黒竜賊の仕し業わざであると結論づけられたのだ。

　──そう、私の証言で。

　口許が歪む。かつて黒竜党の守護神とまで謳うたわれた自分が、こんな証言をする日がくるなんて、夢にも思わなかった。

　武官たちからかけられた感謝の言葉。心からのそれらが、驪珠の気分をこの上なく陰いん鬱うつなものへと落とし込んでいた。

「ねえ、驪珠」

　知らないうちに手が止まっていたからか、永皓が顔を上げて驪珠を覗き込む。少しやつれたあどけない顔がじっと見上げていた。

「驪珠はいなくならないよね？　僕の側にいるよね？　──僕のお嫁さんなんでしょ？」

「……望まれている限りは」

「なにそれ」

　微び妙みような言い回しをしたことが不満だったのか、唇くちびるを尖とがらせた永皓がそろそろと手を伸ばして頰ほおに触れてきた。子供特有の少し高めの体温が愛いとおしい。

　ずっと側にいますよ、と言ってあげたかった。しかしたとえ驪珠が望んだとしても、きっと叶わないだろうという予感めいたものがあった。

　──私もそのうち、消されるんだろうか。

　思い出したくもないあの晩のことは、瞼まぶたの裏で簡単に蘇る。

『まだ死なれては困る』

　驪珠を指して、孟先はそう言った。

　まだ──そう、具体的には永皓が王位につくまでは、死なれては困るのだろう。

　──でも、その後は？

　死なれても困らなくなったら、きっとあの男は簡単なことで驪珠を切り捨てる。──今回の、蔡妃のように。

　ぞくっと悪お寒かんが走る。

　お前などいつでも消せるのだと、言われてもいない声が聞こえた気がした。

　──そんなのは、嫌だ。

　湧わき上がる気持ちが、蔡妃を理り不ふ尽じんに殺され永皓を悲しませていることへの怒いかりなのか、自分に降りかかってくる死の恐怖なのか、それともまったく別のものなのかは分からない。しかし打ちひしがれていた心の中に、強い気持ちが一つ、鎌かま首くびをもたげたことは確かだった。

「お嫁さんっていえばさ、叔お父じ上うえのお嫁さんになる人って、驪珠の友達なんでしょ？」

　ふいに問いかけられ、驪珠は目を瞬しばたたかせる。叔父上、お嫁さん。その二語とも誰を指しているのか、咄嗟に分からなかったのだ。

　──ああ、そうだ、叔父上っていうのは、主上だわ。

　このまま永皓に嫁げば、驪珠にとっても玄奏が叔父になる。ということは自分にとって叔母は黎華だけでなく、玄奏のお嫁さんも──。

「──お嫁さん？」

　そこまで考え、驪珠は再びぱちぱちと瞬まばたきをした。

「お嫁さん候補ではありましたけど、朱明は、お嫁さんには」

「え、でも五日後に後宮に入るんでしょ？」

「ええっ？」

「さっき、皆が話してたよ」

　ぎょっとして部屋の隅に控ひかえていた女官に視線を送る。驪珠にしては珍しいほどの剣幕だったからか、ひっと引きつった声を上げた女官がこくこくと壊こわれた人形のように何度も頷いた。

「申し訳ありません。てっきり、ご存じかと……！」

「朱明が──青朱明が後宮に入るの？　蒼天さまはどうなったの？」

　しどろもどろになりながら説明された内容は、驪珠にとっては初めて聞くものばかりだ。離宮という隔かく絶ぜつされた空間にいた時ならばともかく、ここは同じ王宮内にある公子宮。どうして自由に行き来ができる月げつ亮りよう門もんをくぐった先での話が耳に入ってこないのだと、頭を抱えたくなった。










　──一体、何を考えているのよ。

　永皓の手を引き、女官を数人従えながら指定された宮へと赴おもむく道すがら、驪珠は何度も心の中でそう毒づいていた。話を聞いてから今日までの五日間、どうするつもりなのかと悶もん々もんとしながら過ごしたのだ。何かあったらどんな些さ細さいなことでもいいから知らせるようにときつく女官に命じ、「急病のため後宮入り延期」といった報しらせが入るのを今か今かと待っていた。

　それなのに今日、朱明の後宮入りを祝う宴席が催もよおされるという。昼から夜まで続くそれが終わった後、二人をどういう展開が待っているかなど、驪珠にだって分かる。そこに至ってしまえば、彼は完全に逃げ道を失うはずだった。

　──そりゃあ、主上は無理強いはなさらないでしょうけど。

　嫌です、と朱明が一言しおらしく言えば、玄奏はあっさりと引き下がるだろう。だがそこを乗り越えたところで、女官がべったりと張りついた状態で送る生活の中、三日も四日も誤ご魔ま化かせるとは到底思えなかった。

　──蒼天さまも、どういうつもりで。

　解放された、とは聞いたが、朱明が男であることが露ろ見けんすれば彼だってただではすまないのだ。考えなしでこの状況に直面しているとは思えないが、それでも不安は不安だった。

　しかし人だかりの向こうにその顔を見つけた時、心の中で渦うず巻まいていた様々な気持ちが一気に霧む散さんする。目を奪われた。それこそ、何も考えられなくなるくらいに。

「──朱、明」

　綺き麗れいだね、と隣で感かん嘆たんの声を上げる永皓に相あい槌づちを打つこともできぬまま、驪珠は食い入るようにその姿を見つめる。

　久しぶりに目にした友人は、名前になぞらえた鮮あざやかな朱色の服を身に纏っていた。結ゆい上げられた銀の髪と、対をなす金色の簪かんざしが日の光を浴びてきらきらと輝いて、まるで宝冠を載のせているかのように見える。

　──凄い。

　朱明の女装姿を見るのは二度目だ。初めて見た時も、目にした瞬間に衝撃を覚えた。だがあの時の雰囲気が「良家の娘」なら、今回は「王の寵ちよう姫き」と呼ぶに相応ふさわしい何かがあった。他者を圧あつ倒とうする気品と、触れれば消えてしまいそうな儚はかなさが混在していて、まるで天女のようだ、と驪珠は思った。

「……あの美び貌ぼうで主上を誑たぶらかしたんですね」

　驪珠の後ろで、一緒に来た女官が苦々しく漏らす。朱明が陰で「傾国の美女」と囁かれていることは、女官たちから聞いて知っていた。

「主上が朱明の女装姿を見るのは今日が初めてよ」

「でも」

「お祝いの席なんだから、そんな顔しないで」

　ね、と念を押すように続ければ、女官はむっつりと押し黙った。それでもまだ言いたいことは山ほど残っているのか、隣に立つ別の女官と目で会話を交わしている。

　そもそも公子宮の女官たちは、今回の朱明の後宮入りにひどく難色を示していた。政敵だとか、蒼天と微瑛との間に見え隠れする関係だとかそういった問題も理由だが、それ以上に蔡妃の身にあんなことがあったばかりだというのに祝い事をするのが許せないのだ。

　蔡妃の遺体はまだ見つかっていない。なのでその死もまだ正式に発表されておらず、慶けい事じを行ってはならない理由はない。だからこそ、玄奏派の者たちは今のうちに朱明とのことを片付け、文句なしに格式の高い娘を后として招き入れる準備に早く入りたいのだ。どうしても暗くなりがちな宮中の雰囲気を慶事で覆い隠したいという狙いもあるはずだし、そもそも蔡妃や永皓が離宮に流された身であることも影響しているのだろう。

　それに、宴うたげが催されるといっても所しよ詮せんは側妾。正后を迎える時に城下まで巻き込んで行うような華々しいものではない。王族と高官を招いて行う、強いていうならお披ひ露ろ目め会や歓迎会程度のものだった。

　──永皓さまもこれで少し気が紛れれば。

　ふと、あたりを興味深そうに見回している永皓を見下ろす。数日ぶりに屈くつ託たくのない、子供らしい笑顔を見た気がした。

　驪珠と永皓が宴に出向くかどうかも、実のところ一ひと悶もん着ちやくあったのだ。女官たちは出なくていいと強く引きとめたが、蔡妃の死が確定していない今は喪もに服して断わるというわけにもいかない。

　朱明がどうするつもりなのか知りたかったし、ここで欠席しては極めて険けん悪あくな状態にある両陣営の仲が更に悪化してしまうような気がして、驪珠は出席を決めたのだった。

「あ、叔父上！」

　永皓が驪珠から手を離し、玄奏のもとに駆かけ寄る。こんな時まで亀を連れている王は甥おいの姿を認め、おお、と嬉しそうに笑った。

「おめでとうございます、叔父上」

「大変な時だというのに来てくれたのか。ありがとう」

　驪珠の背後で女官が舌打ちをする音がする。永皓と玄奏はとても穏やかなほのぼのとした雰囲気を醸かもし出しながら話をしているというのに、どうして周りは上う手まくいかないのだろうかと驪珠はため息をついた。

「叔父上。あの、亀が、最近元気がなくて……」

　黎華が離宮を訪れた日に持ってきた祝いの亀は、まだ小さかった。掌てのひらにちょこんとのるくらいで、女官がお世辞ではなく「可愛かわいいですね」と言えるほどだ。

　何でも永皓はあの火事の日、亀も布団に引き入れて眠っていたとかで、今もしっかり公子宮に生息している。──名前はまだない。蔡妃が大真面目に〝玄奏〟を推おし、驪珠や女官が全員で反対をしてとりあえず保留にしていたところに、あの夜の襲撃があった。

「それは心配いらぬぞ。おそらく冬眠だ」

「冬眠？　でも、〝黎華〟はずっと動いてるよ」

「ずっと眠ったままなど耐たえられぬから、わしは〝黎華〟は冬眠させぬようにしているからのう。永皓にも来年、やり方を教えてやろう」

「本当？　約束だよ！」

　約束だ、と玄奏も返した。一見するとかなり真面目なやりとりに見え、声の届いていない場所からちらちらと視線が投げかけられている。

　まさか皆は、二人が仲なか睦むつまじく亀談義をしているとは夢にも思っていないだろう。

　──頭が痛い。

　公主がまだ会場に来ていないようで、本当によかった。こんなやりとりを耳にしたら、一気に空気が冷え込んで、宴どころじゃなくなるはずだ。

　孟先にとっても苦々しい光景だろうが、彼の姿も見えない。

「永皓は昔から亀の話をよく聞いてくれたが、飼育にも目覚めてくれてわしは実に嬉しいぞ。今度朱明も交まじえて、夜を徹して亀の話でもするかのう」

「あの人も、亀に詳しいの？」

「詳しいぞ。わしよりずっと詳しくて、わしは、学ぶことばかりなのだ」

　どこか誇らしげに胸を張ると、玄奏は高官に取り囲まれている朱明に声をかける。軽く手招きをすると、朱明はすぐに若干動きにくそうに足をもつれさせながらも駆け寄ってきた。

「──り、しゅ」

　次から次へと寄ってくる官吏たちへの対応に追われ、驪珠が来たことに気づいていなかったのだろう。鳶とび色の瞳に驪珠の姿を映した朱明は、声は出さずに口だけをそう動かした。

　一瞬、物言いたげに目が細まる。しかしすぐに気をとり直してぐるりと場を見回し、玄奏に永皓に驪珠と揃った顔ぶれに表情を固まらせた。

「あの、主上。何か──？」

「今、丁度亀の話をしておってのう。永皓にもおぬしの知識を聞かせたいと」

「は……？」

　朱明が一瞬面めん喰くらう。そして状況を飲み込むと同時に、わずかに苦笑しながら息を吐き出した。安堵と拍子抜けが半々に混じった目が、王に手た綱づなをつけられ自由を奪われている亀に向けられる。

　そんな朱明のことを永皓はきらきらと輝いた目で見ていた。美しい女人を間近で見たとか、そういう感動の目ではない。

　──これは、尊敬の眼まな差ざしね。

　朱明はこの瞬間、永皓の中で「亀の人」と分類されたに違いない、と驪珠は思った。

「凄いね。あ、僕は永皓といいます。本日は、ええと──」

　永皓は背筋を伸ばすと、改まった口く調ちようで名を紡いだ。こういうところはあの蔡妃の息子とは思えぬほどしっかりしている。

「──青朱明です」

　このような場で使う祝いの常じよう套とう句くも習ったことがあるのだろう。必死に思い出そうと眉み間けんに力を込めながらも言い淀よどむ永皓を助けるように自然に遮さえぎり、朱明は自らも名乗ると新たな立場に相応しい礼を流れるようにしてみせた。

　傍はたから見れば空恐ろしいことこの上ない顔ぶれで少しの間雑談をした後、玄奏は他の者に呼ばれて名残なごり惜しそうに何度も振り返りながら離れていった。もうすぐ指定された催しの始まる時間で、ちらほらと用意された席についている官もいる。

　驪珠は女官たちに、永皓を連れて先に席へ着いているようにと促した。

「でも……」

「いいから。ちょっと、朱明、さま？　と話があるのよ」

「しかし」

「こんな場で、何を心配してるのよ」

　すぐに行くから、と重ねて言うと、女官の一人が渋々といった調子で公子の手を取った。永皓は素直に頷いて、「早く来てね」と背を向ける。

　永皓が招待席の上座に腰を下ろしたのを確かめてから、驪珠は改めて朱明に向き直った。周囲はざわめきに包まれている。朱明の姿は人を惹ひきつけるので視線はいくつも感じるが、あえて二人に近づいてこようとする勇者はいない。声を聞かれることはないだろう。

「朱明が女官に敵意をぶつけられるのなんて初めて見たわ。……って、ちょっと、何を笑ってるのよ」

「いや、朱明さまって」

「私はまだ正式に嫁いだわけじゃないので敬意を表して。──それよりどういうつもり？」

　厳しく問いつめたいと逸はやる気持ちを懸命に抑おさえ込み、できるだけ声量を落とすように心がける。しかし朱明はまだ笑いが引かないのか、口許を手で隠しながらくすくすと笑っているだけだ。

「……迎えに来てくれるって言ったのに」

　恨うらみ言を言うつもりなどまったくなかった。──けれど気づけば責めるような調子で、小さく口からそうこぼれ落ちていた。

　──こんな所で、何言ってるの。

　自分で自分に吃びつ驚くりする。しかし思い返せば、女官から朱明の後宮入りの話を聞いた時からずっと胸の内で燻くすぶっていたことだった。

『──迎えに来て』

　何でも言ってほしいと請こわれ、その場で思わず音にした願いだった。

　言いながら、どこかで馬鹿なことを、と思っている自分がいた。そんな夢物語のような約束を健けな気げに信じて待つほど子供ではなかったし、巻き込まれている事の重大性も理解しているつもりだった。

　けれども自分は、思った以上に約束に──そしてその後の口づけに、救われ、囚われていたようだ。

　これまで色々な場面で助けてくれた朱明なら。

　妻となるまでにまだ時間があるこの状況なら。

　そんなふうに期待し、夢を見ていたことは否いなめなかった。だから、夢を見ることすら許されなくなったのか、と思った。

　──ここに、いるのに。

　今、目の前に、何の障壁もなく朱明は立っている。

　それなのに──。

　──朱明も、遠ざかる。

　あの雨の日。従兄には届かなかった手が届いて心が震えた。ひどく安堵もした。でも、今手を伸ばしたら、こんなにも近い距離にいながら虚むなしく空くうを切るような気がした。

　見慣れぬ格好をした朱明は、そう思わせるほど遠い存在に思えた。そして迎えに来るどころか自らが出ることも叶わない未知の世界へ足を踏み入れようとしている。

「……迎えに行くさ。でも、次に会う時に、とは約束していないだろう？」

　朱明は、いつの間にかすっかり笑いを収めていた。あの夜のことを思い出すかのように微かすかに目を伏ふせる。長い銀色の睫まつ毛げが、ふるりと震えた。

「全部終わらせて、また日常が戻ってきたらと言ったのは驪珠だ。信じて待っててくれるんだろう？　──大丈夫、終わらせるから」

「でも、後宮に入ったら」

　大丈夫だから、と朱明は繰り返した。その声は、今まであれこれと心配していたことが一気に払ふつ拭しよくされるほど凪ないでいる。

「心配しないで、見ていてほしい。今日は青朱明の、最初で最後の晴れ舞台なんだ」

「どういうこと──？」

「何があっても驪珠を守るから。──主上も、黎華さまも守ってみせる」

　ただならぬ決意を感じ更に問いかけようとしたその時、まるで計はかったかのように着席を促す銅ど鑼らの音が響き渡った。










　玄奏と朱明は、七段ほど階段を上った高い席に揃って座っている。その下の最も王に近い場所に黎華や驪珠、永皓が座り、宰相をはじめとした高官が後にずらりと続いていた。

　ひっきりなしに運ばれてくる料理や酒を嗜たしなみながら、広く空いた中心部で披ひ露ろうされる演劇や芸を楽しみ、奏かなでられる音楽に耳を傾ける。そんなことをしているうちに高かった日はあっという間に沈んだが、目がくらむほどの火を灯ともしながら宴はこれからが本番とばかりに続けられた。

　昼は抑えながら飲んでいた官吏たちも、段々自制が聞かなくなってきたのか頻ひん繁ぱんに杯さかずきの底を見せるようになる。傍はたから見ても酔よっているなと思う姿が増えてきた頃に、驪珠は重みを感じて傍かたわらを見た。

「あ、永皓さま……」

　このところよく眠れなかったことも手伝って、永皓が驪珠にもたれかかる形で静かに寝息を立てていた。これだけどんちゃんうるさい中で、と思うが、それだけ疲れていたのだろう。──ついでに言うと、今目の前で繰り広げられている劇は静かな恋愛譚たんで、子供の眠気を誘うには十分すぎるものだった。

「……これって、いつまで続くの？」

「さすがに夜通しではないですが、おそらくまだ暫しばらくは」

「抜けても構わないかしら？」

「一声かければ問題ないと存じます」

　後方で控えていた女官を呼んで小声で問うと、女官は心得たふうに永皓をそっと抱き上げた。重みがなくなったことを確認し、驪珠も腰を上げる。ずっと座っていたせいで、少しひねっただけで身体が音を立てた。

「驪珠さまは残っていただいて構いませんよ」

「ちょっと気晴らしに歩きたい気分なの。──ちゃんと戻ってくるから」

　宴が決してつまらないわけではないが、座りっぱなしもそろそろ辛いものがあった。女官も察したのかそれ以上は何も言わず、別の女官に二人が退席する旨むねを伝えてそっと会場を出る。上座の二人が消えたというのに、面白いほど誰も注意を向けていなかった。

「──驪珠」

　公子宮に戻り意識のない永皓を着替えさせ寝台に寝かせるのを見届けてから、驪珠は今来た道を歩き出す。声がかかったのはもう少しで宴が行われている宮に着く、という時だった。

　一瞬胸がどきりと音を立てたのは、いきなりだったからか、知った声だったからか。建物の陰からその姿が覗く前に、驪珠は声の主の名を呼んだ。

「黎華さま」

　後ろの女官が身構える気配がする。表面上は取り繕つくろっているが、警戒しているのが丸わかりだった。そんな女官の気持ちを知ってか知らずか、黎華は邪じや険けんに手を振って「先に行け」と命じる。

「すぐに戻る」

「でも」

「でも、なんじゃ？」

「…………いいえ、失礼いたします」

　冷たい火花でも散らす勢いで睨にらみあった両者だったが、先に視線を逸らしたのはやはり女官だった。彼女は悔しそうに拳を握りながら、足早に会場へと戻っていく。

　その後ろ姿を見送った黎華は、勝ち誇った表情で腕を組み、高らかに言った。

「ふん、わらわに勝とうなど百年早いわ」

「どうなさったんですか、黎華さま」

「いや、そなたが抜け出したから、わらわもと。──こんなに近くに暮らしておるのに、前より顔を合わせづらくなるとは厄やつ介かいなものよ」

　そうは思わぬか、と同意を求められ、驪珠は曖昧に笑う。何度も月亮門を通ってつながっているはずの公主宮に行こうと思った。けれど離宮で別れて以来、黎華とは決別したと周囲に思われていることを考えると、実行に移すことができなかった。

「なに、宴を抜け出し二人きりというのも悪くあるまい」

「折せつ角かくの宴なのに」

「あんなもの宴とは呼ばぬ。わらわの全盛期は、望めば毎日あれよりも大きなものができたぞ」

「…………」

　当然のように言ってのけた黎華に、驪珠はあえて意見することを避けた。父親である先王にとにかく溺でき愛あいされていたらしい彼女の、尊大な性格ができあがるまでの過程の一端を垣かい間ま見た気がした。

　──今は朱明が傾国の美女って言われているけど。

　あと十年先王が生きていたら、そう呼ばれるのは黎華だったのかもしれない。

「今でもやろうと思えばできぬこともないが。どうじゃ、驪珠。子守りなどやめてわらわのもとに──」

　冗談ではなく本気の色が見え隠れする誘いは、最後まで続かなかった。不審そうな顔で黎華が背後を振り返る。はじめはその行動の意味を測りかねた驪珠も、一瞬の後に彼女が振り返ったのはすぐ後ろではなく、ここから直接には見えない宴席の場だと理解した。

「──何じゃ？」

　静かな夜だ。楽師の調べは風に乗って運ばれてくる。今の今まで、驪珠にも確かに聞こえていた。

　それが。

「音が、消えた……？」

　一曲が終わったにしてはあまりに唐突な終わり方だった。まるで何かのせいで、無理やり中断させられたかのような。そして代わりに聞こえてくるのは、もっと不ふ穏おんで肌が粟あわ立だつような、不特定多数の人間が放つ、叫びに近い声だ。

　黎華の目が驚きよう愕がくに見開かれる。

「何がっ……！」

　一刻も早く舞い戻ろうと、黎華が身を翻ひるがえす。それに続こうとした驪珠はしかし、状況を把は握あくしようと澄ましていた耳に風を切る別の音を捉とらえ、咄嗟に黎華の腕を思い切り引いた。

　黎華が均きん衡こうを崩しながら驪珠の方へと引き寄せられる。──そしてその直後、とすっ、と小さな音をさせて、地面に矢が突き刺さった。

　矢羽の色は、夜の闇やみに溶け込む漆しつ黒こくだ。

「なっ……」

　大きく喘あえいだ黎華が、矢が飛んできた方向を見る。左斜ななめ上。おそらく屋根の上だ。

　驪珠も暗闇の中、目を凝らす。弓を持った黒い人影が、屋根の上からこちらを見下ろしているのが目に入った。

「何がって、心当たりくらいあるんじゃないですか？」

　楽しそうな男の声が降ってくる。黎華の肩がぴくりと動き、驪珠の手を振り払うようにしてほどくと目を眇すがめながら数歩前に出た。

　──まさか。

　驪珠は逆に数歩、無意識のうちに後ろに下がる。彼に会うのはいい。──けれど、黎華の前では会いたくなかった。

「──謀む反ほん、ですよ。今頃あの場は主上ともども制圧されてるんじゃないですかね」

「ほう、そうか」

　返す声には驚くほど動揺が見えなかった。いつもと変わらず偉えらそうに鼻で笑うと、彼女はふんと胸を反らす。見上げている人物を見下すという、非常に高度なことをやってのける様はさすがとしか言いようがない。

「折角脱だつ獄ごくしたというのに、わざわざ戻ってくるとはご苦労なことじゃ。──だがな」

　黎華は声に怒ど気きを乗せ、長い人差し指を突きつけた。

「わらわを見下ろすとは何事じゃ。頭ずが高いぞ、敬けい達たつ！」

　屋根の上の男燕えん敬達は、一瞬呆気にとられて黎華のことを見返した後、それは愉ゆ快かいそうな笑い声を夜の王宮に響かせた。
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　歓楽街の一角、豪ごう奢しやなわけでも貧ひん相そうなわけでもない料亭の人払いがなされた一室で、一人浮いている朱しゆ明めいは隅すみに陣じん取どりながら、ぼんやりと聞こえてくる声を右から左へと聞き流していた。

「決行日は朱明どのを後こう宮きゆうに迎むかえ入れる宴うたげの日。客に大分酒が回った夜です。できれば永えい皓こうさまを巻き込みたくないので、彼が場を抜けてから踏み込む算段になってます。眠ってくれるのが一番いいですが、そうじゃなくても折りを見て連れ出すようにと女によ官かんの一人に話は通してあります」

　まるで原稿を読むかのように滔とう々とうと告げる枢すう昱いくを、場に集まった玄げん奏そう派の中心人物たちの誰もが驚きよう愕がくの面おも持もちで見つめている。空気を求める魚のように口をぱくぱくと開けたり閉めたりするだけで、ろくな言葉が出てこないでいた。その中で、この場を設けた蒼そう天てんだけが一人、涼すずしい顔をしている。

「大将軍を中心に、血の気に溢あふれた若手の武官が二十五名ほど踏ふみ込む予定です。あとは同時に待機させてある兵をもって王宮を一気に取り囲む。こちらは俺が手を回して阻そ止ししますからご心配なく」

　この部屋でただ一人、永皓派に属しているはずの枢昱はそこで一度言葉を切ると、俺は信頼されてますからね、と口くち許もとを歪ゆがめた。

「し、しかし」

　上うわずった声を上げたのは、公こう主しゆ黎れい華かに娘を仕つかえさせているという高官の一人だった。左右に目を泳がせしきりに顎あごに蓄たくわえた白の交まじる鬚ひげを触る。

「それだけ分かっているのなら、事前に止められないのか」

「俺も主しゆ上じようを危険にさらすのは本意ではありません。でも」

　枢昱は一人一人の顔をじっくりと見回した。蒼天が見定めた数十の男たちは皆、枢昱や蒼天よりも位が高い。それなのにこうして息をつめながら若じやく輩はい者ものの話に聞き入っているのは、何となく滑こつ稽けいだと朱明は思った。

　──まあ、そうもなるか。

　万が一永皓が王位についたら、玄奏に肩入れしてきた彼らがどういう扱あつかいを受けるかは火を見るよりも明らかだ。藁わらをも摑む思いなのだろう。

　それに今や、枢昱も蒼天も、王族の外がい戚せきとなることを約束された立場だ。下手な高官よりもよほど影響力を持っている。不用意な発言ができるはずもなかった。

「今回謀む反ほんに加担するのは孟もう先せんさまから直接声がかかったごく一部の武官です。ですが、武官たちの間では今、主上に対する反感が強まっています。事を起こす前に孟先さまを捕とらえたら、正直どんな形で彼らの不満が爆発するか分かりません」

　だから大将軍が謀反に動いたところを叩たたいて見せつけるのだ、と枢昱は最後まで特にこれといった感情を示さずに言い切った。

　官かん吏りたちが互いに視線を交かわしあう。困こん惑わくに満ちていたが、動揺のあまり我を失ってはいないのは、一応は責任ある官職にある身ということか。

「では──」

　宴に出席できるだけの地位を持つ者もこの場に多くいる。彼らを中心に、どうやって乗り込んできた武官たちの足を止めるか、王の身の安全を確保するかなどが順を追って話し合われていくのを、朱明は一言も口を挟はさむことなく見守っていた。

「しかし、せっかくの晴れの舞台なのに、朱明どのもお気の毒に」

「事が片付いたら、改めて王おう后こうに据すえられるよう、進言いたしましょう」

　話に一段落つくと、官吏たちはこぞって朱明の機き嫌げんを取り始める。うんざりして兄に救いを求めようと首を巡めぐらせたところで、和なごみ始めた場に似合わない、ぴんと張りつめたままの空気を身に纏まとった男の姿を見つけた。

　集まった官吏たちの中でもかなり高齢で、髪も髭ひげも白く、鶏とりがらのように細い。しかし放つ威い圧あつ感は歴戦の将に勝まさるとも劣おとらず、煌きらめきを失っていない黒い瞳は、ひたと枢昱に焦しよう点てんが定められていた。

　──宰さい相しようか。

　確かはじめにそう紹介されたな、と朱明は思い返す。媚こびるような態度を一切取ってこなかったのが、ひどく印象的だった。

「──枢昱どの」

　圧あつ倒とうするとか、そういう類たぐいの声こわ音ねではない。けれど彼の声は不思議と場にしみいるように響き渡り、気づけば朱明を取り囲んでいた官たちも口をつぐんでいた。

「なぜ、こちらに与くみするのですか」

「俺はもともと主上に忠誠を誓ちかった武官ですから」

「──驪り珠しゆどのを、裏切れるのかと訊きいているのです」

　お分かりでしょう、と言う男の声は、有う無むを言わせぬ響きがある。皆もはっとした顔で、これまでとは違う探さぐるような眼まな差ざしを枢昱に向けた。

　枢昱がいかに従妹いとこを溺でき愛あいしているか、知らない者などいない。王に忠誠を誓っているといっても、いざという時は私情を挟みたくなるのが人間の性さがだ。枢昱が驪珠を切り捨ててまで王の身を守ろうとする理由が、誰にも見つからないのだろう。

　そしてそれは、そのまま枢昱が孟先に無条件に信頼される理由にもなっている。

　永皓派から送り込まれてきた間かん諜ちようなのではないか──。

　そんな、疑念に満ちた空気が今さらながら漂ただよい始めた。

「……俺は、俺の信念に従って動いているだけですよ」

　見返す枢昱の瞳は決然としていた。見定めるようにじっと覗き込んでいた宰相の顔が、やがてふいと逸そらされる。

　役目は終わったとばかりに枢昱は立ち上がり、凍こおりついた場の空気を溶かすように蒼天が穏やかな声で手順の再確認を始めた。










　乱暴に宴席に踏み込んでくる足音がした。ぶつっと中途半端なところで切れた玉の音のような音楽の代わりに怒ど声せいや金属がぶつかりあう音がし、一瞬ののちに引きつった悲鳴があちこちで上がる。

　玄奏は完全に腰こしを抜かし、〝黎華〟を盾たてのように抱き込んでいた。控えていた武官がすかさず段の途中に立ち剣や槍やりなどを構えるが、朱明もいざとなれば王の前に立ち塞ふさがることができるよう、長い裾すその下で足の組み方を変えた。

　──来たか。

　一気に張りつめた空気に当てられ、緊張と高こう揚よう感かんがぞくぞくと朱明の身を支配していく。しかし一方で、胸に抱いた一番大きな気持ちは安あん堵どだった。

　──よかった。

　枢昱の情報や兄の計画を信じていなかったわけではない。しかし、宴がもし何事もなく進行し、そのまま終わりを告げてしまったらどうしよう、と心のどこかでずっと心配していた。

　──ここからが本番だ。

　重苦しい格かつ好こうに、官たちの舐なめるような視線と、真逆の詰なじるような視線。それらすべてに黙だまって耐たえたのは、今この瞬間のためだ。

　──思い切りぶち壊こわされてしまえ。

　知ってしまえばすべて顔に出てしまうと考え、結局何も知らされないまま純粋に今日という日を楽しみにしていた王には申し訳ないと思う。しかし何と罵ののしられようとも、玄奏の嫁になるわけにはいかないのだ。

「何事だ！」

　声が出せずにいる玄奏に代わり、朱明はあえて分かり切った問いを発する。段上から偉えらそうに言われたことに腹が立ったのか、乗り込んできた段下の武官が歯ぎしりをした。

　朱明は彼らをより一層あおるように、傾けい国こくの美女らしく、紅べにの塗ぬられた唇くちびるで弧こを描えがいた。

　謀反人の半数はばらけて、高官や近場にいる女官にすでに刃やいばを向けている。残りの半数も今にも段を駆かけ上がってきそうな鬼気迫る顔をしており、護衛武官側もそれに合わせて間合いをつめた。

「ま、待て」

　はっと我に返った玄奏が掌てのひらを突き出しながら叫さけんだ。両者の探り合うような動きが一度ぴたりと止まる。
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「ど、どうしたのだ。何があったのか言ってくれんかのう。話し合いは大切だとわしは思うのだが」

「──主上に、王位を退しりぞいていただきたいのです」

　中心に立ち、重苦しく言い放ったのは孟先だ。何も知らされていなかった官らの口から「大将軍どのが、まさか」という喘あえぎに混じった声が漏もれる。

「話し合いは、大いに結構です。主上がこの場で高官たちを証人に退位を表明してくださるのなら、手て荒あらな真ま似ねは致しますまい。──亀と共に静かに隠いん棲せいできる場所をどこかの離り宮きゆうにてご用意しましょう」

　この時、王の誰よりも近くにいた朱明は、彼の心が少なからず揺ゆれ動いたのを感じた。権力欲があるわけでもなく、ただ転がり込んできた王位に座る玄奏にはその誘いは決して飲めないものではないはずだった。

　けれども王がすぐに顎あごを引くことはなかった。──雰ふん囲い気きに飲まれたのか、それとも多少なりとも王としての自覚があったのかは、朱明には知るよしもなかったが。

「なぜ！」

「なぜ、だと？」

　剣を突きつけられている一人がたまりかねたように叫ぶが、すぐに怒声が切り返される。興こう奮ふんして瞳どう孔こうを大きくしたまだ若い男が、剣を握にぎる手に力を込めた。

「決まっている。永皓さまの方が若年とはいえ、よほど王に相応ふさわしいからだ！」

「主上の最近の行動は目に余ります」

　別の高潔そうな武官も、同様に侮ぶ蔑べつの眼差しを段上に向ける。

「亀を寵ちよう愛あいするまではまだ目をつぶれます。しかし、そんな女に惑まどわされるなど……！」

「朱明は別にわしを惑わしたりはしておらぬぞ。確かに美しいが」

「ふざけないでください！」

　玄奏は大おお真ま面じ目めに返答しただけなのだが、この期ごに及んでどこかずれた主張は残念ながら火に油を注いだだけだった。ぷるぷると手を震ふるわせ、年若い者を中心に激げつ昂こうする。

「青せい蒼天のことも、蔡さい妃ひさまのことも！　女可愛かわいさのあまり黒こく竜りゆう賊ぞくを野放しにしておけと我ら武官に言われるのか！」

「……蔑ないがしろにされる我々の気持ちも察していただきたいのです。国賊への手掛かりが目の前にあるのに、指をくわえて見ているしかない我々の気持ちを」

　よせ、と短く孟先がたしなめる。だが視線はしっかりと、朱明や玄奏に固定されたままだった。

「蔡妃さまは黒竜賊の者によって殺された。しかしその賊と通じる男の妹を、主上は妻に迎えられるという。──それは主上が黒竜賊と手を組み、蔡妃さまを、ひいては永皓さまを亡なき者にしようとしている、とも見えることをご理解いただきたい」

「わしは」

「ご退位を。──でなければ」

　お喋しやべりは終わりだと言わんばかりに、孟先が剣を構え直す。玄奏が救いと答えを求めるようにおたおたと視線を彷徨さまよわせた。

　──そろそろか。

　頭の中で、朱明は叩き込んだ計画を反はん芻すうする。会場の周囲はすでに玄奏派の武官や兵士に取り囲まれており、謀反人たちに逃げ場はない状況が作り出されている。あとは彼らの突入を待ち、折りを見て──。

「──まあ、わたくしったら黒竜賊に殺されたことになっていたの？」

　息の音一つ聞き漏らすまいという極度の緊張が走る中で、場違いなほど純粋な驚おどろきを孕はらんだ声は、吃びつ驚くりするほどよく響き渡った。

　──は？

　こんな話は聞いていないぞ、と朱明は目を見張り、隅の方で一連の様子を見守っていた兄の顔を窺うかがう。驚きは浮かんでいたが、どこか楽しそうな顔に見えた。悪い方向に転がったわけではなさそうだと推察しながら、今度は声の主ぬしを探しにかかる。

　女官の数は少なくないので見つけるのに難なん儀ぎするかと思えば、そんなことはなかった。

　一部の人間の顔が、同じ方向に向いていたのだ。視線を追う形で朱明だけでなく皆の視線がある一点に吸い寄せられる。

　何の特徴もない、壁の花となっていた女官だった。格好はどちらかというと地味で、少し癖くせのある髪を飾る玉も少ない。中程度の地位にいる女官に見えるが、それにしては近くにいる者たちの様子がおかしく、まるで幽霊でも見たかのような反応を示していた。

「蔡妃、さま……？」

　最初にその名を紡つむいだのは、果たして誰だったのか。信じられないと震える声に、「なあに？」と蔡妃はごく穏やかに返した。

「──っ！」

　驚愕が波は紋もんのように広がっていく。すぐ隣となりにいた一人が、実体があるのかと手を伸ばし、触る勇気を持てずにすぐに引っ込めた。

「本当に、本物ですか？」

「あら、死んだと思われていただけじゃなくて、偽にせ者ものまで現れていたの？」

　ひどいわ、と蔡妃が頰ほおを膨ふくらませる。幼おさな子ごのような反応に、慌てて皆が首を振った。

「そうではなくて……いつから、ここに」

「割と最初からいたわよ。皆、気づいてくれないんですもの。困っちゃったわ」

　別の意味で青ざめる周囲の動揺などまるで意に介かいさずに、蔡妃は弾はずむ声で続ける。

「あ、三つめの演目、とても素敵だったと思わない？　あの劇団を今度は公子宮に招きたいと思ったわ。今度はもう少し子供向けのものを頼もうと思うの」

　ふんわりと、蔡妃は甘味を頰張った子供のような笑い方をした。遠目からだし、何より朱明は彼女と面識がない。だからその真しん偽ぎを確かめる術すべはなかったが、取り囲む人々の困惑ぶりと、玄奏に勝るとも劣らないどこかずれた発言が、本物であると確信させてくれた。

　──でも、どうしてここに。

　本物であるとゆるゆると事実を認識し始めた人々が、誰か訊けと言わんばかりに目め配くばせをしあう。

　遺体は見つかっていなかった。

　けれどあの襲撃の晩、誰かのせいで一人取り残されたのではなかったのか。自力で脱出したのだとしたら、今まで見つからなかった理由も、出てこなかった理由もない。

　何者かが助けたのだ。──助けて匿かくまって、あえて今日この日に女官の中に埋まい没ぼつさせる形で宮中に戻した。

　──一体、誰が。

「まったく、何でもかんでも黒竜党のせいにされちゃ、たまったもんじゃないね」

　突とつ如じよ、蔡妃の甘やかな声とは正反対の、乱暴な声が降り注そそいできた。脇わきにある二階建ての建物の紅あかい屋根の上に二つの人影があった。

　一人は長い髪を遊ばせ、扇おうぎで口許を隠す女。──そして彼女を従えるように立っているのは、黒衣を身に纏った男だった。

「そりゃあ、火を放ったのはあたしらだけどさ」

「──お前はっ……！」

　夜の闇の中浮かび上がった顔に、武官の一人が大きく息を吸う。彼らの多くが囚とらわれていた際の彼女の姿を目にしたことがあった。

「黒竜賊の、微び瑛えい……！」

　闇を切り裂さくような鋭するどく苦々しい声に、女の正体を把は握あくした人々がざわめきだす。玄奏は〝黎華〟を胸に抱いたまま、ぽかんと口を大きく開けていた。

　その中で朱明は立ち上がると目を眇すがめ、女の横に立つ人影を凝ぎよう視しする。彼女がああやって付き従うことを良しとする人物を、朱明は一人しか知らなかった。

「あいつ……！」

　やってくれたな、と思ったが、この場を悪くさせるためにやって来たとはまったく思わなかった。あの男のことは嫌いだ。大嫌いだと言っても過言ではない。けれど驪珠の害になる道を選んだりはしないだろうというただ一点においてのみ、朱明は他の誰よりもあの男を信頼していた。

「な、何をやっている！　射れ！」

　焦あせりを孕はらんだ孟先の怒声が聞こえ、弾はじかれたように武官たちがめいめいに弓矢に手をかける。ちっと女が舌打ちをして、男を庇かばうように前に立った。自然な動きに男の立場が上だと悟さとった周囲が息を飲む。

「あの女道士も幹部だったよな。ならあの男」

「大物か？　しかし」

「とにかく捕えれば──」

「──待って」

　ぎりり、と一いつ斉せいに弓を引き絞しぼる武官たちを静かに制したのは蔡妃だった。彼女が誰よりも黒竜賊を恨うらんでいると知っている皆は、信じられないと、先ほど彼女が姿を現した時以上の驚愕を向ける。

　しかし蔡妃はじっと、複雑そうな顔をして屋根の上を見み据すえていた。胸の前で握った手が微かすかに震える。彼女は一度目を伏ふせると、何かを振り切るように小さく首を振り、もう一度顔を上げた。

「黒竜賊は嫌いよ。でも」

　違うの、と小さく呟つぶやく彼女は、自分で自分の感情を持て余す子供のように朱明の目に映る。

「あの人たちは、私を殺して──でも、そうやって生かしてくれたの」

「蔡妃さま、意味が……」

　まさか黒竜賊と通じているのだろうかと、拘こう束そくを迷う視線が武官の間で交まじわった。しかし蔡妃はそれには気づかず、苦しそうに顔を歪ませると、これまで胸につかえていたのだろう決定的な一言を吐はき出した。

「ここで一度死んでくれ、と彼らは言ったわ。そうでないと、また別の形で命を狙ねらわれるからと。──永皓しか必要ないからと、わたくしにはもう用がないから殺せと言った孟先に！」

　しん、と痛いほどの沈ちん黙もくが場に落ちる。それは瞬まばたき数回分程度の長さにしかすぎなかったが、とても重苦しく、そして息苦しいものであった。

　大勢の視線を一手に受けた孟先の顔には、一見動揺や焦りは見いだせなかった。肩で大きく息を吸った彼は、ぎろっと獰どう猛もうな動物のように闇の中で目を光らせる。

「何をしている」

「あ……」

　地を這はう声は不機嫌そのものだった。放たれる気き迫はくに何人かの剣先がかたかたと音を立てる。威圧されたのは直接言われたわけではない文官や女官も同じで、中にはへなへなと腰を抜かした者もいた。

「蔡妃を捕えよ。──黒竜賊がこれまで何をしてきたか、知らぬわけではないだろう。その程度のことを言わせるのは簡単だ」

　怒ど鳴なり散らすわけでもなく、声はただただ厳おごそかで自信に溢れている。馬ば鹿か馬鹿しいと一いつ蹴しゆうする態度に、皆の中に迷いが生まれたことは確かだった。

「そんな、わたくしは」

「早く──」

「──そんな簡単なことじゃないんだけどね。どれだけやっても才がない人にはできないし」

　不本意そうに微瑛が口を挟む。それを聞いて、今まで沈黙を貫つらぬいていた男が初めて口を開いた。

「嫌味ですか」

「気のせいだろ。考えすぎだよ、飛ひ龍りゆうさま」

「飛龍？　黒竜賊の、あの飛龍か……！」

　彼をよく知る朱明から見れば馬鹿馬鹿しくもある二人の応おう酬しゆうは、再び官吏たちの驚きを誘った。昔散々苦しめられてきた賊徒。その首領の跡あと取とり息子の名を知らぬ者は、この場にはいなかった。

「まさか」

「いや、しかし年格好は」

　起こったどよめきを屋根の上から見下ろす飛龍は涼しい顔をしている。本当にいいのかい、と微瑛は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をして問いかけ、いいんですよ、と飛龍が笑う。

「……そうかい」

　一歩下がった微瑛は、諦あきらめの息を吐いた。

「あのだかどのだかは知りませんが、僕は確かに黒こく飛龍ですよ。──でも」

　飛龍はもったいぶってよく通る声を一度区切り、微瑛と入れ替わるように前へ進み出て、一心に自身を見上げている官たちを一いち瞥べつする。闇の中で妖あやしく光る碧あおい瞳に因われるように誰もが手を止めていた。今、この瞬間に射殺してしまえばいいはずなのに、誰も──あの孟先ですら思い至っていない様子だった。

　黒竜賊の頂点に立つ者として育てられた彼の持つ資質に皆が飲み込まれているのかもしれない。微瑛が何か策を講じているのかもしれない。それらを確かめることはできないが、今この場が飛龍によって支配されているということだけは確かだった。

　朱明は目を細め、視線を一身に浴びる男を観察する。

　微瑛がずっと彼に固こ執しつしていた理由が分かった気がした。あの男と──隣に小しよう弓きゆう姫きが並んで立てば、たちまち人心を惹ひきつけるだろう。

「──今は義ぎ賊ぞく臥が竜りゆうと呼ばれることの方が多いので、そちらの名で呼んでいただけると嬉うれしいです」

　──言ったか。

　朱明は知らないうちにつめていた息を吐き出す。

　臥竜の正体を知る者はこれまでいなかった。現れた時期が時期なので黒竜賊との関係が噂うわさされていたがあくまで憶おく測そくの域を出ないものであったし、性別も構成人数すらも不明とされ、その一切は謎なぞに包まれていた。

　それなのに大勢の前に顔をさらし、過去の名と共に名乗る彼にどれだけの決意があるのかは朱明には分からない。だが誰のためにそれだけ大きなものを懸かけ、蔡妃と共に現れたかは火を見るより明らかなことだった。

「あれが、臥竜……」

　隣で玄奏が呆ぼう然ぜんと呟く。何気なく目を向けると「おぬしはかつてあの男にさらわれたのか」と亀に向けてしみじみと話しかけていた。

　緊張感には欠けるが実際大物なのかもしれないと朱明は喉のどの奥で笑う。

「義賊臥竜は曲がったことが嫌いでしてね」

　飛龍はまるで歌うように続けた。

「そこの大将軍どのには殺せと言われたのですが、どうにも納なつ得とくができなくて。──代わりにあの場から、盗ぬすませていただきました」

「大将軍に、言われ……？」

「ああでもきちんと筋は通さなければなりませんね。お世話になったお礼は申し上げておきます」

　飛龍は胡う散さん臭くさいほど爽さわやかに笑うと、微瑛の肩に手を置いた。

「彼女を牢ろうから出してくださったのも貴方あなただそうで。どうもありがとうございます。──ほら、微瑛」

「……あたしはここで失礼するよ。敬けい達たつにもよろしく言っといてくれ」

　では、と飛龍は優ゆう雅がに一礼すると、身を翻ひるがえして闇の中に消えた。途中均きん衡こうを崩くずし微瑛の手を借りていたように見えたのは、きっと朱明の気のせいではないだろう。

　姿が見えなくなってもしばらく見送っていると、ふいにからん、と乾いた金属音が耳に飛び込んできた。

「あ、あ……」

　孟先に付き従って乗り込んできた者の一人が、剣を落とし肩を震わせている。他の武官たちも互いに顔を見合わせ、困惑しきった様子を見せていた。

「あら、信じてくれたのね？」

　よかったわ、と気の抜けた嬉しそうな声がする。胸をなでおろした蔡妃はそこできょろきょろと周囲を見回した。

「ところで、永皓を知らない？　いつの間にか姿が見えなくなっていて。きっと心配していると思うのよ」

　早く会いたいわ、と繰り返す蔡妃の声に、誰もが知らず知らずのうちに毒気を抜かれてしまう。──その一瞬の緩ゆるみを、歴戦の将が見み逃のがすはずがなかった。

「──逃げたぞ！　追え！」

　数々の戦場をしぶとく生き抜いてきた男はここで諦めようとはしなかった。駆け寄ってきた武官数人を易やす々やすと弾き飛ばすとあっという間に闇に紛れてしまう。

「朱明っ……？」

　にわかに混乱した場に乗じて朱明も駆けだした。背中にかかった王の制止の声に、振り向くことはしなかった。










　ひとしきり笑い終わった敬達は、屋根の上から軽やかに飛び降りた。足をかなりの衝しよう撃げきが襲おそっているはずなのにそんな素そ振ぶりは微み塵じんも見せず、不要となった弓を傍かたわらに放り投げると剣を抜く。

「改めまして、お久しぶりですね黎華さま。お元気そうで。──驪珠ちゃんはいつ以来だったかな。あの時の怪け我が、すっかり治ったようでよかったぜ。やっぱり女の子の顔に傷はいただけないよな」

「……怪我？」

　無意識のうちに驪珠はあの時弦つるで切った頰をなでていた。二人の間で会話が成り立っていることに気づいた黎華が形の良い眉まゆを寄せる。

「何の話じゃ。──驪珠、そなた、まさか敬達と」

「会いましたよ。夜中に二人きりで。勿もち論ろん、あのうるさい保護者には内緒でね」

「何を……！」

「嫌だな、黎華さま」

　敬達が軽く肩をすくめた。

　今日の敬達は、王宮の武官に紛まぎれ込むためか、驪珠も見慣れたあの華やかな近衛このえの軍装を身に纏っている。彼の仕草は緊張感があまり感じられないものなので、つい昔の公こう主しゆ宮きゆうで話しているような錯さつ覚かくにとらわれた。

「無ぶ粋すいなこと、聞かないでくださいよ。二人きりでやることなんて決まってるでしょう」

　黎華の肩がぴくりと動く。彼女は冷ややかな目で敬達を一瞥し、次いで驪珠の方を振り向いた。瞳には険けわしい色が揺らめいており、驪珠は無意識のうちに更さらに一歩後ろに下がった。

「黎華、さま。私は……」

「この馬鹿から永皓に乗り換えたのか？　それとも逆か？　どちらにせよそなた、男の趣味が──」

「──違います！　断じて違います！」

「分かっておるわ」

　黎華はため息交じりに言って目を伏せた。冗じよう談だんでも言っていないとやっていられない気分だったのかもしれないし、その他に思い浮かぶものよりは、この方が断然ましだと思ったのかもしれない。

「では、何のために会った？」

「それは……」

「……以前、離宮で蔡妃と話しておった耳みみ環わの話と関係があるのか？」

「──っ！」

　今ここでその話を蒸し返されるとは夢にも思っていなかったので、驪珠は身体からだを強こわ張ばらせた。しかしそれは肯こう定ていしたも同義で、黎華は再び胡う乱ろんな眼差しを敬達に向ける。

「俺と驪珠ちゃんの人には言えないあれこれを語りたいのは山々なんですが、今は黎華さま。あなたに用がありましてね──俺に口く説どかれてくれませんか」

「ほう、話したら口説かれてやってもよいぞ」

「へえ、大人しく捕まってくれますか？　怪我をさせるのは、あまり本意ではないんですよ。王も公主も捕縛すればよい、とのことで」

　敬達が一歩踏み出す。それでも黎華は退ひかなかった。

　しかし美しい顔には苦く渋じゆうの色が混ざり、赤い唇は無意識のうちに引き結ばれている。

「敬達さま！」

「おっと、動くなよ」

　小弓姫、と口の動きだけで示し、彼は先ほど傍らに投げた弓を更に遠い所に蹴り飛ばした。

　驪珠に一度弓が渡れば近距離といえど危ないと、敬達は小弓姫の腕前を高く評価しているようだった。

　黎華は敬達から目を離し、じっと宴の会場の方を見る。音楽は相変わらず流れてこない。そして、剣けん戟げきの音や悲鳴が風に乗って流れてくることももうなかった。

　──まさか、もう。

　あまりの静けさに、じわじわと恐怖が這い上がってくる。心臓が二人に聞こえそうなほどせわしなく動き、脳のう裏りは勝手に最悪な光景を描き出した。

　──こんなことを望んでたわけじゃ。

　ぎゅっと心臓をわし摑づかみにされたような気がする。己おのれが永皓を王にするための道具だということは分かっていたが、最終的に孟先たちが目指しているものがここまで血なまぐさいことだとは思っていなかった。

　他者を犠ぎ牲せいにすることがここまで苦しいものだと、驪珠は今初めて知った。

「……そうか」

　玄奏が押さえられているのなら自分があがいても意味がないと思ったのか、黎華の口の端が自じ嘲ちよう気味に上がる。肩の力を抜いた黎華に、敬達がゆっくりと手をかけ──そして即座に飛び退のいた。

「なっ！」

　黎華と敬達の間を矢が一本通り抜けていく。敬達が飛び退かなければ、首か顔に当たっているような高さだった。

「一番得意な武器を簡単に手放すもんじゃないぞ」

　先ほど敬達が蹴り飛ばした弓を使ったその人は、弦の振動がなくなるのを見届けるかのようにゆっくりした所作で構えを解いた。

「うちの爺じいさんに、もう一度鍛え直してもらったらどうだ」

「余計なお世話って言葉知ってるか、枢昱。──大体お前、こっち側の人間だろう。何してくれちゃってるんだよ」

「それは悪かった」

　枢昱は弓を丁寧に足元に置くと、すらりと剣を抜いた。──向けた先にいるのは敬達で、彼はまじかよ、と口許を引きつらせる。

「謀反は失敗だ。計画は全部筒抜け。今頃は大将軍たちが制圧されてる頃だろう」

「お前、正気か……？」

　驪珠は目の前で起こっていることがよく分からなかった。ただ対たい峙じしあう二人に、過去に趙ちよう家で両者が戦った記憶が蘇よみがえり、ついでにその時敬達に拘束され足手纏いになった自分を思い出し、咄とつ嗟さに黎華の手を引いて彼から引き離した。

　捕縛がてら黎華を盾にしようと目もく論ろんでいた敬達が舌打ちをする。

「おいおい、驪珠ちゃん。一体どっちの味方だよ」

「…………」

　沈黙しか返せなかったのは、自分でもよく分からなくなったからだ。

　──でも、私は。

　敵とか味方とか王位とか、そういう難しいものは驪珠には関係なかった。ただ今まで通り、皆で笑っていられたらそれでよかったのだ。

　だから黎華に傷ついてほしくない。──それが自分の首を絞めることにつながっていても、まったく構わなかった。

　枢昱との間合いを慎しん重ちように計っている敬達は、どうしたものかと剣先をぐるぐると回した。

「お前、孟先さまを裏切ったんだな？」

「もともとあの人に捧げた忠義じゃない」

「……でも驪珠ちゃんは自分の意思で永皓さま側についた。それを、お前……」

　──兄さま。

　知らないうちに胸元で握りしめていた拳こぶしががくがくと震えていた。少しでも気を抜くと座り込んでしまいそうだった。

　──見捨てられた？

　あの日──あの、手が届かなかった日。自分は完全に、従兄いとこに愛あい想そを尽つかされたのだろうか。

「自分の意思？」

　冷ややかに枢昱が笑う。そんな笑い方を今まで驪珠は知らなかった。

「脅おどされての間違いだろう。本当に驪珠が永皓さまに惚ほれてたのなら、俺だってきっとお前の側で剣を振るってたさ」

「枢昱？」

「でもな、違うだろう？　驪珠はお前たちに脅されてた。大方、蒼天の名前も出したんだろ？……そんな奴らに、大事な従妹は任まかせておけない。だから返してもらうことにしたんだよ」

　──知ってるんだ。

　知ってしまったんだ。そう、確信した。

　──それなのに。

　驪珠は目を見開いた。息が苦しい。信じられない思いで胸がいっぱいになった。

　──大事な従妹。

　今まで数えきれないほど愛に満ちた言葉を囁ささやかれてきた。鬱うつ陶とうしいと思ったことは数え切れない。それがこんなにも甘美な響きを持っていたなんて、知らなかった。

「お前っ……！」

　敬達は絶句し、一瞬完全に動きを止め枢昱を凝視する。

「そこまで分かってるなら知ったんだろう？　そいつの正体を！」

　驪珠が永皓の后として今後有り続けることを思えば、それは今ここで決して言っていい言葉ではなかった。しかし思わず口走ってしまうほど、敬達は動揺していたのだろう。

　けれど枢昱は顔色一つ変えずに受け流す。

「それがどうした」

「なっ……！」

　敬達は絶句し、そしてたまらないとばかりに声を張り上げる。

「小弓姫なんだぞ、お前の従妹は！　正気なのか!?」

「いいか、敬達。教えてやる」

　枢昱は剣を構え直すと、一息に敬達の胸元に飛び込んだ。

「兄貴が妹を守るのに、理由なんていらないんだよ！」

　鬼神のように剣を振りまわす枢昱の目は、完全に据わっている。

「俺はな、敬達。お前に滅め茶ちや苦く茶ちや腹が立ってるんだ」

　つばぜり合いの状態で枢昱が叫ぶように言った。必死に押し返す敬達は、誤ご魔ま化かしきれない身体の衰おとろえがあるせいか返事をする余裕もなく防戦に徹している。
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「何が逢あい引びきだ！　何が保護者に内緒だ！」

　聞き覚えのある言い回しに、驪珠は従兄がどうやって己の正体に辿たどりついたのかを知った。

　──あの時。

　確かに枢昱が驪珠に対して不自然な態度を取るようになったのはあの日の翌朝からだった。

「おまけに傷物にして返してきやがって！」

「あれは不ふ慮りよの事故だ！」

「黙れ！」

　たまらずに荒い息の合間に敬達が反論するが、枢昱はすぐに怒鳴り返した。二人とも息を飲むほど真剣に立ちまわりを演じているのに、口にしているのは子供の喧けん嘩かだ。

　それでも驪珠は嬉しかった。──兄さまが帰ってきたと、ただそれだけを思う。

「心配したんだぞ！　色々な意味で！　でも朝帰りの理由なんて訊けないだろ！」

「知るか！」

「──前に言ったろ」

　枢昱はおもむろに左手を剣から離すと、相手の腰に手を伸ばす。提さげていた鞘さやをするりと引き抜き、そのまま無防備な敬達の腹へと思い切り突き立てた。

　みぞおちにきれいに決まったらしく、敬達は剣を取り落としてその場に崩れ落ちる。

「俺の従妹に危害を加えたら黙っちゃいない。今度こそ、その足りない脳みそに刻きざみ込んでおけ」

　そう言って枢昱は敬達の落とした剣を踏み、その首筋に自分の剣を突きつけた。

　ようやく動きを止めた男たちの、肩で息をする音だけが聞こえてくる。驪珠も黎華も動かずに、ただ二人の上下する肩だけを無言のまま見つめていた。

　浮かれていたのだと思う。かつて蔡妃のもとに出発する際、家人たちが言った噓うそみたいなことが真実となり、驪珠は今すぐにでも子供の頃のように従兄の胸に飛び込んでいき、思い切り泣きじゃくりたいほど、嬉しくて嬉しくて仕方がなかった。

「驪、珠……」

　だからぎこちなく呼ばれた名前に、驪珠は一気に冷や水を浴びせかけられる。

　青せい灰かい色しよくの瞳に浮かぶこれまでに見たことのなかった疑心と、手を伸ばしても届かないくらいに開けられた距離が、すべてを物語っていた。

　──知られて、しまった。

　かつて黎華が語った黒竜党への思いが、一つ一つ耳の中で再生される。やがて頭の中は再生された音でいっぱいになり、他に何も考えられなくなった。

　怯おびえるように一歩退く。距離をつめることもなくただ立ち尽くしている黎華の眼差しは、いつものような苛か烈れつさは身を潜めていたが、驪珠の知るどの眼差しよりも恐ろしかった。

「黎華さま、その」

　敬達の首筋に剣を押しあてたままの枢昱が冷静さを取り戻したようで、しまった、と顔を歪めた。しかし黎華の視線は彼には向かない。今なお、じっと驪珠へと定められていた。

「……小弓姫、なのか」

　長い長い永遠とも思える沈黙の後、黎華はついにぽつりと呟いた。静かな問いかけだ。いっそ、声高に罵ののしってくれればと真っ白になった頭のどこかで驪珠は思った。

「そなた、は、ずっと──」

「──ごめんなさいっ！」

　それ以上、続きが聞けなかった。驪珠は大きな声を黎華に被かぶせると、くるりと後ろを向いて脱だつ兎とのごとく駆け出した。

　焦った枢昱の声が追いかけてきたが、立ち止まることも、走りながら後ろを振り返ることもできなかった。ただすべてが終わってしまったんだと思いながら、あてもなくやみくもに走り続ける。

　──ごめんなさい。

　黎華は何と思っただろうか。何と続けたのだろうか。

　いつか自分の口から言える日がくればと思っていた。逃げたくないと、そう思っていたはずだった。それなのにいざ直面すると言い訳の言葉一つ思い浮かばずに、背を向けてしまった自分が情けなくて仕方がない。

　枢昱の言葉に一瞬でも浮かれた自分も許せなかった。

　──兄さまは特別なんだ。

　彼は血のつながった従兄だが、黎華は王族の──公主さまなのだ。以前彼女が黒竜党を「叛はん徒と」と呼んだことを思い出しながら、驪珠は唇を嚙みしめた。

　──あ、戻ってきた。

　何も考えずに走っていたつもりが、しっかりと知った道を選択していたらしい。気づいた時に目の前にあったのは、今の居きよ所しよである公子宮だった。

　──どうしよう。黎華さまが知ってしまった以上ここにいられるのも時間の問題だ……。

　物陰で逡しゆん巡じゆんしていると、次の瞬間公子宮の中でわっと歓声が上がった。何事か、と驪珠は耳を澄ます。まだ女官は普通に起きている時間ではあるが、疲れて眠りに落ちた永皓もいるのだ。女官たちが彼を無視して騒がしくするなど、にわかには信じられなかった。

「蔡妃さま、よくご無事で……！」

　──今、なんて。

　ふいに拾ってしまった声に驪珠は耳を疑う。見つからないように注意を払いながら入口に近づくと、中では「蔡妃さま、蔡妃さま」と女官たちが彼女の名前を嬉しそうに連呼しているのが分かった。

　──生きて、たんだ。

　歓喜が胸の中で湧き上がった。そして、飛龍が誰も手にかけていないという事実にひどく安堵する。

　けれど、と驪珠は踵きびすを返した。

　──もうここには戻れない。

　あの時、煙に満ちた離宮の中で、蔡妃は己の正体を知ってしまった。もう合わせる顔などありはしない。

　──一体どうなってるの？　朱明や主上は……!?

　あちこちで慌ただしく武官や兵士たちが走り回っている。誰かを追っているように見え、不安をあおられながら、驪珠は人目を避けながら宴の会場へ向かった。

「──驪珠？」

　そんな時にかけられた声に逃げ出さなかったのは、それが知っていて、かつ逃げ出す必要のない声だったからだ。

「こんな、ところに……！」

　夜目にも鮮あざやかな衣装を、はしたないほどたくし上げながら走ってきた朱明の息は完全に上がっている。長い裾とじゃらじゃらついた装飾品が動きを阻はばんでいるだけでなく、相当長い間走り回っていたことが窺えた。

　朱明は駆け寄りながら腕を伸ばして、逃がさないとばかりに驪珠を自分の胸へぐいと引き寄せる。

「よかった。探したんだ」

「朱明も、無事でよかった」

「さっき枢昱どのにも会って、黎華さまのことは聞いた。心配していたぞ」

　先ほどまでのことを思い出し、驪珠は力なく項うな垂だれる。

「……公子宮に蔡妃さまが生きて戻ってこられたわ。もうあそこにもいられないし、私どうしたら」

「じゃあ一緒に行こう。──実は私も逃げてるんだ」

　思わぬ返しに驪珠は朱明の顔を見返した。

「蔡妃さまが戻ってきたのはよかったが……あの義賊野郎が余計なことをしてくれたせいで私の予定は滅茶苦茶だ」

「……飛龍さまが？」

　遅まきながら、驪珠は蔡妃がただ帰き還かんしただけではないことを察し始めた。飛龍は彼女を孟先の手から守るだけでなく、何か一石を投じてくれたのだろう。──おそらくは、驪珠のために。

　──王宮に、朱明の前に現れたのね。

　今はどこに、と考えたところで、朱明はすべてを見透かしたように肩をすくめた。

「言いたいことだけ言って、とっとと帰ったぞ」

　不機嫌そうに吐き捨てた朱明はすでに激しく乱れた髪を摑み、更にぐしゃぐしゃにする。宴の席ではあれほど神こう々ごうしく見えたというのに、今では見慣れた彼にしか見えないから不思議だった。

　その変へん貌ぼうぶりと、いつも通りの彼の姿に張りつめていた気持ちが緩む。くすりと笑うと「笑ったな」と朱明が何か詰めものでもしてあるらしい胸をなでおろした。

「今にも死にそうな顔をしていたから。──まったく、死にたいのはこっちだ」

「え……？」

「傾国の美女など、いらないだろう」

　朱明は薄うすく笑い、今日が最後のつもりだった、と乾いた声で言った。

『今日は青朱明の、最初で最後の晴れ舞台なんだ』

　宴の前に聞いた、含ふくみのある言い方を思い出す。

　──そういう、つもりだったのか。

　傾国の美女は、男装の美少女は、青蒼天の妹は今日を限りにいなくなる予定だったのだ。きっともう、朱明が見事な銀髪を高く括くくっている姿を見ることはないのだろう。

　──そうしたら。

　そうやってすべてを終わらせてから、約束を果たしてくれるつもりだったのだろうか。

「謀反の制圧の際に適当に巻き込まれて怪我でもして、一度家に帰って死んだことにしてもらう予定だった。適当に切りつけてくる役目も兄上の息がかかった武官に頼んであったのに、あいつが乱入してきて……」

「……でも、どうして今逃げてるの？」

　分からない、と驪珠が首を傾かしげると、朱明がぞっとした顔で自分の身を抱きすくめた。

「今、女官にでも捕まってみろ。何事もなかったようにさっさと寝室に放り込まれて初夜に突入だ。いくらなんでも冗談じゃないぞ」

　思い浮かべて鳥とり肌はだが立ったのか、朱明はしきりに腕をさすっている。玄奏も無事なようでよかったが、今度は閨ねやで朱明を今か今かと待っているのだろうと思うと、とても不ふ憫びんだった。

「よし、驪珠。靴を預けるから、私は謀反まで引き起こす原因になった自分に責任を感じて堀に飛び込んだとでも言っておいてくれ」

「ちょっと、冗談でも──」

　やめて、とは声にならなかった。朱明が掌で驪珠の口許を覆い、更に物もの陰かげに引き込んだからだ。

　──な、何？

　服に香が焚たきしめられているせいか、近づくといい匂においがした。とても近くに朱明の身体を感じる。相変わらず男にしては華きや奢しやだが、こうして密着すると隠しきれない、女にはない固さと逞たくましさがあった。

　玄奏のことがなくても、そろそろ限界だったのだろうと思う。──むしろよく今までばれなかったものだと感心するほど、彼の身体はきちんと男のものだった。

　放心していた驪珠は、はっと我に返ると手から逃れようと身をよじる。しかし朱明に「動かないでくれ」と耳元で囁かれ、さらにはますます抱き寄せる手に力を込められて、肩から一気に力が抜けた。

　──動けない。

　動けなく、なった。

　首を動かすことくらいはできたが、少し横にずらせばすぐそこに朱明の端たん整せいな顔がある。気き恥はずかしくて、結局驪珠はひたすら前を向き続けるしかなかった。

「いたか？」

「そっちに……！」

　険けわしい武官の声と共に足音が近づいたり遠ざかったりしていて、朱明は彼らから身を隠したかったのだと理解する。

　──早く。

　早く行ってくれなければ、心臓がもたないと思った。一度意識してしまったら最後、口を押さえている手の大きさや、密着している肩の広さが気になって仕方がない。顔はきっと赤くなっている。朱明が視線をずらさないことを祈いのるばかりだ。

　それでも心のどこかで、このまま時が止まってしまえばいいのにと願う自分がいた。朱明は玄奏のもとになど行かず、驪珠は永皓のもとになど戻らず、ずっとこうして──。

　考えているうちに人の気配が完全になくなり、それに応じて朱明の力が緩む。

　──終わった。

　拘束が緩んだことを残念に思い、そう思った自分に赤面する。慌あわてて身を離し距離を置くが、頰の熱が冷める気配はなく顔が上げられなかった。

「な、何だったの？」

　何も喋らないと怪け訝げんに思った朱明が顔を覗き込んでくるような気がして、驪珠は時間を稼かせぐように問いかけた。声が上うわずっているが、引っくり返らないだけまだよかった。

「いや……いきなり悪かった。武官に見つかったら連れ戻されるに決まっているから」

　つい咄嗟に、と答える朱明の歯切れは微び妙みように悪い。どんな顔をしているのかが気になり上目だけで覗き見ると、彼はやってしまった、と言わんばかりの表情で気まずそうに視線を左右に泳がせていた。

「──え、もしかして私たち、武官総出で探されてるの？」

　ようやく頭が冷えていく。そして冷静になった頭に、半狂乱になって武官を総動員し、驪珠の捜そう索さくを命じる従兄の姿が浮かんだ。

　──ま、まさか。

　枢昱ならやりかねないと、今度は顔から血の気が引いていく。驪珠はようやく顔を上げ正面から朱明を見た。

　そんな驪珠に、朱明は微苦笑を浮かべて首を横に振る。

「それもあるが……多分、あの男だろう。隙すきをついて逃走したんだ。そうは言っても城門は完全に包囲されているから、すぐに捕まるだろうが」

「あの男って……？」

「──私だ」

　低い声がしたのと同時に、驪珠は首筋に冷たいものが押しあてられた感触を覚え、身体を強張らせた。










　──え。

　目を見開いたのは驪珠も朱明もほぼ同時。一いつ拍ぱく遅れる形で戦せん慄りつが全身を駆け巡った。

　驪珠は人の気配を読むことに長たけている。朱明だって言わずもがなだ。武官を避さけたばかりで気を抜いていたわけでもなかった。──それなのに、背後に立たれ、刃を突きつけられるまでその存在に気づかなかった。

「こういうことになるから、護衛は撒まいてはいけないのだ。──公主さまにも散々困らされたものだが」

　まさに首の皮一枚の状況だったが、淡たん々たんと語る男の手元が狂くるう気配はない。目を細めた朱明が頭を巡らせているようだが、隙があるようには到とう底てい思えなかった。

「孟先、さま……」

　膨れ上がるような殺気があるわけではなかった。しかし、この男が何の感情も持たず人を切り捨てられる男であることを、驪珠は蔡妃の件で身をもって知っていた。

　彼がどこまで事態を把握しているのかは知らないが、追われる立場となった今、驪珠は彼の中でもう用済みな存在のはずだった。

「驪珠を放せ」

　枢昱が寝返ったことへの報復として殺されるかもしれない。朱明もそう思ったのか、唸うなるような声には何としてでも引き離さなければという焦りが滲にじんでいた。しかし孟先はせせら笑うように言うだけだ。

「そう言われて、放すとでも思うのか？」

「これ以上人を傷つけてどうする。──城中の兵士が貴方を探している。蔡妃さまが貴方の言うことを聞くことはもうないだろうし、それに」

「……戦場では生き残った者が正義となるのだ、小娘」

　誰かが駆けつけてくることを祈るかのようにいつになく饒じよう舌ぜつに喋る朱明を、孟先はあっさり退けてしまう。驪珠は男が喉の奥で笑う声を聞き、空恐ろしくなった。

「……この場を切り抜けたくてそんなことをしているのなら」

　朱明は相変わらず男から目を逸らしはしなかった。驪珠からは窺えない孟先の目は、いつかの敬達のように狂気すら宿しているのかもしれない。

　謀反が失敗した今、人ひと質じちをとるのなら驪珠よりも玄奏の寵姫である朱明の方が有効だ。孟先は背後をとりやすかった驪珠を利用したのだろう。

「使えるのは驪珠じゃなくて私の方だろう。──代わりに捕まってやるから、驪珠を放せ」

　朱明も同じことを考えていたらしい。言い切る目に迷いはなく、孟先は満足そうに笑った。

「さすが青家の娘。友を捨てて逃げぬと読んだのは当たりだったな」

「──駄目！」

　自分を置いて進んでいく話に、驪珠は顔を青くする。自分の身代りに、というのは勿もち論ろん嫌だ。それに。

　──そんなことをしたら。

　孟先に触れられたら朱明が男だと気づかれてしまうかもしれない。

「言っただろう。傾国の美女はいらないと」

　驪珠の懸けん命めいな抗議などどこ吹く風の朱明は、多少の危険を冒おかしても、この機に乗じて王宮を去ってしまいたいのだろう。

「青家の娘は武芸に長けると聞いている。持っているものは出せ」

　朱明は無言のまま胸元に手を突っ込むと、小刀や暗器の類を地面に無む造ぞう作さに落とした。それからもう何も持っていないことを示すようにその場で軽く飛び跳はねると、ゆっくりとこちらに寄ってくる。

「自分が犠牲になるか。麗うるわしい友情だな」

「悪いが友情のつもりはない」

　朱明が涼やかな声で言って、かなり紅がとれてしまった口許を緩めた。

「恋情だな」

　刹せつ那な、孟先は驪珠の首に腕を回すと思い切り力を込めて締しめ上げた。声にならない悲鳴が口から漏れ、目の前に火花が散って全身の力が抜ける。膝ひざが崩れた驪珠を思い切り突き飛ばし、男は今度は朱明の方へと手を伸ばした。

　驪珠の時と同様首筋に剣を突きつけた孟先は一瞬だけ眉み間けんに皺しわを寄せ、右手はそのままに左手で肩を触る。なるほどな、と彼は呆あきれたように息を吐いた。

「双子の替え玉か？」

「さあね」

　言いながらも、朱明の視線は心配そうにこちらに向けられている気配がした。

　それでも驪珠は顔を上げられなかった。立ち上がることなど論外で、ただ空気を求め、咳せき込んだり喘いだりするので精一杯だった。二人の気配が遠くなるのは分かったが、名前を呼ぶこともできない。

「──いたぞ！」

　座り込んで暫しばらく経たち、ようやく呼吸が落ち着いてくる。右手でまだ違い和わ感かんの消えない喉を押さえ、左手で建物の壁に縋すがりつきながら立ち上がった時に、遠くの方でそんな声が聞こえた。

　すぐに大勢の兵士が声の方に移動する気配がした。いくつかの慌ただしい足音が近づいてくる。

　驪珠が手をついたまま振り返ったのと、従兄が頓とん狂きような声を上げたのは、ほぼ同時だった。

「驪珠！　お前、今までどこに」

　中腰になって驪珠の顔を覗き込んだ枢昱は、その顔がいつになく青ざめているのに気がついたようで、頰に手を添そえながら眉間に深い皺しわを刻きざんだ。

「どうした？」

　優しく尋たずねる声に、鋭さが隠し切れていない。

「朱明が、孟先さまに連れ去られて！」

「朱明どのが？」

　枢昱が連れていた兵士たちも顔色を変えた。彼らに先を急がせ枢昱は驪珠の肩を支えながら、「大丈夫か」と問い直した。

「私も、連れてって」

　首を絞められただの、剣を突きつけられただのと言えば、枢昱が半狂乱になって医者だ薬だと叫ぶことは目に見えていたので、驪珠はわざと胸元に縋りつくと上うわ目め遣づかいに懇こん願がんした。

「りりりりり驪珠!?」

　先ほどまで咳き込んでいたから、瞳は常以上に潤うるんでいる。それも手伝ってか枢昱は滑こつ稽けいなほど狼ろう狽ばいし、残っていた数人の兵士から冷たい視線を頂ちよう戴だいしていた。

「お願い、兄さま」

「……そ、側にいるんだぞ。歩けるか？」

　首を横に振ると横抱きにされそうだったので、驪珠は無理を押し隠かくして顎を引いた。

　孟先は朱明を盾に順調に逃亡し、王宮の北に位置する通用門まで辿りついたらしい。しかし深い堀にかかった橋の上で、外に待機していた兵士と中から追いかけた兵士に挟み打ちにされ、立ち往生していると先に走っていった兵士が口早に報告をくれた。

　朱明の様子が知りたかったが、門の所には武器を構えた兵士がずらりと並び、鼠ねずみ一匹通れそうにない。ちらりとでも姿が見られれば、と唇を嚙みしめていると、枢昱が驪珠の肩を叩いた。

「兄さま？」

「上からなら、見える」

　枢昱が顎で上方をしゃくる。城壁や門の上は見張りの人間が立てるよう、階段を通じて行き来できるようになっていた。

　驪珠も視線を上に走らせる。武官と兵士がなすすべもなく身を乗り出して下を覗き込んでいる姿が、等間隔に置かれた篝かがり火びにより浮かび上がっている。

　──あれは。

　その中に一つ場違いな鮮やかな色を見つけ、驪珠は息を飲んだ。枢昱ははじめから分かっていたようで、気遣うような眼差しが向けられる。

「黎華さまもいる。それでも行くか？」

「……行くわ」

　即断というわけにはいかなかったが頷うなずいた驪珠に、枢昱は「そうか」とだけ言って歩き始めた。

　階段を上のぼり切ると少しだけ息が上がる。それを整えている間にまったく息を乱していない枢昱が兵士の一人を捕まえて退かせる。空あいた空間に驪珠の身を割り込ませ、自らはその背後に立った。

　すっかり暗がりに慣れた目は、思った以上に簡単に下の光景を捉とらえる。──前方後方に並んだ兵士により行く手を塞がれた孟先は、背後からの攻撃を恐れてか、橋の欄らん干かんに背を向ける形で立っていた。

　剣は朱明に突きつけられたままだ。だからこそ、皆身動きが取れずにいる。もし万が一ここで孟先が逃亡に成功したら、朱明は更に傾国の美女の名を響かせることになるだろう。

　何か交渉しているようであったが、声は途切れ途切れにしか聞こえてこない。それが城壁の上で見守る者たちをひどく苛いら立だたせていた。

「そなたら、誰か射弓に自信のある奴はおらぬのか」

　黎華が苛立たしげに吐き捨てるが、弓を手にしている武官たちは皆気まずそうに目を逸らした。

　ただでさえ暗い中で、密着した状態にある両者のうち孟先だけを射抜くことは難しい。王の寵姫である朱明に当たるのは論外だし、両者共に当たらなかった場合も、孟先を刺激してしまって好ましくはなかった。

　枢昱でさえ名乗り出ようとしない。自信がないだけでなく、囚われているのが驪珠の親友であり、自分の親友の妹だということも決心を鈍らせているようだ。それにこの従兄ではできない、と驪珠は冷静に分析していた。弓が苦手なわけではないが、彼に限らずこうやって上から下に、もしくは下から上に射ることに慣れている者はあまりいないだろうと、趙家での鍛たん練れんの光景を思い出しながら考える。

　──敬達さまなら。

　彼がいたなら飄ひよう々ひようとした顔で弓を受け取り、身を乗り出してやってくれるだろう。

　彼ならできる。彼自身も、おそらくやり遂とげるだけの自信を持っている。──そう、驪珠と同じで。

　──私なら、できる。

　知らないうちに、拳を握り込んでいた。できるのにやらないのかと責める声と、皆の前で実力を披露する気かと咎とがめる声が胸の中でせめぎあう。

「驪珠……」

　静かな葛かつ藤とうに気づいた枢昱が眉をひそめた。己に弓の実力があればと悔くやむその顔に、驪珠は黙って首を振る。

　──どうする。

　未いまだ緊きん迫ぱくしたやりとりが続く橋に驪珠は視線を落とした。闇やみの中でも篝火やら松たい明まつやらの光を弾き、朱明の銀髪はよく目立ち、自然と視線が吸い寄せられる。

　──あそこにいるのは、朱明なのよ。

　ここで実力が露ろ見けんしたら、色々と大変なことになるのは目に見えている。けれどそのことに対する後こう悔かいよりも、もし朱明に万が一のことがあった時に抱く後悔の方が大きいと驪珠は言い切れた。

　あの時弓を握っていなかったら──。

　あの時弓を握っていたら──。

　──この二つで迷うなら、私は。

「朱明を気にしておるなら気にせんでいい。当たってもわらわが許す。むしろ褒ほめてやろう」

　我慢の限界が近いのか黎華が物ぶつ騒そうなことを言いだす。

「もういい、わらわがやってくれるわ」

　必死になだめすかす周囲を冷たく見回し一人から弓を奪い取ったその時、惹かれあうように驪珠と目が合った。

　黎華の瞳が見開かれる。わずかに怯ひるんだ彼女に、驪珠は歩み寄った。

「──貸してください」

　手を差し出して静かに言うと、枢昱と黎華以外の人間がほっと息をついた。公主の暴挙を止めてくれたのだと、彼らの目には映ったのだ。

　黎華はじっと驪珠を見て、そしてゆっくりと弓矢を手渡した。手にかかった重みは、離宮で燃えてしまったあの弓を少しだけ上回る。

　驪珠はおもむろに矢筒から一本矢を取り出すと、本来の持ち主に矢筒を返す。そしてきょとんとした彼の疑問が発せられるよりも先に、身を乗り出して矢を番つがえた。

「驪珠ど──」

「──よい」

　黎華が厳しく制す。黙っていろと枢昱も低い声で続けた。けれど矢を番えた時点で、驪珠の耳には周囲の雑音などすでに入っていなかった。

　視界が狭せばまり、朱明と孟先以外何も映らなくなる。指先だろうと爪つめの先だろうと、外はずす気にはまったくなれなかった。

　背中に熱いほど視線を感じる。こうやって何人にも見守られながら弓を扱うのも久しぶりで血が燃えたぎった。頭の中で目標を射抜いた時のことだけを想像し、矢を握る手に力を込める。

　ふいに、城壁の上が静かになったことに気づいたのか朱明がこちらを見上げた。弓を構えた驪珠を見て、彼は少し驚きを見せた後、楽しそうに笑う。

「やれ」

　動いた口が紡いだのは二語。声など出していないだろうが、そう言われたのだという確信があった。

　手を放す。背後からも下からもどよめきが上がった。矢尻は孟先の手の甲の中心を射抜き、さすがの彼も剣を取り落とす。すかさず兵士たちが飛びかかり、孟先を取り押さえにかかった。

　──ちゃんと、迎えに行くから。

　朱明の口が驪珠に向かってまた動く。え、と弓を下ろしてもう一度身を乗り出した驪珠が次の瞬間見たのは、男から離れ、均衡を崩して傾かしいだ彼の姿で。

「朱明っ……！」

　もう一度瞬きをして目を開けた時、その姿は暗い水の底へと飲み込まれていた。
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　それからの数日間は、あっという間に過ぎていった。

　謀む反ほんは誰の目から見ても孟もう先せんが主犯で、永えい皓こうは担かつぎあげられ蔡さい妃ひは踊らされていただけにすぎない。しかし蔡妃にその意思があったことは事実だったので、母おや子こで田舎いなかの離り宮きゆうに行くことで決着を見そうだった。

　結局公こう子し宮きゆうに戻された驪り珠しゆは、その離宮にはついていかないことになっている。

『婚約を、解消しましょうか』

　二人の他には誰もいない部屋で、蔡妃がそう持ちかけてきたのは彼女が公子宮に帰き還かんした次の日だった。

『孟先に、脅おどされていたのでしょう？　やっぱり幸せな結婚をしてもらいたいの。永皓にも──驪珠さんにも』

　小しよう弓きゆう姫きと呼ばれ憎ぞう悪おの視線を投げつけられることも覚かく悟ごしていたのに、蔡妃の声はあくまでも穏おだやかで驪珠は驚おどろく。物言いたげな目に気づいた彼女はそうね、と卓の上に並べられた色とりどりの砂糖菓子に視線を落とした。

『以前──そう、最初に会った時、黒こく竜りゆう賊ぞくの話をしたでしょう？』

『……はい』

『両親の敵かたきなのだから憎にくいでしょうとわたくしは訊きいて、あなたは分からないと答えたわ』

　驪珠は黙だまって頷うなずく。今同じ質問をされても、きっと同じ答えを返すだろう。

『今のわたくしは、多分、あなたと同じような気持ちなのだと思うの。黒竜賊への恨うらみは消えないわ。でも、彼らはわたくしを助けてくれた』

『そう、ですね』

　驪珠を罵ののしることはしない。だけど、何も知らないふりをして息子の花嫁にするほどは心を許せない。つまりはそういうことなのだろうと、驪珠は受け取った。

　もともと、柳りゆう家の娘が永皓方についたというのも謀反のきっかけの一つだったので、驪珠が公子宮から去ることは誰の反対も受けなかった。離宮で焼けてしまったので運び出す荷物もこれといってない。今日から三日後、ほぼ身一つの状態で出戻りすることになっている。

　──これからどうなるんだろう。

　もうすぐ見おさめとなる夜の庭園をひっそりとうろつきながら、驪珠はぼんやりと思いを馳はせた。永皓たちの処分が定まるまで謹きん慎しんめいたことになっているため、公子宮にこもりっぱなしで外からの情報はほとんど入ってこない。

　かろうじて耳にしたのは王が毎日泣き暮らしているということくらいだ。この寒い中、兵士たちは寒中水泳に勤いそしんでいるらしいが、成果は上がっていないらしい。

　──生きてる、わよね。

　それまでの朱しゆ明めいの言動からしてわざと落ちたことは明白だった。特に怪け我がをしているわけではなかった上に、孟先の人ひと質じちになった時に沈しずむ要因になりそうな暗器の類たぐいは幸いにもすべて取り外はずしていた。だからよほどのことがない限り生きているだろうと思えるし、兵士総出で遺体の捜そう索さくに当たっても見つからないのが何よりの証しよう拠こだと思っていた。

　蔡妃が生きていたこともあり、玄げん奏そうもはじめは望みをつないでいたらしい。けれど蒼そう天てんが目め尻じりを押さえながら「朱明は泳げなくて」と証言し、玄奏を絶望の淵ふちに落とし込んだそうだ。

　永皓との勢力争いに一応の決着がつき、急いで妻を迎むかえる必要がなくなった今、彼は「一生朱明だけを愛す」とか「最低三年は喪もに服す」などと懸けん命めいに主張していると女によ官かんから漏もれ聞いた。

　だから朱明のことはあまり案じていない。──むしろ驪珠は、自分の身を心配していた。

　──きっと、ばれる。

　蔡妃は口をつぐんでくれているが、孟先や敬けい達たつが今後どう出るかは分からない。何より驪珠が永皓側についたのも謀叛への布石で、事前に孟先との間で何らかの取り引きがあったのではないかと、取り調べの武官に疑われていた感もあった。

　──違う。多分もう、ばれている。

　時折、物言いたげな目線を女官から感じていた。披ひ露ろうした腕前は弓を齧かじった程度のものでないことは誰が見ても明らかだし、跡あと取とりの飛ひ龍りゆうが乗り込んできた理由もやがては驪珠につながるはずだ。

　今はまだ確証に欠け、なおかつ蒼天たちが必死に手を打ってくれているから拘こう束そくされていないだけだろう、と驪珠はここ数日で結論づけていた。

「牢ろう獄ごくには入りたくないわ……」

　驪珠は沢たく山さんの星が瞬またたく天を仰あおいだ。もしかしたらこうやって自由に空を見上げるのも、もう数えるほどしかできないのかもしれない。それでも敬達や蒼天のやつれ具合を知っているだけに、地下牢ろうだけはごめんだと考え、驪珠は小さく笑った。

「牢屋に入っていても迎えに来てくれる気だった？　ねえ──」

　知っている気配を感じ振り返る。しかし少し細くなった月と星々の光を弾はじく銀の髪を見て、驪珠は呼びかけた名前を飲み込んだ。

　そこにいたのは高く括くくりあげた長い銀髪を持つ男装の麗れい人じん、青せい朱明ではなく、驪珠がまだよく知らない短い銀髪の男、青昊こう天てんだったのだ。

「──ねえ、昊天」

　改めて呼びかけ手を伸ばすと、彼は嬉うれしそうに笑ってその手を握にぎり返してきた。そのまま少し冷えた驪珠の手を包み込むようにする。

「絶対にそれより前に来るつもりだった。兄上が、あそこの居い心ごこ地ちはよくないと散々文もん句くを言っていたから」

「……来てくれて、ありがとう」

　信じてはいたが、あれほど苦労して逃げ出した場所に戻ってくるなんて、とも思う。そして彼の逃走手段を思い出した驪珠は、でも、と首を傾かしげた。

「どうやって出て行くの？　私、寒中水泳はちょっと……」

　壁にぐるりと囲まれている王城は、限られた場所にしか出口がない。宵よい闇やみに乗じてとはいえ、きちんと見張りがいる門を抜けるのは難しいはずだった。

「そもそも、朱明はどうやって中に……？」

「それは」

「わらわが手引きしてやったのよ。──こやつはともかく、そなたをこんな季節に泳がせるわけにはいかぬであろう」

　朱明の言葉に被かぶせるように抑おさえた声で言い放った人物に、驪珠はぎょっと目を見開く。長い黒髪を下ろし、夜よ着ぎに上着を羽は織おっただけの黎れい華かが不ふ機き嫌げんそうに腕を組みながら立っていた。

　あの夜以来、会うのは初めてだ。穏やかとは言い難がたい雰ふん囲い気きに身体からだを強こわ張ばらせるが、彼女の目線は驪珠には向いていなかった。

　はあ、と聞こえよがしにため息をつく。

「気に食わぬ気に食わぬと会った時から思っておったが、ようやく理由が分かったわ」

　朱明が居心地悪そうに一歩下がった。しかしそんなことは構わずに、黎華はずいと近づくと出会った時のように頭の先からつま先までを検分する。

「男の上にわらわのお気に入りを横取りするとは。そなた、いい根性しておるな」

「その……」

「まあよい。わらわの感性が狂くるったわけではなかったことが分かって安心したぞ。──さすがに憐あわれじゃ。愚ぐ弟ていには言わんでおいてやろう」

「……どうも」

　さすがに悪いことをしたと思っているらしい朱明が殊しゆ勝しように頭を下げたが、黎華はふんと一いち瞥べつし身を翻ひるがえした。

「ついて参まいれ。──よいか、驪珠」

　歩き出した黎華に黙って続く。呼びかけられた声こわ音ねに先ほどまでの怒いかりは見られない。

「気づいておると思うが、そろそろそなたを庇かばい通すのは難しい。だから、今のうちじゃ」

「でも、いいんですか？」

　悪いと言われても困るのだが、訊かずにはいられなかった。いくらはっきりとした監視がついていなかったとはいえ、小弓姫と思われている人物が忽こつ然ぜんと姿を消したら大変なことになるはずだ。

「そなたは盗ぬすまれた、ということにしようかと思うてな」

「…………？」

　楽しそうに紡つむぐ黎華に、驪珠は首を傾かたむける。朱明は分かっているのだろうかと横目で窺うかがい見ると、彼は実に複雑そうな顔をしていた。

「先日臥が竜りゆうが現れたじゃろう。黒竜賊の跡取りということも分かったし、あやつが連れ去ったことにでもしておく」

「それは」

　小弓姫のためなら、と彼は笑って許してくれるだろう。だが一方で朱明のことを凄すごく恨みそうだ。──またいつか、「やはり一緒に行きませんか」とどこからともなく誘いにやってくる気がした。

「前科もあるしな。丁度よかろう。──さあ」

　王宮の裏手にある門に辿たどりつく。夜になると閉め切ってしまうその門の脇わきに、人が一人通れる程度の小さな勝手口がついていた。

　黎華はおもむろに鍵かぎを取り出し錠じよう前まえを外す。ひとりでに、ぎい、と開いたそれを、彼女は思い切り開け放った。

「その、ありがとうございます」

　驪珠が言うと共に朱明が再び殊勝に頭を下げた。しかし黎華はそれをきれいに無視し、驪珠の両手をしっかりと握り込む。

「そなたが何者でも、そなたと過ごした時間は楽しかったぞ」

「黎華さま……！」

「王宮では難しいが……わらわが降こう嫁かしたら、こっそり会いにくるといい」

「はい、きっと」

　深く頷いたのを見届けて、黎華は名な残ごり惜おしそうに驪珠の手を放した。すかさず朱明が空あいた手を取る。一瞬、二人の間で火花が散った気がしたが、先に視線を逸そらしたのは公こう主しゆの方だった。

「──行け」

　くるりと背を向けた彼女に、二人でもう一度頭を下げて順に扉とびらをくぐる。振り返ることはしなかったが、再び閉ざされ鍵がかけられた音を耳にした時、驪珠は思わず歩みを止めた。

　一度目を閉じ大きく息を吐く。──すると開ける前に、手を強く引かれて驪珠は均きん衡こうを崩くずした。










「……まったく、損な役回りだねえ」

　微び瑛えいが目を細める横で、腕を組んだ飛龍は無言のまま王宮から出てきた二人の姿を見ていた。

　小弓姫だと複数の人に知られた驪珠のことが気になって探さぐりを入れていた時、公主や枢昱の企みを知った。連れ出すのが自分でないのは悔くやしいし、二人の仲を素直に祝福する気は更さら々さらないが、驪珠が過去の呪じゆ縛ばくから解放されるなら、それもいいのかもしれないと思う。──自分では、できなかったことなのだから。

　ちらり、と飛龍は城壁の上に佇たたずむ人影に視線を送る。──彼女をとても大切にしていた彼も、きっと同じような思いで彼らを見送っているのだろう。

　──幸せに、小弓姫。

　調べたところ、青昊天の戸こ籍せきは黎華が化け粧しよう領りようとして所有する地方の一角に作られていた。大きくもなく小さくもないその街で、きっと驪珠も暮らすことになるのだろう。

　──もう追いかけるのは。

　驪珠の身体が傾かしいで、朱明の腕の中にすっぽりと収まったのはその時だった。飛龍は碧へき眼がんを見開く。転んだわけではない。朱明が引き寄せたのだと、遠目からでもはっきりと分かった。

[image: ]

　城壁に立つ男の口から魂たましいが抜けていくのを視界の端はしで捉とらえながら、飛龍は口くち許もとが引きつっていることを自覚した。一瞬だけ、銀髪男の視線がこちらに投げかけられたのだ。

　──やってくれますね。

　飛龍は頭の中に地図を描えがき出し、彼らが向かう街の位置を確認する。ふふふ、と口から漏れた不ふ穏おんな笑い声に、微瑛が諦あきらめたようなため息をついた。










「な、なに……？」

　突然抱きとめられて、驪珠は動揺して声を上げる。しかし顔は肩口に押しつけられていて、朱明の表情を見ることはできなかった。

「大切にするから」

「朱明……？」

「何でもない。──行こうか」

　ようやく身体が離れて仰ぎ見た朱明は少し楽しそうな顔をしている。何となく自分ではないところに向けて言われたような気がして、驪珠は自分から彼の手を握った。

「ええ、行きましょう」

　目的地は知らされていなかったが、どこに、と問う気はない。朱明と一緒ならどこだって構わなかった。

　──さようなら。そして、ありがとう。

　黎華に──そして他の誰にも言うことができなかったそれを心の中で呟つぶやく。

　また会えたら、と祈いのりながら、驪珠は新たな一歩を踏ふみしめた。





了　









あとがき










　どうも、こんにちは。この巻の八割を手書きしたにもかかわらず（裏紙にペンで書き連つらねて後からパソコンに打ち直した）、黎れい華かの「黎」の字が未いまだに覚えられない文ふみ月づきです。面倒で[image: ]としか書いていなかったのであたり前といえばあたり前なのですが、なんとも複雑な気分になっています。一度覚えても三歩歩くと綺き麗れいさっぱり忘れているのだから救いようがありません。もうこの字をこれほど多用することはないと思うので、多分これから先ずっと書けないままなんだろうなとか思ってしまいました。

　というわけで終わりです。『小しよう弓きゆう姫き』シリーズ、これにて完結になります。一巻からお付き合いいただいた方も、そうでない方も、本書をお手に取っていただきどうもありがとうございました！




　四巻完結にしようと決めた後、担当さまとその後の展開を話しあった結果「三巻で黒幕的な存在をちょっと出して、四巻で解決……という流れにしましょう」ということになりました。三巻で一段落をつけても良かったのですが、折せつ角かくなので思いっきり続いてみたいなと思い、「切るならここだろ、ここしかないだろ」と前巻を気持ちよく全力でぶった切ってみました。お読みになって「へ、ここで終わるの？」と吃びつ驚くりされた方もいらっしゃると思います。すみませんでした。でもやってみたかったんです。

　しかも、「続きもきっちり決まってます☆」みたいな空気で終わりましたが（特にあとがき）、実はあの段階では結構あやふやでした。いっそ予告通り枢すう昱いく一発逆転編をやってやろうかと何度思ったことか。そんなわけでどう纏まとめようか相当迷ったのですが、いざ書き始めてみると自分でも驚くほどペンが進み（そして凄すごい勢いでインクが減っていった）、こうして完結させることができました。……もともと投稿作として完結、続きなしと思っていた作品でしたから、こうして再び別の形で完結するというのは、少し不思議な気分です。

　電子辞書の漢和辞典で遊んでいる最中に「驪り珠しゆ」という言葉を見つけ、いつか使おうと単語帳に登録したのが高一の時。「よし、こうやって使おう」と思って投稿作『小弓姫』の構想を固めたのが三年前で、「おめでとうございます」と受賞の連絡をいただいてからは二年になります。振り返ってみると、長いようであっという間だったなあ、という感じです。

　そもそも『小弓姫』は「一度、私が思う少女小説のキラキラしたイメージを全部つめ込んで一本書いてみよう」と思って書き始めた作品でした。──そう、書き始めた時は忘れていたんです。文月が、キラキラとは無縁の、残念な、ただの布団警備員だということを（当時はまだ自室警備員レベルだった気はする）。

　一巻あとがきでも愛を語りましたが、私は『三さん国ごく志し』が好きです。呉ごファンです。某ゲームのせいで火計に定評のある呉が大好きです。……ですが今から思えば、男どもが骨こつ肉にくの争いを繰り広げるあの世界観を念頭において中華ものを書きはじめた時点で、すでにキラキラから逸それていた気がします。もしタイムマシンがあるなら三年前の私に「とりあえず『紅こう楼ろう夢む』を読もうぜ」と言いたいです。

　そんなわけで、シリーズを通して「ここ、○○にすれば良かった」といった後悔がないと言ったら噓になるのですが、今はとにかく書き切れたことを嬉しく思っています。すべて、ご助力くださった皆さまのおかげです。

　担当さま。いつも的確なご指導をくださり、ありがとうございます。改稿指示を書いた紙に、私ですら略して書いていた「驪珠」と「黎華」が漢字で綴つづられていた（しかも達筆！）時の感動が、今も忘れられません。というか、今回は、特に、ほんっとうに、申し訳ありませんでした！

　椎しい名な先生にも、原稿が遅くてご迷惑をおかけしたのではないかと……。にもかかわらず、今回も美麗なイラスト、どうもありがとうございます。そして四巻にわたり、お世話になりました。椎名先生の絵あってこその『小弓姫』だったと思っております。

　海の向こうの地に行っても「買うよ！　楽しみしてるから！」と言ってくれる友人Ｋ（君のおかげで『小弓姫』はまさかのアメリカ進出を果たす。笑）をはじめ、売上に貢こう献けんしてくれた友人・知人たちや、「売られてるの見たよ」「あとがき読んだよー」と温かい目で見守ってくれたみんなにも感謝を。応援してもらえて、とても嬉しかったです。

　その他、校正さまやデザイナーさまをはじめ、このシリーズが世に出るにあたってかかわってくださったすべての方々。そして何より、今この本を手に取ってくださっているあなたに、心よりお礼申し上げます。

　ここまでお付き合いくださり、本当にありがとうございました。またどこかでお目にかかれる日がくることを祈りつつ、失礼させていただきます。


文月　更さら





















小しよう弓きゆう姫き




─珠しゆ玉ぎよくの守もり人びと─
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